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勇者になれなかった俺は


しぶしぶ就職を決意しました。３
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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　あとがき







　第一章「いつか店長になってやるとは確かに言ったけど」







「………………」


　楽しげにさざめく少女たちの、まぶしすぎる肌はだ。


　大だい胆たんにはだけられた布からは、やわらかそうな胸や太ももが惜おしげもなく覗のぞき、天幕内に配された棚たなや椅い子すのそこかしこには、脱ぬいだばかりの服や下着なんかが散らばっていて。


　ふと鼻び腔こうをくすぐるのは、花と柑かん橘きつ系の果実を混ぜ合わせたみたいな、えもいわれぬ女のコの香かおり……。





　──シンルリアン海岸の南側、木造の仮設ステージ端はしに設営された、差さし渡わたし十メートルほどの天幕。


　その入り口に垂れ下がる生き成なりの布をかき分け、なにげなく踏ふみ込んだとたんにラウルの視界に飛び込んできたのは、同年代の少女たちのひどく無防備な着き替がえ姿だった。


　……って、おいっ、聞いてないぞ、こんなのっっっ！！！！？


　一いつ瞬しゆんにしてパニックに陥おちいる思考。反射的に目を逸そらしたラウルのすぐ隣となりで、室内をきょろきょろと見渡していた少女が声をあげる。


「あっ、あそこの棚、空あいてるっ！」


　視界の端で揺ゆれる、赤いリボンで結わえた絹糸みたいな銀の髪かみと、魔ま王おうの血を引いてるとは思えないようなあどけない顔立ち。


　キャミソールワンピースに身を包んだ、ちょっぴり小こ柄がらな少女……後こう輩はいバイトのフィノは天幕の一角を指さし、なんだか得意げな顔でラウルをうながした。


「ねえっ、早く行こっ？」


「えっ……あっ！　え、ええっっっ!!」


　言いながらくいくいと服の裾すそを引っぱってくるフィノに頷うなずき返すと、ラウルは摑つかみっぱなしだった入り口の布から手を離はなすなり、半はん裸らの少女たちの中へと歩み出す。けどっ……ど、どうすりゃいいんだっ、この事態っ!?


　……とりあえず、極力周りが見えないように下を向いて……それでも視野に入ってくるなまめかしい生足に焦しよう点てんをあわせないよう努力しつつ、ラウルは胸中で精せい一いつ杯ぱいの自己弁護を試みた。


　お、俺はただっ、係の人に言われたとおり、控ひかえ室だっていうこの天幕に入っただけで、まさか中で女のコたちが生着替え真っ最中だなんてことはぜんぜん予想してなくてっ……っていうか、そもそもなんでこんなとこで着替えしてんだよっっっ!?　水着ってあらかじめ服の下に着てくるもんじゃねえのかよっっっ!?


「ねえっ、これが終わったら、外で遊んでいいんだよねっ？」


　……と、そんなラウルの思考を遮さえぎるように、かたわらでうかがいを立ててくるフィノのなんだかワクワクしたような声。


「さっき、子どもが砂でお城作ってて……オレ様もああいうの作りたいっ！　くくくっ、オレ様が考えた最強にカッコいい魔王城を、この不毛な砂の地に築いてくれるわっ……！」


「ま、まあ、いいんじゃな……」


「あと、外の屋台で買い食いしたいっ！　ドラゴンの鮮せん血けつみたいな色したジュースとか、串くし刺ざしになってる真っ赤なアメとか、カラフルなヒヨコとか、見たことない食べ物がいっぱいでっ……」


「いや、カラーヒヨコはたぶん食べ物のカテゴリじゃないと……」


「それとね、海で泳いでみたいんだっ！　魔王城うちの実家のすぐ裏も海だったけど、切り立った崖がけだったし、残ざん飯ぱんとか死体とか投げ捨てるとこだと思ってたから、近づいたことなくって……そんなとこで泳ぐなんて、人間は度胸があるなっ！」


「……やっぱり、魔ま人じんは一度滅ほろぼすべきよね」


　例によって不ふ穏おんなフィノの発言を受けてぼそりと紡つむがれたのは、本日ラウルが引いん率そつするもうひとりの少女のクールな呟つぶやき。……ほぼ同時に、うつむくラウルの視界の中心に、おそらく声の主ぬしのものであろうデニムのホットパンツが大写しになる。


　細い腰こしをぴっちりと包むホットパンツの裾は脚あしの付け根が見えそうなくらい短く、そこからすらりと伸のびた太ももは、その弾だん力りよくを想像させるようにきゅっと締しまっていて……





「……セアラ店長、さっきからなんだか具合が悪そうですけど、どうか、されたんですか？」


「えっ……あっ、ああっ！」





　直視しがたい光景に思いきり顔を跳はね上げたラウルを怪け訝げんそうに見やるのは、蜂はち蜜みつ色の髪をした、美しい少女……元同級生にして、いまはふたりめの後輩バイトこと、通つう称しよう『オールＡ』のアイリ。


　そんな少女の言葉に、ラウルはつい声をうわずらせてしまう。


「べっ、べつになんでもなっ……なっ、なんでもありませんですことよっ!?」


　……って、っぶねえええええっ！！！


　動どう揺ようのあまり飛び出しそうになるいつもの言葉づかいをぐっと飲み込み、ラウルはいろいろなものを取とり繕つくろうように笑ってみせた。


「そ、それなら、いいんですけど……」


　そこかしこから不自然さが滲にじみ出るラウルの笑顔。なんだかいまひとつ腑ふに落ちないような顔をしながらも、しかし、アイリはとりあえずそれ以上の追及は見送ったらしい。


　大人しくきびすを返す少女にほっとしつつ、ラウルは心の中で呟いた。


　──……前ぜん途と多難っていうか、やっぱこれ、どう考えても無理ありすぎだろっ……!?





　　　　＊　＊　＊




　ラウル・チェイサー。幼少時に勇者を志し、並々ならぬ努力によって夢まであと一歩というところまで登りつめた矢先に肝かん心じんの勇者制度が廃はい止し。夢破れてしぶしぶマジックショップに就職せざるを得なかった少年。


　けれども、新人バイトとして店にやってきた魔王の娘むすめ、フィノとの出で逢あいによって、彼は勇者への未練を断ち切り、共に店長の座を競うこととなり……。


　……そんな少年がどうしていま、ここシンルリアン海岸の天幕の下、水着に着替える女子たちのただ中で動揺しているのかといえば、話は三日前の日にちの曜日の夜にまで遡さかのぼったりする。





　──そう、去るその日。


　休日でそこそこ売上げがあったうえ、閉店作業も比ひ較かく的てきスムーズに終わって……ここちよい充じゆう実じつ感かんとともに店長室を訪れたラウル少年を待ちうけていたのは、彼が予想だにしていなかった展開だった。





　　　　＊　＊　＊




『王都では最近、違い法ほうアイテムによる犯罪が急増して……』


　開け放たれた店長室の扉とびらの向こうから聞こえてくる、深刻そうなアナウンサーの声。


『中でも、深夜とつぜん店に押し入って《ショックガン》で店員を昏こん倒とうさせ、レジスターから金を奪うばって逃とう走そうするという手口が多発しており……』


「あのー、お疲つかれさまです、店長」


「……ああ、お疲れさま、ラウルくん」


　ふわふわと揺れる栗くり色いろの髪。穏おだやかな微笑ほほえみが浮うかべられた、天使みたいな顔立ち。


　声をかけたとたん、書類から顔を上げて。セアラ店長はたおやかな指先を伸ばしてマジオの音量を下げつつ、報告書を抱かかえて入室してきたラウルにねぎらいの言葉をかけてくる。


「もうレジ締め終わったの？　最近、ずいぶん早いですねえ」


「はい、『オールＡ……アイリが手伝ってくれて。あいつ、やたら手て際ぎわいいんですよね……っ、また、違法アイテム犯罪のニュースですか？」


「ええ……」


　ラウルの問いに、かたわらの小型マジオに目を向けたセアラ店長が眉まゆをひそめ、


「ついこの間も、すぐ隣の角にあるコンビニさんが襲おそわれたみたい。深夜営業じゃないけど、うちも高額の商品を扱あつかってるから、気をつけないと……ところで、ラウルくん」


「はい？」





「わたしの代わりに、ミスコンに出てもらえませんか？」





　──まるで、世間話のついでみたいに。


　店長がなにげなくその言葉を口にした瞬しゆん間かん、ラウルの思考が処理落ちした。





「……え、ええと……そ、それは……いったい、どういう……」


　……にわかには、意味が飲み込めず。少しの間をおいてどうにかそれだけ訊たずねてみたラウルの前で、店長がしれっと口を開く。


「ええ。しあさって、シンルリアン海岸で行われる『光こう冠かん祭さい』のお昼の部のイベントなんですけど、一等の賞品が最新型の魔法受像器マジヴイなんです」


「は、はあ……」


「それでね、じつはいま、お得意さんからちょうど同じ型番のマジヴィの注文を貰もらってるんだけど、メーカーさんにも在庫が無くて、納期があと一ヶ月もかかっちゃうらしいの。だから、この機会にぜひ、手に入れておきたくって……でもね」


　言いながら、なんだか困ったように嘆たん息そくするセアラ店長。


「今年の光冠祭は水みずの曜日だから、ちょうどうちのお店も定休日なんだけど、わたし、その日にどうしてもやらなきゃいけない書類仕事があって。それで、代わりにラウルくんが出てくれないかな、って……」


「ってっっっ!!」


　……肝心の部分にまったく触ふれないまま終わりを迎むかえたセアラ店長の説明に、ラウルはつい、確認するように声をあげてしまう。


「……店長、いちばん最初にミスコンって言いましたよね？」


「ええ」


「……俺の勘かん違ちがいでなければミスコンって、女の子が出るコンテストですよね？」


「ええ」





「俺っっっ、男なんですけどっっっ！！！！？」





　あっけらかんと頷く店長の前で、渾こん身しんの力を込めて主張するラウル。


　……正直、それはラウルの容姿といったそもそもの絶望的な課題すらかすんでしまうほどに致ち命めい的てきかつ根本的な問題点であって、すなわち、ラウルには店長が口にしたこの依い頼らいの遂すい行こうが不可能であることを明白に示しており……けれども。


「ええ」


　そんなラウルの指し摘てきをあっさり肯こう定ていするなり、セアラ店長は不意に、椅い子すごとくるりとラウルへ向き直って、


「ですから、わたしの代わりに出て欲しいんです」


　──にっこりと微笑みながら店長が机き上じようから取りあげたのは、そこに転がっていた《魔法通話器マジツクフオン》。


　大人の手のひらサイズの機体はシルバーに塗と装そうされており、上部には魔ま力りよく波はを送受信するためのでっぱりがあって……なんの変へん哲てつもない、どこにでもあるマジックフォンだ。


　けど、いったい……。


「はい、ラウルくん、これ」


「へっ？」


　とうとつに、目の前にそれを差し出されて。


　顔中に疑ぎ問もん符ふを浮かべつつ、ラウルが反射的にマジックフォンを受け取った、その時だった。





　──突とつ如じよとして少年を襲う、まるで頭の中身を何者かに摑つかまれ、そのままどこか遠くへと持ちさられてしまうような感覚。


　大きく揺ゆらぎ、かきまわされたように歪ゆがんで、ぐるりと回転する周囲の光景。


　波が引くように遠のいた意識が、また、波が寄せるように戻もどって……。





　……はっと、我に返って。


　なんだかいつもより明るく鮮せん明めいに感じられるラウルの視界に映ったのは、通信中のランプが煌こう々こうと光るマジックフォンを手にしてたたずむ、ラウル自身の姿だった。





「なっ…………!?」


　混乱と、動揺と、身体からだを包む言いしれぬ違い和わ感かん。……どこもかしこも馴な染じみのない感覚に思わず両の手を見下ろしたとたん、ラウルはこぼれ落ちんばかりに目を見開いてしまう。


　視野の中で自分の意思通りに動くたおやかな指先。白い手のひらと一いつ緒しよに目に映るのは、肩かたから胸へふわりとこぼれ落ちる栗色の髪かみと、見慣れたレオンの女性スタッフ用制服と、ずっしりした重量感のある、はちきれそうに豊かな胸のふくらみで……って！


「──ちょ、えっ……えええええっっっ！！！！？」


　いや、ちょっと待てっ、冷静になれっ、俺っ！　いくらなんでもこんなっ……俺がセアラ店長になっちまうようなバカなことが起きるハズがないだろっ!?


　……で、でもっ、俺がいま出してる声、なんか店長の声っぽいし、手のひらはもちろん、この反則的な胸は間ま違ちがいなく店長のおっぱ……い、いやっ！！！


　……っていうか。激しく取り乱しつつ、ラウルは必死で思考をめぐらせる。


　もし、もしも仮に、ほんとに俺がセアラ店長になってるとしたら、つまり……いま俺の前に立ってる俺は、もしかしてっ……。


　……ようやく、そこまで思い至って。


　勢いよく頭を上げたラウルの目の前で、見慣れた自分の顔がにっこりと微笑んだ。


「どうやら、上う手まく行ったみたいですねー？」


「って、店長っ、店長なんですかっ！！？」


「ええ」


　手中のマジックフォンを示しつつ、ラウル……もとい、ラウルの姿をした店長が頷うなずいて、


「このマジックフォンね、生物の意識を入いれ替かえるアイテムなんです」


「い、意識を入れ替えるアイテムっっっ！！！！？」


「ふふっ、わたしが作ったんですよー？」


　その瞬間、思わずあんぐりと口を開けてしまったラウルの前で、ラウルの顔をした店長がごく平然と言い放つ。


「これ、この間壊こわれちゃったうちの備品のマジックフォンの機体なんですけど、もったいないから《魔法構文マジツクプログラム》を書き込んで再利用してみたの。前に見つけた意識交こう換かんの《構文塊モジユール》、試してみたくって……」


「意識交換の《構文塊モジユール》ってっ……」


「魔人領に分布するクグツトカゲの《生体構文バイオプログラム》にあった《構文塊モジユール》なんです。このトカゲさんたち、近くに住んでる大型の魔物さんと意識交換して巣作りや狩かりをする習性があってね？　そのお陰かげで、小型の変温動物にもかかわらず、亜寒帯に属する魔人領でも生息可能で……」


「……って、そうじゃなくってっっっ！　店長なに一個人レベルでしれっとノーヴル賞クラスのとんでもない《構文塊モジユール》発見してるんですかっっっ！！！？」


　──まるでオリジナル料理のレシピでも教えるみたいな気軽なノリで。しかし、あまりに常識をぶっ飛ばしたその内容に、ラウルはつい大声でまくしたててしまう。


「だ、だいたいっ、精神活動に関わる《生体構文バイオプログラム》って複雑精せい緻ちすぎて専門機関でも解かい析せきどころか複製すらできないってのが定説なのにっ、いったいっ、どうやってっ……」


「ええと……」


　……けれども。首を傾かしげたセアラ店長は、なんだかあっさりした口調で、


「……勘かん、かしら？」


「か、勘……」


　思わずオウム返ししてしまったラウルの前で、ふふっと笑ってみせたりする。


「あ、あとね、わたしって、けっこう器用なんですよー？　お米に童話書いたりとか、お塩の粒つぶを積みあげてお城作ったりとか、髪の毛に似顔絵彫ほったりとかできますし……ふふっ、さすがに今回の魔法構築は、ちょっぴり、肩がこっちゃいましたけどね？」


「…………それ、器用とかいうレベルじゃないんで」


　……人間国宝級の工芸職人ですら裸足はだしで逃にげ出すような店長の発言。ラウルはなんだかもう、すっかり、いろいろと諦あきらめたように首を振ふってしまう。


　なんか、店長相手に常識とかそういうことをいまさら気にしても仕方ないっていうか……つまりは前にバイザー副店長が言ってたように、うちの店長は魔法構築の天才なんだろう。


「……と、まあ、そういうことで。ラウルくんにはこのアイテムマジツクフオンを使って、わたしとしてミスコンに参加して欲しいんです」


「へっ……って、ああっ」


　立て続けに起こった予期せぬ事態にすっかり失念していた店長の依頼……そもそもの発ほつ端たんである案件を思い出したとたん、ラウルは大きく頷いてしまう。


「なるほど……確かにこのアイテムさえあれば、男の俺でも合法的に、店長の代わりにミスコンに参加することが可能で……って、いやっ、そういう問題じゃありませんっっっ！！！！！」


　つい一いつ瞬しゆん納得しかけ、我に返ったラウルがあわてて声をあげた。


「ムリですよっ、ムリっっっ！　いくら店長の身体でも俺がミスコンに出るとかそんなのまずいですってっ!!　だいいち俺すげえあがり性しようだしっ、俺よりまだ副店ちょ……はないとしても、フィノとかアイリとかっ、あいつらに頼たのんだ方が適任っていうかっ……」


「あら、それは無理ですよ。だって、あの子たちにも出て貰うつもりなんですもの」


「えっ」


　……思わず目を丸くするラウルの前で、にこにこしながら、店長。


「目的達成のためにも、弾たまは多い方が確実ですから。わたしと、フィノちゃんと、アイリさんなら、審しん査さ員さんたちのニーズを、割と広こう範はん囲いにカバーできると思うの」


　悠ゆう然ぜんと笑みつつ、店長は委ゆだねるように、ラウルの肩へと手を伸のばし、


「だから、ラウルくん……わたしの代わりにふたりの引率、よろしくお願いしますね？」


「って！！！　いやっ、ちょっ、待ってくださっ……」


　うむを言わせぬ店長の言葉に、ラウルが焦あせって声をあげようとした、その瞬しゆん間かん。


　……とつぜん、開けっ放しの扉とびらから勢いよく飛び込んでくる人ひと影かげがあった。








「店長お疲つかれさまっ！　売り場のモップがけ終わったぞっ！」


　とても一日の仕事を終えた後とは思えないようなテンションで。店長室に駆かけ込むやいなや元気いっぱいに報告した銀ぎん髪ぱつの少女は、ラウルの姿を認めるなり、なんだかうれしそうな声をあげる。


「あれ、ラウルもいたのっ？　お疲れさまっっっ！」


「お疲れさまです、店長」


「[image: ]ーっ……やーっと、終わった……」


　そんなフィノに続くようにして部屋に入って来たのは、蜂はち蜜みつ色の髪をした凜りんとした美少女と、だるそうに目をすがめた赤毛の男──アイリと、バイザー副店長。


　他スタッフたちのとうとつな出現に、店長の姿のままのラウルはすっかり固まってしまい……そんなラウルを尻しり目めに、店長が口を開いた。


「お疲れ、フィノ。副店長もお疲れさまです。……アイリ、お前も仕事、片付いたのか？」


「えっ？　え、ええ、まあ……」


「なら、ちょうど良かった」


　…………へっ？


　ラウルの姿を借りた店長の、まるでラウルそのものといった自然な態度。思わずぽかんとしてしまうラウルの前で、満足げに頷いた店長はにこにこしながら言葉を続ける。


「いまな、店長と、お前とフィノの歓かん迎げい会かいを兼かねてこれからみんなで飯でも食いに行こうかって話をしてたんだ。……ねえ、店長？」


「えっ……あっ、はっ、はいっ！」


　いきなり話を振られて。反射的に頷いたラウルはしかし、一瞬遅おくれてその内容を認識するなり目を丸くしてしまう。


　……って、店長、いったいなに考えてんだっ!?


「あーそういやこいつらの歓迎会、まだだったなー」


「……かんげいかいって、なに？」


　あごをさすりながら呟つぶやく副店長の隣となりで、不思議そうな顔をするフィノ。そんな少女と目線を合わせるように身をかがめつつ、店長が説明してやる。


「歓迎会ってのはな、フィノ。お前とアイリがうちのお店に来てくれたことのお祝いで……いろいろあって遅おそくなっちまったけど、店長がこれから、なんか美う味まいもん食べさせてくれるってさ」


「わあっ、行くっっっ！！！」


　そのとたん、フィノは蒼あおい瞳ひとみを輝かがやかせ……そんな少女の反応を満足そうに眺ながめていた店長が、ふっとアイリに向き直った。


「アイリ、お前も来るよな？」


「えっ……わ、私っ!?」


　しかし、なんだか迷うような顔をしていたアイリはやがて、小さく横に首を振る。


「わ、私は夕ご飯の支し度たくしてきちゃったし……それに、人に奢おごって貰もらったりとかそういうのって、あんまり……」


「……お前な、せっかくの歓迎会なんだし、店長がご馳ち走そうしてくれるってんだから甘えとけって。どうせ奨しよう学がく金返すのでいっぱいで、普ふ段だんロクなもん食ってないんだろ？」


「って……」


　ラウル姿の店長の指し摘てきに、アイリはなぜか見る間に頰ほおを赤くして、


「な、なんであなたがそんなこと知ってるのよっっっ!?」


「なんでって……お前、最近いつも昼飯に半額の菓か子しパンばっか食ってんじゃねえか」


「それはっ、近所のスーパーが安売りしてるからっ……い、家ではちゃんと自じ炊すいしてるんだからっっっ！！！」




[image: ]


「自炊って、もしかしてこないだ食ってた具無しのカレーとか、スパゲッティに塩かけただけのやつのこと？」


「あっ、あれはたまたま給料日前でっ……」


「たまにはマトモなもん、食った方がいいと思うぜ？　……ねえ、店長？」


「へっ……？　あっ、そっ、そうですよ『オー……あ、アイリさんっっっ!!」


　あわてて頷くラウルの前で、店長がダメ押しみたいにつけ加えた。


「ま、都合悪いなら無理にとは言わないけど……でも、お前が来ないと寂さびしいな」


「っ……」


　──店長がラウルの口で呟いた、「寂しい」という言葉。


　その瞬間、なぜかびくりと反応したアイリがやがて、おずおずと口を開いた。


「……ま、まあ、歓迎会ってことなら……店長、すみません。ご馳走になります」


「よし、決まりっ！」


　アイリが遠えん慮りよがちに口にしたとたん、店長は満足げに頷うなずいて、


「店長、十五分後には店を出れるようにでしたっけ？　俺、残りの片付けしてきますねっ！」


「あ、オレ様も手伝うっ！」


「って、ち、ちょっと待ってっっっ!!」


　そのままきびすを返して出て行こうとする店長の姿に、ラウルはあわてて声をあげ……その瞬間立ち止まったラウル姿の店長が、つられて足を止めたフィノの背中を軽く叩たたいた。


「……っと、悪い、フィノ。なんか店長が用事あるみたいだから、先に行っててくれ」








「……て、店長っ！　どういうことですかっっっ!?」


「どういうこと、って……」


　ふたりきりになるなり店長に詰つめよって。唾つばを飛ばさんばかりの勢いで訊たずねるラウルの前で、セアラ店長はなんだかきょとんとしたように目を瞬しばたたかせる。


「ぶっつけ本番じゃ、ラウルくんも大変でしょう？　心の準備も必要だろうし、この機会にわたしの真ま似ね、練習しておいて貰おうと思って……ふふっ、フィノちゃんとアイリさんの歓迎会、ずっとしなきゃって思ってたし、まさかお仕事中にラウルくんと入いれ替かわるわけにもいかないから、ちょうど良かっ……」


「って、どうして俺がミスコン出るのが確定事じ項こうっぽくなってるんですかっっっ!?」


　まずい、まずいぞっ……！　いつの間にかなし崩くずしに状じよう況きように流されている自分に気づき、ラウルはすっかり焦ってしまう。


　いくら店長の依い頼らいでもそれはあり得ないっていうかっ……と、とにかくミスコンルートだけはなんとしてでも回かい避ひしないとっっっ！


「だいたい俺っ、まだ引き受けるなんてひとこともっ……」





「──そう言えば、そろそろ、夏のボーナスの査定の時期ですねえ」





　……その、瞬間。


「あら、どうしたんですか？」


　ぴたりと動きを止めたラウルの前で微笑ほほえむなり、店長は椅い子すにかけられていた上着を取りあげた。


「上着はこっちで、荷物はこっち……お仕事はもう片付いてますから、ラウルくんはそれだけ持ってお店を出てください」


　てきぱきと指示を出しつつ、凍こおりついたように固まったまま動かないラウルの手に上着を載のせ……セアラ店長はすれ違ちがいざま、少年の肩かたをぽんと叩いて、


「ふふっ……あんまりボロを出さないよう、気をつけてくださいね？」


　……そのまま部屋を出て行く自分の背中を、ラウルは店長の姿のまま、呆ぼう然ぜんと見送った。





　　　　＊　＊　＊




「お待たせしました。五名様、こちらのお席になります」


「オレ様、窓まど際ぎわがいいっ！」


　若いウェイトレスに案内された、六人掛がけのきれいなボックス席。歓かん声せいをあげたフィノが奥側のソファへとすべり込んだとたん、アイリが非難の声をあげる。


「ちょっ、フィノさんっ！　そこは上かみ座ざって言って、店長がっ……」


「《神座》っ!?　なにそれカッコいいっ!!」


「まあまあ、『オー……アイリさん、べつにお……わ、わたしは構いませんよっ？」


　はき慣れぬスカートのふわふわと心こころ許もとない開放感。身じろぎするたびにただよう、うっとりするような店長の髪かみの匂におい。


　──マジックショップ・レオン王都店からほど近いファミリーレストラン。


　少しでも気を抜ぬけば悲ひ愴そうな感じになってしまいそうな面おもてに無理やり微笑みを浮うかべ、セアラ店長としてアイリをなだめつつ、ラウルは心の中で嘆たん息そくした。





　……フィノと、アイリ。ふたりの新人教育が続いたこともあって、ラウルは今期の売上げ成績を大おお幅はばに落としていた。


　もちろん、それはやむを得ないことではあるのだけれど、本部から見えるのはあくまで数字だけであって……今回のラウルのボーナスは実質、直属の上司であるセアラ店長の査定にかかっていたりする。


　──ラウルの脳のう裏りに浮かぶのは、先日取り寄せた武器カタログに載っていた剣けん。


　フィノを魔ま王おうにしようと企たくらむ元魔王の腹心とかいう例の魔人は野放しのままだし、大手マジックアイテム量りよう販はん店てんアマダ・マジックはいつまた卑ひ劣れつな陰いん謀ぼうを企くわだててくるかわからない。フィノは魔王の血を引く魔人だけど、とてもいいやつで……そんなフィノの力になってやろうと決意したラウルの中で、ちゃんとした自分の剣を手に入れなければという思いはいっそう強まっていた。


　……とはいえ、薄はつ給きゆうのうえ貯金もロクにないラウルに先立つものなどあろうハズもなく、日々の節約にだって限度がある。


　ミスコンうんぬんはさておくとしても、ここはなんとか、セアラ店長に良いとこ見せてポイント稼かせがないとっ……！





「──ご注文が決まりましたら、そちらのマジカルボタンでお知らせください」


「どうも、ありがとうございます」


　ラウルの身体からだを借りたセアラ店長の会え釈しやくに微笑み返して。ピンク色したタイトな制服のウェイトレスが去ったあと、客もまばらな深夜の店内をきょろきょろと見み渡わたしていたフィノがふと、声をあげた。


「あっ、ねえ、あの男の店員さんだけ、なんかカッコいいバッジつけてるっ」


「あー……ありゃあたぶん、ここの責任者かなんかだろうな」


「なるほど、あれが、ここのボスか……」


　副店長の言葉を受け、なにかを考えこむみたいに目をすがめていたフィノが、やがてぽつりと口を開く。


「……まあ、持って一分、といったところだな」


「ってお前いま脳内でいったいなんのシミュレートしたっっっ！！？」


　極きわめて不ふ穏おんなフィノの発言に、つい脊せき髄ずい反射でツッコミを入れ、


「「「「……店長？」」」」


　……その瞬しゆん間かん、いっせいに集まったレオンのスタッフたちの視線に、店長姿のラウルはあわてて首を振ふった。


「じ、じゃなくてっ！　ふ、フィノちゃんっ！　一いつ緒しよにメニュー見ましょっ？」


「え……う、うんっ……」


　怪け訝げんそうな顔をしていたフィノは、けれども、ラウルがメニューを開いたとたん、きらきらと瞳を輝かせ、


「うわっ、すごいっ……いろんな食べ物の写真が載ってるっ……！」


「フィノ、今日はお前らの歓かん迎げい会かいだから、なんでも好きなもの頼たのんでいいってさ」


「え、ええっ……み、みなさんも、遠慮せずに頼んでくださいねー？」


「わーい、店長っ、ありがとっっっ！！！！！」


　そのとたん、銀色の髪を揺ゆらして顔を上げたフィノが、上目づかいにラウルを見上げながらうれしそうにお礼を言ってくる。


　──……っていうか、顔、近っ……。


　頰に体温を感じるくらいの距きよ離りで、ラウルが開くメニューを食い入るように見やるフィノ。その逆どなりからは、アイリもおずおずとメニューを覗のぞき込んできて……肩を寄せられるようにしてふたりの少女に挟はさまれたラウルは、思いきり緊きん張ちようしてしまう。


　すぐ目の前をちらつく、無防備すぎる少女たちのうなじ。……ていうか、店長もそうだけど、どうして女のコってこんなにいい匂いがっ……ついどぎまぎする少年のかたわらで、不意にフィノが声をあげた。


「店長っ！　オレ様、これがいいっ!!」


　なんだか興奮したようにラウルを見上げつつ、フィノが指さして来たのは……。


「…………お子さまランチ」


「ふははっ、ざっと見たところ、これが一番いろんなものが食べられるうえに値段も安めだ！　こういうの、コストパフォーマンスがいいって言うんだぞっ？」


　……あきれて呟つぶやくラウルの前で得意げに胸を張るフィノ。……と、


「へえ……なかなか難しいこと知ってるな。偉えらいぞ、フィノ」


「へへっ」


　ラウルの姿をした店長に褒ほめられたとたん、フィノはなんだか照れたみたいに笑って、


「……それにしても、この血はいったい、なんの血なんだ？」


「えっ？」


　……思わず聞き返したラウルの前で、銀ぎん髪ぱつの少女がメニューを指した。


「ほら、ここに載ってる料理、ほとんど血まみれじゃないか！　肉もご飯も麵めんもこんなに真っ赤に染まって……ふふっ、人間もなかなか趣しゆ味みがいいな！　ご飯や麵に血を絡からめるなんて発想、さすがの魔ま界かいにも無か……」





「血じゃねえよっっっ！！！！！」





　人類にとってすさまじく不ふ名めい誉よな勘かん違ちがいをしたあげく、勝手に感心して頷くフィノをスルー出来ず、ラウルはつい、声を荒あらげてしまう。


「そんな猟りよう奇き的なチキンライスやナポリタンがあってたまるかっっっ！！！」


「え、だって、ファミリーレストランのファミリーってマフィア的な意味じゃないの？」


「だからなんでお前はそういう微び妙みようなことばっか知ってんだよっっっ!?」


　思いっきりまくしたてたところで我に返り……あわてて口をつぐんだものの、もう遅おそい。


　……ふたたびラウルに集まる、テーブルを囲むスタッフたちの視線。


　ぴしっと凍りつくラウルの隣となりで、フィノが戸と惑まどったように呟いた。


「今日の店長、なんか、ラウルみたい……」


　……疑うようなフィノのまなざし。向かいの店長から送られて来た無言の圧力を感じ、ラウルはあたふたと口を開く。


「え、ええとっ……さ、最近、ラウルくんの真似をしてツッコミを入れるのがマイブームなのっ！　……ど、どうかしらっ!?」


　──しばしの、沈ちん黙もく。


　……やがて、なんだかすごいショックを受けたみたいな顔をしたフィノが、ぽつりと洩もらした。


「うまいけど……なんか、店長にはそういうこと、して欲しくない……」


「私も、みっともないのでやめた方がいいと思います……」


「っ、くそっ……いったいなにが店長をそこまで追いつめちまったんだっ……!?」


「……店長。俺が言うのもなんですけど、もし悩なやみがあるなら相談に乗りますよ……？」


「ふ、不評みたいだからやめますねーっっっ!?」


　な、なんだよっ！　お前らいままで俺のツッコミをそんな風に見てたのかよっっっ!?


　……フィノやアイリどころか、副店長にまで残念そうな視線を向けられて。なんだか心に消えない傷を負ってしまったラウルだったものの、その甲か斐いあってどうにか誤ご魔ま化かせたらしい。


　ふたたびメニューへと戻もどるスタッフたち……ラウルの向かいで思案顔をしていたセアラ店長が、なにげなく独りごちた。


「えっと……俺は、なんにしようかな……」


「あー、ラウル君。ここの店はな、ハンバーグがおいしいんだぞー？」


　と、呟きを聞きつけるなり、なんだか先せん輩ぱいぶった口調でアドバイスしてくる副店長。


「ワザと肉粒感を残して挽ひいたオリオン牛の赤身をレアに焼きあげてなー、そこに、甘みのある黒タマネギをたっぷり使った特製グレイビー・ソースを……」


「へえ、そうなんですか」


　副店長が得意げに傾かたむける蘊うん蓄ちくに、店長は感心したみたいな顔で頷うなずいて、


「じゃ、俺はカレーライスで」


「…………」


　……その瞬間。なんだかものすごく凹へこんだオーラをまとった副店長へ、店長がフォローするように笑ってみせた。


「って、冗じよう談だんですよ、冗談。副店長はハンバーグで良いんですね？　じゃ、俺もハンバーグにします。……っと、アイリ、お前はどうする？」


「えっ……？」


　とつぜん話を振られ、がばっとメニューから顔を上げたアイリがあわてて口を開く。


「わ、私はこの、胡桃くるみ鶏どりのバターオムライスで……」


「……って、せっかくの機会なのに、もっとガッツリ肉食わなくていいのか？」


「べ、べつに人がなに食べたって勝手でしょっっっ!?」


　からかうような店長の言葉に、煽あおられたアイリはかっとしたように声を荒げ、


「だいたいっ、牛肉なんて誕生日みたいな特別な日に食べるものだしっ！　そう日常的に軽々しく口にしていいものじゃっ……って」


　さも当然とばかりに言い放った瞬間、テーブル中から向けられる哀あわれみの視線……思わぬ反応に固まるアイリの前で、ラウルの顔をした店長がため息をついた。


「……お前って、ほんっと、苦労してんだな……」


「えっ、ちょっ、それ、どういう意味っ……」


「……いいから我が慢まんすんなよ。今日はお前らの歓迎会だし、なんでも好きなもの選んでいいんだぞ？　ほら、副店長イチオシのハンバーグだってあるし……」


「や、やめてよその同情するような目っ！　だいたい、夜だから軽めにしたいしっ……」


「でも、なんかハンバーグの方がカロリー、低いみたいだぞ？」


「えっ」


　その指し摘てきに、はっとメニューを見返し……ややあって、アイリが小さく咳せき払ばらいした。


「そ、そうね……ちょっと贅ぜい沢たくだけど副店長のオススメだし、たまにはハンバーグっていうのも、悪くないかもっ……」


「ＯＫ、じゃ、アイリもハンバーグな」


　なんだか分かりやすいアイリの反応を受け、ラウルの姿で面白そうに笑う店長。


　……な、なんつーか……さわやかな笑みを浮うかべてさくさくとメニューをとりまとめていく自分の姿を眺ながめつつ、ラウルはつい、胸中で独りごちてしまう。


　これまでずっと、自分の顔っていまいちだと思ってたけど、こうして見るとそれほど悪くもないっていうか……俺ってじつは、いま流行の雰ふん囲い気きイケメンとかいうヤツだったりしてっ……。


「──で、店長はどうします？」


「っっっ！！！！？」


　と、なんだか都合のいい妄もう想そうに浸ひたっていたところでいきなり話しかけられ、思いきりびくっとしてしまうラウル。


「えっ、あっ、じ、じゃあっ、お……わ、私もハンバーグでっ！」


　動どう揺ようのあまり声をうわずらせ、にこやかに訊たずねてくる自分の顔をした店長におどおどしながら答えつつ、ラウルは思わず目をすがめてしまう。


　……ああ、そっか。さっきから俺がなんかちょっと良さげな感じに見えるのは、あくまでセアラ店長が中に入ってるからで……いや、分かってたけど。……くそう。


「ねえラウルっ、この店員さんを呼ぶボタン、押してもいいっ？」


　……なんとなく深々と嘆たん息そくするラウルの隣で、フィノがはしゃいだように声をあげた。








「──ハンバーグセットよっつと、お子さまランチをひとつ……あと、ドリンクバーをお願いします」


　ラウルの身体からだを借りたセアラ店長が、よどみない口調でてきぱきと注文し……軽い会え釈しやくとともにウェイトレスが立ち去るなり、通路側の席に座っていた副店長が腰こしを上げる。


「それじゃ、飲み物でも取りに行くか……」


「あ、副店長、ありがとうございます」


　と、立ち上がった副店長にすかさず声をかける店長。


「俺はホットのコーヒーで……店長とアイリは？」


「えっ、あっ、ええとっ……じゃあ、わたしはアイスコーヒーでっ……」


「あ、私は野菜ジュースをお願いします」


「え、ちょ、まっ……」


　うむを言わさずたたみかけられるオーダー。うろたえる副店長を尻しり目めに、店長は向かいに座るフィノへと視線を向け、


「フィノ、お前は飲み物、どうする？」


「え、えーと……い、いちばん美お味いしいのっっっ！！！」


　言いながら副店長を見上げてくる、期待に満ちたフィノのまなざし。


　その無む邪じや気きな瞳ひとみに抗あらがうことなど、とうてい出来るハズもなく……。


「……よ、よーしっ、おれに任せとけっ」


　……結局、ひとりで全員分の飲み物を取りに行くことになって。ドリンクバーへと向かう副店長のどこか煤すすけた背中を見送りつつ、ふと、店長が、思い出したように口を開いた。


「あっ、そうだ、店長……さっき言ってたミスコンの話ですけど、フィノとアイリにも頼たのんでみたらどうですか？」


「えっ？」


「ほら、しあさっての……」


　思わず聞き返すラウルに、片目をつぶってみせる店長。


　……もしかして、こいつらにミスコンの話、しろってことか？


「あ、ああっ、そ、そうですねっ！」


　少し遅おくれてその意図を察し、ラウルはあわてたように口を開いた。


「わたし、お客さんのためにどうしても賞品のマジヴィが必要で、今度のお休みにシンルリアン海岸のミスコンに出るんですけど、その……もし良かったら、ふたりも一いつ緒しよに出てくれないかしらっ？」


「「ミスコンっっっ!?」」


　そのとたん、フィノとアイリが同時に声をあげ、


「ミスコンって……なに？」


　……なんだか怪け訝げんそうに訊ね返してきたフィノに、向かいの席の店長がひとさし指を立ててみせる。


「フィノ、ミスコンってのはな、参加者の中で誰だれが一番カッコいいかを競うイベントなんだ」


「わあっ、出るっ！　ミスコン出るっっっ！！！」


　──……ま、フィノはいいとして。


　二つ返事であっさり引き受けたフィノを尻目に、ラウルは逆どなりの少女へと顔を向ける。……問題は、こいつの方だ。


「あ、アイリさんはどうかしら……？」


　……案の定。おずおずと訊ねたラウルに、アイリは小さく首を振ふって、


「わ、私はっ、ミスコンみたいな浮うわついたのはっ……」


「なんだ、残念だな……お前なら余よ裕ゆうで優勝、狙ねらえると思ったのに」


　と、店長がすかさず横から挟はさんできた言葉に、アイリがぱっと顔を上げた。


「なっ……いっ、厭いや味みのつもりっ、ラウル・チェイサーっ!?」


「え……厭味じゃねえよ。お前、すげえかわいいじゃないか」


　──……って、ちょっ、俺の口でなに言ってんですか店長っっっ!?


　思わず絶句するラウルの前で、アイリは藍あい色いろの目を丸くして、


「っ、かっ、かわいいってっ……そ、そんなことっ……」


「あれ、もしかして自覚ないのか？　……そう思ってるの、俺だけじゃないハズだけど」


「っ……!?」


　……さらりと店長が言い放った瞬しゆん間かん、整った顔をこれ以上無いほど赤らめ、うつむいてしまう。


「……ぁっ……わっ……わたっ……私っ……」


　恥はずかしそうに伏ふせられた睫まつ毛げと、ためらいがちに開かれたくちびる。


　取り乱したように口ごもるアイリの、普ふ段だんの少女からはとても想像出来ないようなしおらしい表情に、すぐ隣となりに座るラウルは思わずどきりとして……。


　……と、向かいの店長が送って来たアイコンタクトに、はっと我に返ったラウルはあわてて声をあげた。


「そ、そうですよっ！　アイリさんが出てくれれば、とっても心強いわっ!?」


「……て、店長が、おっしゃるならっ……」


　頰ほおを染め、控ひかえめに頷くアイリの様子に、なぜだか自分の頰までもが熱を帯びるのを感じつつ、ラウルは胸中で呟つぶやいてしまう。


　な、なんか……素直なこいつってほんと、かわいいかもっ……。


「──あ、ありがとう、アイリさ……」


　つい、照れを隠かくすように。ラウルが口を開いた、その時だった。





「あっ！」


　ラウルの言葉を遮さえぎるようにして、とつぜん、フィノの大きな声。


「窓の外っ、なんかいるっ……！」





　その言葉に、はっと顔を上げる店長とラウル、アイリの三人。


　彼らが同時に向けた視線の先──フィノが指す、窓の向こうに。


　ぼんやりした光をまとった、人の頭ほどの大きさをした透とう明めいな球が浮いていた。





　──暗く塗ぬりつぶされた窓まど枠わくの中、海月くらげのように宙をただよう無色のかたまり。


　朧おぼろに透すきとおる皮ひ膜まくの内では、淡あわい碧みどり色を帯びた同じように透明な球体がいくつも、互たがいにたゆんとぶつかりあっては、ゆっくりと、跳はね回っていて……。


「……驚おどろかせないでよ」


　……ややあって。緊きん張ちようしたように身構えていたアイリが、ふっと肩かたの力を抜ぬいた。


「ただのエア・ボルボックスじゃない。植物よ、植物。……たぶん、お店の光に惹ひかれて寄ってきたのね」


「し、植物なのっっっ!?」


　音もなく窓ガラスに当たっては弾はずむそれを見つめながら、目を丸くするフィノ。


「で、でもっ、どうして翼つばさも羽根もないのに浮いてるんだっ？」


「どうして、って……そういう《生体構文バイオプログラム》を持った生き物なのよ」


「ば、ばいお……それって、マジックアイテムとかの《魔法構文マジツクプログラム》とは違ちがうの？」


「えっ」


　あきれたように答えたアイリは、しかし、重ねてフィノが口にした問いに言葉を詰つまらせてしまう。


「え、ええと、なんて言ったらいいのかしら……《生体構文バイオプログラム》は先天的なもので、《魔法構文マジツクプログラム》は人工的なもので……」


「おっ、どーやら、元ＭＥマジツクエンジニアのおれの出番だなー？」


　……と。


「あ、副店長っ！」


「副店長、お帰りなさい」


　いつの間にかドリンクバーコーナーから戻もどってきたバイザー副店長が、人数分のカップやグラスが載のったトレイをテーブルに置きながら、面白そうに口を挟んでくる。


「待たせたなー。さ、まずは自分の飲み物、取ってくれ……あー、ちなみにフィノ君のやつは、これなー？」


「ありがとっ！　わあっ、これ、いい匂においがするっ……！」


　うれしそうにお礼を言いつつ、目の前に差し出された白いマグカップを両手で持ちあげ……口をつけた瞬間に細められる、フィノの大きな目。


「……ふわあ、これすっごく美味しいっ……さすがは副店長だっ……」


「ふっふっふっ、お気に召めしたようだな……？」


　幸せそうにため息を洩もらすフィノの反応に、すっかり得意げな顔をする副店長。……しかし、フィノのマグカップの中身を察したとたん、ラウルの顔をした店長が目をすがめて、


「……副店長。飯の前にココア飲ませるのは、どうかと思うんですけど……」


「えっ……」


　その指し摘てきに一いつ瞬しゆんたじろぎ、副店長があたふたと言い訳する。


「い、いや、でもっ、フィノ君が美味しいのが飲みたい、って言うから……」


「……そもそも、副店長も食事中にメロンソーダとか、ちょっと……」


「そっ、それより《生体構文バイオプログラム》の話だったなーっ……！」


　あきれたような部下の視線からそそくさと目を逸そらし、副店長はフィノへと向き直った。


「いいかい、フィノ君？　この世界はな、おれたちがふつーに認識できる《実在領域》って言われる縦、横、高さの他に、もうひとつ、見えない方向があるんだ」


「見えない方向っ？」


　マグカップを両手のひらで包んだまま、蒼あおい目を丸くして聞き返すフィノに、副店長が頷うなずいてみせる。


「そ。その方向に広がってるのが《魔法領域》で……この世界にあるものは全部、《実在領域》に属する部分と《魔法領域》に属する部分をひっくるめて、はじめて、ひとつの存在なんだぞー？」


　説明しつつ指をひねり、「《展開オープン》」、と呟いて。緑色のジュースで満たされた目の前のグラスの《魔法領域》を可視化した副店長が、実在のグラスと二重写しになった淡い光のグラスを指し示した。


「……と、まあ、このとおり。ガラスとか、金属とか、石とか、水とか……無生物の《魔法領域》は基本的にまっさらなんだが、生物の《魔法領域》には初めっから、その生物の生命活動に必要な構文──《生体構文バイオプログラム》が書き込まれてるんだ」


「えっ、それって、オレ様の《まほーりょういき》にも書き込まれてるのっ？」


「ああ、もちろん」


　驚いたように聞き返すフィノの前で、自分のこめかみあたりを指先でトンと突ついてみせる副店長。


「ものを考えたり、こーやって会話したり……おれたちの意識活動も、《実在領域》にある脳だけじゃなく、《魔法領域》にある《生体構文バイオプログラム》を介かいして行われてんだぞー。……ま、その辺の構文はちっとばかり複雑すぎて、絶対に分ぶん析せきできねえって言われてんだけどなー」


「へえ、さすが副店長、詳くわしいですねえ」


「…………」


　副店長の隣で感心したように頷く、ラウルのふりをしたセアラ店長のしらじらしい反応に、ラウルはつい遠い目をしてしまう。……その分析不可能なはずの構文を使ったマジックアイテムのせいで俺、リアルタイムでこんな事態に陥おちいってるんですけどね……。


「まあ、そーいう《生体構文バイオプログラム》の使えそうな部分……魔ま力りよくを光に変えたり運動エネルギーに変えたりするような《構文塊モジユール》を拾って、無生物の《魔法領域》に書き込んだやつがマジックアイテムで、そうやって書き込まれた人工の構文が《魔法構文マジツクプログラム》ってやつで……」


　……と。


　熱弁をふるう副店長の言葉を聞くラウルの肩に、ふと、なにかが押し当てられる感かん触しよく。


　思わず、視線を落とし……そのまま、少年は思いきり固まってしまった。


「っっっ！！！！？」


「ふふふふふーっ…………」


　細い腕うでを伸のばし、横からぎゅうっとラウルに抱だきついて。なぜかうっとりしたように頰を上気させたフィノが、ナッツ入りのキャラメルみたいな匂いのするその身体からだを、甘えるようにすり寄せ……って!?


「っ、な、なんっ、い、いきなりっ……っっっ！！！！？」


　そのまま、すっかり動どう揺ようするラウルの……もとい、セアラ店長の胸にむぎゅっと顔をうずめてくる魔人の少女。


　予想外の事態に声なき悲鳴をあげる少年の目前で、フィノはうれしそうに喉のどを鳴らした。


「んー……店長のおっぱい、やわらかくて、きもちいいっ……」


「ちょっ……お、おまっ…………」


　めちゃめちゃ熱くなる顔と、ばくばくする心臓。


　じゃれつく少女のあたたかい重みに動揺し、ラウルは動くことも出来ず……。


「ふふふーっ、なんか、楽しくって、ふわふわするうっ……」


「ね、ねえ、なんだかその子、酔よっぱらってない……？」


　おずおずとしたアイリの指摘に、店長がはっと顔を上げ、


「副店長っ……まさかっ、フィノの飲み物にっ……」


「へっ……って、おいっ、濡ぬれ衣ぎぬだっ、濡れ衣っ！　だ、だいたいドリンクバーに酒なんざ、置いてあるわけねーだろっ!?」


「でもっ、他に原因らしいものっ……」


　疑うような店長の視線を、しどろもどろで否定する副店長……と、なにかを考えこんでいたアイリが、不意に口を開いた。


「……もしかしたら、テオブロミンが原因かも」


「て、テオブロミンっ？」


　思わずラウルがオウム返しすると、アイリはこくりと頷いて、


「はい。チョコレートやココアの成分で……人間は大だい丈じよう夫ぶなんですけど、たとえばイヌみたいにテオブロミンを分解しにくい生き物は、中毒を起こしちゃうことがあるって……」


「ま、魔人ってチョコで酔うのっ!?」


「……まあ、興奮作用が主なので、酩めい酊ていとはちょっと違うんですけど……」


　アイリの言葉に、改めて目を落とし……うずめた胸に頰ほおずりしながらくすくすと楽しげに笑う魔人の少女を見やりつつ、ラウルは思わず嘆たん息そくしてしまう。


　……なんつーか、こないだこいつがうちに来たとき、うっかりココアとか飲ませなくてほんと良かったっていうか……と。


「──お待たせいたしました」


「わああああああっっっ!!」


　ウェイトレスが運んできたお子さまランチを目にしたとたん、歓かん声せいをあげたフィノがラウルの身体から跳ね起おきて、


「すごいっ！　いろんなのがいっぱい載のってるしっ、ご飯の上に旗までっ……ねえっ、これっ、ほんとに全部ひとりで食べていいのっっっ!?」


「え、ええっ……」


　ようやく抱ほう擁ようから解放され、ちょっぴり名残なごり惜おしさを感じつつ頷くラウルの前で、フィノはうれしそうにフォークを握にぎりしめた。


「ふふふっー、いただきまーすっ！」


「フィノ、ストップ」


「っ……？」


　……と、不意に向かいの席からかけられた制止に、フィノはぴたりと手を止め……そんな少女に向かって、ラウルの姿をした店長が諭さとすように声をかける。


「いいか？　いまお前がいちばん最初に食べようとした右上のそれは『プリン』って言って、お子さまランチのラスボスなんだ。先に雑ザ魚コ敵を片付けてから攻こう略りやくしないと、返り討ちにあっちまうんだぞ？」


「ら、ラスボスっ……!?」


　店長の言葉にびくりとしたフィノは、怯おびえたようにプリンを見やって、


「……わ、わかった、ラウルっ！　こいつはいちばん最後にやっつけるっっっ！」


「よし、フィノは飲み込みが早いな」


「っ……ら、ラウルに褒ほめられたーっっっ！」


　そのとたんうれしそうな笑みを浮うかべたフィノに、ラウルはつい、舌を巻いてしまう。


　……なんか、店長って、俺よりずっとフィノの扱あつかい上手いよな。さすが年の功っていうか……まあ、実じつ年ねん齢れいは知らないけど。


「ふわあああ……これもすっごく美お味いしいっ…………」


　──……にしてもこいつ、ほんと、美味そうに物食うよな……。


　言われたとおりプリンの攻略を後に回し、まずはナポリタンを頰ほお張ばりつつ感かん嘆たんするフィノを、ラウルはなんとなく微笑ほほえましげに見やって……。


「ほんとだ……これ、赤いけど、血じゃない味がするっ……」


「……血じゃなくて、トマトのソースなのよ……？」


　……なんとなくため息をついたところで、ふたたび、ウェイトレスの声が響ひびいた。


「──お待たせいたしました、こちら、特製ハンバーグです」


　ていねいな言葉とともに目の前に置かれた、重みのある鉄の皿。


　熱い湯気の立つ皿の上では、こんがり焦こげ目のついた肉の塊かたまりが、じゅわじゅわと音を立てていて……。
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「あ、ありがとうございま……」


　反射的に礼を言い、しかし、ハンバーグに添そえられた付け合わせを目にしたとたん、ラウルの表情がにわかに凍こおりつく。


　──げっ、これは……。


　……端はしの方に盛りつけられた、少し灰色がかった光こう沢たくのある芋──国中で広く食べられているこの芋は、ラウルの故郷の田舎いなか村の特産物。


　農業を営いとなんでいたラウルの実家でも当然、栽さい培ばいしていたのだけれど、ラウルはそのぬめっとした独特の食感が、子どもの頃ころからどうしても苦手で……。


「おっ、コロニア芋かー」


　……と、向かいの席の副店長が、なんだか意味ありげにラウルを見やってくる。


「そういや、店長って昔っから、この芋には目が無かったよなー。子どもの頃なんか、おれやエルトの皿にまで手え、伸ばしてきてさ……」


「えっ……あ、ああっ、な、懐なつかしいですねっ！」


　一いつ瞬しゆん戸と惑まどったあと、ラウルは思い出す。そういや、セアラ店長とバイザー副店長って幼なじみだったんだっけ。なんか、すっかり忘れてた……って！





「ちょっ、なっ、なにしてるんですかっっっ！！！！？」





「えっ？」


　つい大声を出してしまうラウルの前で、ラウルの皿にせっせと芋を移していた副店長がきょとんとしたように顔を上げ、


「なにって……おれの分も食うだろー？」


「えっ……い、いやっ、でもっ、悪いですしっ……！」


「あー、遠えん慮りよすんなって。大好物だろ？　どんなに腹いっぱいでも、これだけはいくらでも食えるって、昔っからの口くち癖ぐせじゃねえか」


　言いながらフォークを動かし、うむを言わさず芋を押しつけてくる副店長。


　──くっ……よ、余計な真ま似ねをっ……！


　と、思わず歯ぎしりするラウルの隣となりで、様子を見ていたアイリが遠慮がちに口を開いた。


「店長……そんなにお好きなんでしたら、私のも、どうぞ」


「あ、店長っ！　オレ様のもあげるっ！」


「み、みなさんっ、そ、そんなに気を遣つかわなくてもっ……って！」


　……しかし、必死の抵てい抗こうむなしく、あっという間にラウルの皿にそびえたつ、メインのハンバーグよりも立派な芋の山。


　すっかり焦ったラウルは、救いを求めるように店長を見やり……そんなラウルの視線に気づいた店長が、ラウルの顔でにっこりと笑った。





「──良かったら、俺のも食べてください」





　ひょいと腕が伸ばされ、皿の上に追加される芋。……さらに標高を増した山を見下ろしつつ、引きつった笑みを浮かべたラウルが、おずおずと独りごちた。


「こ、こんなにたくさん、食べ切れるかしらっ……？」


「ふふっ、店長、部下の前で料理残したりするなんてのはナシですよ？」


　……向かいでさわやかな笑みを浮かべる店長に、さりげなく釘くぎを刺されて。


　諦あきらめたようにフォークを取ったラウルは、灰色をした悪夢のような塊をひとつ、震ふるえる手で口へと運び……


　………………………………………………………………………………。


「あれっ……店長、泣くほど美味しいの？」


「ふ、ふふ、ふふふふふ……」


　無む邪じや気きなフィノの問いに、目にうっすらと涙なみだを浮かべたラウルはうつろな笑いを響かせ、


「ええ……とっても……美味しいわ……」


　……喉のどの奥からこみ上げてくるいろいろなアレを堪こらえつつ、少年はこの世のすべてを恨うらむような気持ちで黙もく々もくと、苦手な芋を咀そ嚼しやくした。


　……と。


「ねえねえ、このてっぺんの旗、どうすればいいの？」


　いつの間にかナポリタンを片付け、山型に盛られたチキンライスを次なる目標に定めたらしいフィノの声に、向かいの席の店長がふと手を止める。


「フィノ、その旗を倒たおさずにご飯を食べ終えると、なんでも願いごとが叶かなうんだぞ？」


「えっ、なんでもっっっ!?」


「ああ」


　なんだか面白そうな表情を浮かべながら、ラウルの顔で頷うなずいてみせる店長。


　それを聞いたとたん、ごくりと唾つばを飲んだフィノが、目の前の旗をじっと見やり、


「……よしっ」


　……やがて、なにかを決心したみたいに頷いて。


　神しん妙みような面おも持もちをした少女が、そろそろと慎しん重ちようにフォークを伸のばした、その時だった。





　──とつぜん店内に響き渡わたる鈍にぶい音と、鋭するどく長い女性の悲鳴。


　ひきつれたようなその叫さけびはしかし、不意にぷつりと切れ。代わりに、なにか重いものがもうひとつ、床ゆかに崩くずれ落ちるような音が続いて……。


　反射的に顔を上げたラウルの視界に映ったのは空っぽのレジと、その前に折り重なるように倒れた店長らしき男性店員と、ウェイトレスのふたりと……酷こく薄はくな目で彼らを見下ろす、白く大きなマスクで顔半分を隠かくした、不ふ審しんな男の姿だった。





「って、あれっ、ショックガンっ……!?」


　黒い円えん筒とうの先せん端たんにつけられた、剝むき出だしのスイッチ……男の手に握られたアイテムを目にしたとたん、ラウルの背筋に冷たいものが走る。


　──対象にスイッチを押し当てることで数千Ａアンペイルもの魔ま力りよくを強制出力させ、瞬しゆん時じに相手の意識《ブレーカー》を落とすショックガン。ここ最近、新聞やマジヴィのニュースですっかりおなじみの……単純所持すら禁止されてる違い法ほうアイテムだ！


　──そういえばさっき、店長室のマジオでっ……。


　つい身を強こわ張ばらせてしまうラウルの視線の先、レジカウンタ越ごしに身を乗り出したマスク男は、開いたままのレジスターに手を突つっ込こみ、１万ゴールド紙し幣へいを摑つかみ上げ……。


「旗がっ……」


　……ふと、かたわらから聞こえてくる小さな声。


　思わずラウルが目を向けると……どうやら、とつぜんの悲鳴にびくりとした拍ひよう子しに手元が狂くるい、フォークをぶつけてしまったらしい。はね飛ばされてテーブルの上に落ちたチキンライスの旗を眺ながめつつ、フィノが呆ぼう然ぜんとしたように呟つぶやいて……と。


　不意に、さくらんぼみたいなくちびるをきっと引き結んで。次の瞬しゆん間かん、フィノは勢いよくソファから身を起こす。


「……あいつっ、許さないっっっ！」


「って、おいっ、フィノっ！！！！？」


　止める間もなくテーブルに飛び乗り、レジのマスク男へと突とつ進しんするフィノ。


　つい、店長の身体からだを借りていることも忘れ──フィノの後を追うように、ボックス席の一番奥に座っていたラウルも、テーブルを踏ふみつけて飛び出した。





「──っっっ！！！！？」


「よくもっ、よくもよくもよくもっっっ！！！！！」


　──男の手から離はなれて舞まい落ちる、数枚の高額紙幣。


　弾だん丸がんのようにぶつかってきたフィノの体当たりに、レジスターの金にすっかり気を取られていたマスク男は一瞬、怯ひるんだものの……すぐさま手にしたショックガンを構え直し、必死に組み付いてくるフィノの首筋に押し当てようとする。


「フィノっ、離れろっっっ！！！！！」


　……間かん一いつ髪ぱつ。ショックガンの先端のスイッチが触ふれる寸前に男の手を払はらいのけ、フィノの身体を押しのけて叫ぶラウル。


　さらなる闖ちん入にゆう者に、マスクの上から覗のぞく男の目が苦々しげにすがめられた。


「くそっ……!!」


　舌打ちとともに、ラウルに摑みかかってくるマスク男。


　……しかし、幸いにして男は、違法アイテム頼だよりのズブの素人しろうとらしかった。勇者になるために厳きびしい修行を積んできたラウルにしてみれば、その動きは隙すきだらけ。無造作に突き出されるショックガンにさえ注意すれば、楽勝でっ……って!?


　余よ裕ゆうたっぷりに男の手首を捕とらえ、力任せにねじ伏ふせようとしたとたん、違い和わ感かんに気づいたラウルは息を呑む。……そう言えば俺っ、いま、セアラ店長の身体でっ……！


　……いくら力を込めてもびくともしない、男の腕うで。


　しまったと思ったときには既すでに遅おそく、逆に腕を摑み返されたラウルの眉み間けんへと、ショックガンの黒いスイッチが迫せまり──……くそっ！


　思わずラウルが目をすがめた、その時だった。





「っっっ！！！！？」


　ラウルの目と鼻の先で、不意に男の手から転がり落ちるショックガン。


　悲鳴をあげて飛び退のいた男の腕に突き立てられているのは、魔力の残ざん滓しを帯びてうっすら光る、ハンバーグセットについていた金属製のフォーク……。


「《魔力弾バイル・シヨツト》っ!?」


《魔力弾バイル・シヨツト》──《時限回路タイム・サーキツト》を組み込んだ金属片を飛び道具にするその技は、かつてラウルと同じく勇者を目指していた後こう輩はいバイト、アイリの必殺技で……さすがは『オールＡ』だっ！


「くっ……」


　腕に刺ささったフォークを引ひき抜ぬくなり、あわてたようにショックガンを拾い直そうとする男。……しかし、ラウルの方が少しだけ早い。


　次の、瞬間。


　先にショックガンを握にぎりしめたラウルが、目の前に伸ばされた男の剝き出しの手の甲こうへと、その先端のスイッチを思いきり押しつけた。





　──糸が切れたように崩れ落ちる、マスクの男の身体。


　……思わず、自分もその場にへたりこんで。駆かけ寄よって来たアイリを見上げるなり、ラウルはほっとしたように口を開く。


「サンキュ、お陰かげで助かっ……」


「……ラウル・チェイサー？」


　こちらを見下ろしながら呟くアイリは、なんだか、ひどく戸と惑まどったような顔をしていて……その瞬間、ラウルの背筋が凍こおりついた。


　──しまったっ、いまの捕とり物で、バレたっ……!?


　フィノに釣つられた自分がつい取ってしまった、セアラ店長らしからぬ行動。怪け訝げんそうなアイリのまなざしに、ラウルは言い訳する言葉も失って……と、そんな空気を破るかのように、ラウルの姿をした店長が明るい声をあげた。


「お疲つかれさまです、店長っ……さすがに強いですね！」


「……えっ？」


「あー、そういや、アイリ君はまだ、知らなかったか」


　思わず目を丸くするアイリの前で、遅おくれてやってきた副店長が頭をかきつつ説明する。


「うちのセアラ店長な、こう見えて、ヘタな勇者より強いんだぞー？」


「で、でもっ、いまの身のこなし、なんだか、ラウル・チェイサーそっくりでっ……」


「ははっ、店長と比ひ較かくされるなんて、光栄だな」


　なおも言い募つのるアイリの前で笑ってみせる、ラウルの顔をした店長……当のラウル・チェイサー本人の言葉を受け、アイリはやがて、小さく首を振ふった。


「そう……よね……すみません、店長」


「い、いえっ……」


　──……よ、良かった。


　納得したようなアイリの様子に胸をなで下ろしつつ、ゆっくり立ち上がるラウル……と、セアラ店長が不意に、目の前にたたずむフィノへと話しかけた。


「……にしても、フィノ。悪い人にいきなり飛びかかったりしたら危険だろ？　こういうときは、店長とか俺の指示、ちゃんと聞いて……」


「でもっ、こいつのせいで旗が倒れちゃったんだっっっ！！！！！」


　足あし下もとに倒れるマスク男を見下ろしつつ、悔くやしそうに、フィノ。


「せっかく、お願いしてたのにっ……」


「……いったい、なにをお願いしてたの？」


　そんなフィノの様子が、ふと気になって。思わず訊たずねたラウルの問いに、銀ぎん髪ぱつの少女はうなだれたまま小さく頭を振ると、





「……お店のみんなと、ずっと一いつ緒しよにいられますように、って……」





　……声に出したとたん、堪こらえていた感情があふれ出してしまったみたいに。うつむくフィノの華きや奢しやな肩かたがにわかに震ふるえ出す。


「……だから、ぜったい成功させてやるって思ったのにっ……なのにっ、こいつが邪じや魔ましたせいでっ……」


「フィノ……」


「………やっぱり、ダメなのかな……失敗しちゃったから、やっぱり、離ればなれになっちゃうのかな……」





「……また、みんなで来ましょうね」





　いまにも泣き出しそうなフィノの様子に、ラウルの口からつい、飛び出した言葉。


　その瞬間、はっと顔を上げたフィノが、潤うるんだ瞳ひとみでラウルを見上げ……。


　……そんな少女の肩に手を置き、店長の姿をしたラウルはそっと、微笑ほほえみかけてやる。


「そしたら、また、挑戦すれば……大だい丈じよう夫ぶ。今度はきっと、上手くいきますよ？」


「…………うんっっっ！！！！！」





　──ラウルの言葉に、すっかり勇気づけられたみたいに。


　やがて大きく頷うなずいたフィノが、なんだかとてもうれしそうな笑みを浮うかべた。




　第二章「……結局、ミスコンに出ることになりました」







『やっぱり、ラウルくんになら、安心して任せられますね……？』


　落ち込んでいたフィノをセアラ店長としてなだめた後、すれ違ちがいざまにさりげなく耳打ちされたその言葉。


　……つい三日前の出来事を思い出しつつ、現状を再確認したラウルは思わず目をすがめてしまう。


　──ボーナスの件はともかく……なんかあれ、失敗してた方が良かったような……。





　……胸中で呟つぶやくラウルを容よう赦しやなく取り囲む、少女たちのなまめかしい肌はだと体温。


　ざわめくミスコン控え室の片かた隅すみ……フィノが確保してくれた棚たなに荷物を置いたラウルは重い息を吐はくなり、薄うす手でのブラウスに包まれた胸むなもとへ、おずおずと手を伸のばした。


　──……い、いいか。落ち着け、俺っ！


　緊きん張ちように震ふるえる手でボタンを外しつつ、ラウルは自分に言い聞かせる。


　無事、ミスコンで優勝して、一等のマジヴィを手に入れること……そう、これは仕事なんだ。お客さんのための商品手配はマジックショップスタッフの本分だし、しかも、これは本来なら店長がやるべき案件で……ははっ、入社一年目にして早くも店長代行を任されるだなんて、俺もなかなか優ゆう秀しゆうじゃないかっ！


　……いろいろな部分に全力で目をつぶって。なんとか自分を納得させたラウルはその勢いでブラウスの前をはだけ……そのとたん、ぴたりと動きを止めてしまう。


　……なにげなく落とした視線の先。ブラウスの下から現れた、さっきからずっと意識しないよう努つとめていた店長の胸部──首の後ろで縛しばるタイプの三角形をした桃もも色いろビキニに包まれたふくらみは、こうして間近に見るとまさに、圧あつ倒とう的てきな存在感を誇ほこっていて……。


『ふふっ、ラウルくん。わたしの身体からだで変なコトしちゃ、ダメですよー？』


「……っっっ！！！！！」


　……不意に、今朝がた店レオンで待ち合わせて意識を交こう換かんした際の店長の言葉を思い出し、ふらふらと伸ばしかけていた手を引っ込めたラウルはあわてて首を振る。


　あ、危ねっ……駄だ目めだろっ！　いくら自分が中に入ってるからって、セアラ店長の胸をさわるのとかそういうの駄目だろっ、俺っっっ！！！！？


　……で、でも。見まいとしても視界に入ってくるやわらかそうな上乳に、ラウルはつい、ごくりと唾つばを飲んでしまう。


　こんなチャンス、もう二度と……い、いくらなんでもバレるハズはないし、その、ちょっとくらいなら……って、いやっ、やっぱ駄目っ……。


「っ…………？」


　と、そんなラウルの思考を遮さえぎるように、不意にラウルの視野の外……ちょうどフィノがいるはずの方角から聞こえてくる、空気をはらんだ薄うす布ぬのが床ゆかに落ちるような軽い音。


　ほぼ同時に、アイリがいる方角からは、ホットパンツのファスナーを下ろすような音が聞こえ、ややあって、みずみずしい肌と布がこすれる気配がし……。


　──……っ、こ、こいつらっ、いま、俺のすぐ隣となりで服脱ぬいでっ……。


　視界の端から伝わってくる、かすかな音と気配。


　無防備に外気にさらされた、よく見知った少女たちのナマの肌……いやがうえにもかき立てられる妄もう想そうは、ラウルがほんの少し顔と視線を動かせば、容易に見られるはずの光景で……って、なに意識しまくってんだよ俺っっっ！！？


　脱いだばかりのスカートを丸めるように乱暴に畳たたみつつ、ラウルは思わず頭を振った。


　だ、駄目だっ！　これ以上はなにも聞くなっ！　耳そばだてんなっ！　全神経を集中させんな俺っっっ！！！


「…………ねえ、ラウルも……」


「っっっっっっ！！！！！！？」


　とつぜん、フィノに名を呼ばれて。ふたりの着き替がえにすっかり気を取られていたラウルは、不意打ちのあまり心臓が止まりそうになってしまう。


　──……えっ……ま、まさかっ、バレてっ……！


　身体中からいっぺんに血の気が引き、手足から体温が奪うばわれるような感覚。


　すっかり凍りついたラウルは、すぐそこまで迫せまりくる自らの社会生命終しゆう了りようのお知らせを覚かく悟ごして……。





「……ラウルも、一緒に来ればよかったのにね」





　……なんだか、ものすごく残念そうに。


　ぽつりと洩もらされたフィノの言葉に、緊張していたラウルの肩から、一気に力が抜ぬけた。


　な、なんだよ……思わず、ラウルはほっと胸をなで下ろしてしまう。……ったく、紛まぎらわしい言い方しやがって……。


「ら、ラウルくんはなんだか、どうしても外せない大事な用事があるとか、そんなようなこと言ってましたよーっ？」


　……ま、べつにウソじゃないよな。自分で自分をフォローしつつ、ラウルは胸中で独りごちる。現に、こうして現在進行形で、店長指令の大事な用事の真っ最中なんだし……。


「どうしても外せない大事な用事、ねえ……」


　けれども、ラウルの言葉を反はん芻すうしつつ、アイリはなんだかあきれたように嘆たん息そくし、


「……つまらない見栄張っちゃって、ラウル・チェイサーに用事なんてあるワケないわよ。彼女どころか友達だってロクにいなさそうだし、たいした趣しゆ味みもなさそうだし、休日なんかヒマ持て余して一日中マジヴィ見ながらなんとなく、ごろごろしてそうで……」


「えっ、アイリ、どうして分かるのっっっ！！？」


　……そんなアイリの口ぶりに、フィノがびっくりしたような声をあげる。


「ラウルって、休みの日はぜんぜん外に出ないんだぞっ？　ずっと部屋からマジヴィの音するし、昼過ぎに声かけても寝ねてたりするし、夕方まで寝ね間ま着きだったり寝ね癖ぐせそのままだったりするし、ほっぺたにヨダレの跡あととかついてたりしてっ……」


「ほ、ほほっ……」


　……わ、悪かったなっっっ！！！


　後こう輩はいバイトたちが当の本人の目の前で繰くり広げる歯に衣きぬ着せぬトークに口元を引きつらせつつ、ラウルは思わず胸のうちで叫さけんでしまう。


　毎日遅おそくまでサビ残ざんしてんだから、休日くらいどう過ごしたっていいじゃねえかっ！　だいたいうちみたいな平日休みのサービス業だとなかなか友達と休み合わないしっ……いや、そもそも友達なんていないけどっ……と、とにかくっっっ！


「き、きっとラウルくんも、いろいろと疲つかれてっ……」


「あれっ、アイリ、もう着替え終わったのっ!?」


　……そんなラウルの自演フォローを遮さえぎるように、なんだか驚おどろいたようなフィノの声。


「なんか、アイリも店長も、着替えるの早っ……」


「えっ……だって、水着って、服の下に着てくるものでしょ……」





「わあっ、アイリっ、その水着カッコいいっっっ！！！」





　と、アイリの返事もそこそこに、フィノがいきなり歓かん声せいをあげ……その言葉に、ラウルはつい、ぴくりと反応してしまう。


「ちょっ、や、やだっ、は、恥はずかしいから騒さわがないでよっ……！」


　無む邪じや気きに褒ほめるフィノの言葉に、照れたように声をあげるアイリ……って、『オールＡ』、いったいどんな水着着てんだよっ？


　ていうか、着替え終わったんならもう、見てもいいんだよなっ……？　心の中で呟つぶやきつつ、ラウルはおずおずと視線を動かす。


　さりげなく、さりげなく……てっ!?


「でもっ、それ、なんだかみんなのと違うし、アイリにすっごく似合ってるっ！」


「っ……だ、だからっ、やめてってばっっっ！」


　フィノの称しよう賛さんに声を荒あらげつつ、整った顔を赤らめるアイリ……。流れるような蜂はち蜜みつ色の髪かみをした、とびきり美しい少女のスレンダーな身体を包むのは、なんだかとてもシンプルな形をした、布面積の多い、紺こん色いろの水着で……って。


「──それって、学校の授業とかで着る……」


　ラウルが思わず呟くと、控ひかえめな胸もとに縫ぬい付けられた名前入りゼッケンを隠かくすように両手で覆おおったアイリが、なんだか恨うらみがましげな視線を送ってくる。


「だ、だってっ……ほ、他に水着なんて持ってないって言ったら、これでもいいっておっしゃられたの、店長じゃないですかぁっ……」


「えっ……そ、そうだったかしら、ほほほっ……」


　……って、店長なに考えてんですかっ!?　誤ご魔ま化かすように笑いつつ、ラウルは思わず心の中でツっこんでしまう。い、いくらなんでもこれはないっていうかっ……いや、でも、確かに、これはこれで……。


「あっ、そうだ、店長っ！」


　……と。紺の水着からすらりと伸びるアイリの脚に見入っていたラウルは、いきなり後ろから腕うでを引かれて思いきりびくっとした。


「って、いったい、なっ……」


　つい、抗こう議ぎするような声をあげて。振ふり向むいたとたん目を奪われたのは、まぶしいくらいに白くて、隅すみから隅まで一点の曇くもりもない少女の肌。


　銀の髪がはらはらとこぼれる華きや奢しやな首すじと、わずかな陰いん影えいを落としてうっすら浮うかびあがる鎖さ骨こつ。かわいらしい水色ビキニに包まれた胸はまあるく盛り上がり、マシュマロみたいにふんわりと、やわらかそうで……。


「こないだ店長がくれたこれ、どうしても蓋ふたが開かなくってっ……」


「えっ……って、あ、ああっ！」


　目の前に差し出された、小さなボトル……フィノの水着姿にすっかり見とれていたラウルははっと我に返るなり、慌あわててそれを手に取った。


　……って、日焼け止めか。


　紫し外がい線せんを防ぐ《生体構文バイオプログラム》が多量に含ふくまれた、レイヤーマスクという樹の樹液……なにげなくラベルに目を通し、ラウルはつい、感心してしまう。


　確かにこいつの肌はだ、日焼け止め塗ぬっとかないとやばそうだし、さすがセアラ店長、こういう細かい配はい慮りよが行き届いてるっていうか……まあ、欲よくを言えば、自分の代わりにミスコンに参加させた部下にもそういう配慮、戴いただけると嬉うれしいんですけどね……。


「いい？　こういうのには、コツがあって……って、あれっ？」


　蓋の上部に手のひらを押しつけるようにして……けれども、フチに引っかけた親指の付け根がひりひりするほど力を込めても、ボトルの蓋はびくともしない。


「っ、これ、ほんとに固っ……」


「て、店長っ、開きそうっ？」


「……店長、良ければ、私が試してみましょうか？」


　と、固かた唾ずを飲のんで見守るフィノの隣から、苦戦するラウルを見かねたように口を挟はさんでくるアイリの声。


「あっ……い、いえっ、大だい丈じよう夫ぶ。もうちょっとだからっ」


　……一いつ瞬しゆん迷ったものの、ぎりぎりで男子としてのプライドが邪じや魔まをして。アイリの申し出を断ったラウルは赤くなった手のひらに息を吹ふきかけるなり、また蓋へと挑いどんだ。


　……こうなったら、もう、後には引けない。


　片手でボトルを強く握にぎり、もう片手で蓋を摑つかんで。ラウルが渾こん身しんの力をこめたとたん、まるで引っかかっていたものが外れたみたいに、ゆるんだ蓋がくるりと動く。


　……けれども。


　…………つい、勢いあまって。


　握っていた手が思いきり空回りした拍ひよう子しに、ボトルの口から勢いよくほとばしった液体が、目の前の少女たちの身体からだへと容よう赦しやなく降り注いだ。


「きゃっ！！！！！」


「っっっ！！！！？」


「あっ、ご、ごめ……っっっ!?」


　反射的に謝りつつ顔を上げ……日焼け止めにまみれた少女たちを目にしたとたん、ラウルは思わず言葉を失った。





　──ふたりの顔や身体中に飛び散った、少しとろみを帯びた乳白色の液体。


　それは、蜂蜜色をしたアイリの髪や紺の水着のいたるところにべったりと付着し、やわらかそうなフィノの胸の谷間に、白い水たまりを作って……。


　……とろりとした液体を前まえ髪がみや頰ほおに伝わせたまま目を丸くするフィノの隣で、白く汚よごれた胸もとに視線を落としたアイリが戸と惑まどうような声をあげた。


「や、やだぁっ……」


「……あれっ、店長、どうして顔が赤いの？」


　と、こちらを見上げながらきょとんとした顔で訊たずねてくるフィノの言葉に、すっかり固まっていたラウルははっとするなり、思いきり声を裏返らせる。


「あっ……き、気にしないでっっっ!?　いいからそれっ、は、肌に伸のばしてっ……」


「えっ……う、うんっ……」


「『オー……あ、アイリさんもそれっ、ただの日焼け止めだからっ、そのっ、もし良ければっ……」


「あ、は、はいっ！」


　焦あせったようにまくしたてるラウルの言葉に頷うなずくなり、身体中に飛散した液体を肌に塗り込こめ始める少女たち。ビジュアル的に少々問題のある日焼け止めはすぐ、少女たちのなめらかな肌に馴な染じんでいって……っ。


　思わずほっと胸をなで下ろしつつ、ラウルは手にしたままだったボトルを棚たなの上に置き……と、肩かた越ごしに自分の背中へ手を伸ばしていたフィノが、不意に声をあげた。


「店長っ……せ、背中っ、うまく塗れないからっ、手伝ってっ……？」


「えっ」


　……とつぜんの申し出に、ラウルは一瞬、狼ろう狽ばいしてしまう。


　つい目が吸い寄せられる、雪のように白くなめらかなフィノの肌……ど、どうするっ？　で、でもっ、セアラ店長が断るのも不自然だしっ……。


「……わっ、わかりましたですわっ……」


「ありがとっ、店長っ！」


　……動どう揺ようのあまりなんだか変な感じになってしまう口調。うれしそうな声をあげたフィノが、ラウルにくるりと背中を向けてくる。


　目の前にさらされる、すべすべした肌とうなじ。


　思わず、ごくりと唾つばを飲み込んで……どうにか覚かく悟ごを決めたラウルが遠えん慮りよがちに手を伸ばすと、中ちゆう途と半はん端ぱに塗られたなまあたたかい日焼け止めが指の下でぬるりとした。


「んっ……」


　……ほんの少し触ふれただけで、くすぐったそうにびくっと跳はねる少女の身体。


　手のひらから伝わってくる体温と、その想像以上の感かん触しよくに、ラウルの思考はつい、真っ白になって……。





「やっ……て、店長っ……」





　……ぼーっとするラウルの耳に聞こえてくる、なにかを堪こらえるみたいなフィノの声。


「……そっ、そこはっ……んっ……じ、自分で塗れる……からっ……」


「ってっっっっっ！！！！？」


　おずおずしたフィノの声に、無心で手を動かしていたラウルははっと我に返るなり、弾はじかれるように飛び退すさった。


「えっ、あ、あああっっっ！　ご、ごめんっっっ!!」


「あ、ありがとっ、店長っ……」


　ほんのり頰を染めたまま、ラウルに礼を言って……しかし、自分の胸のあたりにそっと指を這はわせたとたん、フィノが困ったように呟く。


「ん……いっぱい伸ばしたけど、まだ、ぬるぬるしてる……」


「あなたの方は、最初にかぶった量が多すぎたのよ」


　眉まゆ根ねを寄せて洩もらすフィノの隣となりで、やれやれといった風に目をすがめるアイリ。


「……まあ、私のタオル貸してあげるから、これで拭ふき取って……」


「あ、いいこと考えたーっ！」


　けれども、アイリが差しだしたタオルをスルーし……とつぜん声をあげたフィノが、ラウルに向かって大きく腕を伸ばして──。





「へっ……ってっっっっっ！！！！？」





　──あっという間もなく、背中へまわされるフィノの腕。


　その瞬しゆん間かん、いったいなにが起こったかラウルの脳が把は握あくするよりも前に、フィノのやわらかな胸が、ラウルの身体にむぎゅっと押し当てられ……って！！！！？


「こうやって店長の身体に伸ばせば無む駄だにならないっ！　ふははっ、こういうのをエコロジーっていうんだよなっ!?」


　──……こいつっ、なに考えてんだよおおおおおっっっ！！！！！


　なんだか得意げな顔をして抱だきついてくるフィノの、日焼け止めまみれの身体。にゅるにゅると皮ひ膚ふをくすぐる筆ひつ舌ぜつにつくしがたい感覚に、ラウルは軽くパニック状態に陥おちいってしまう。


　必死に引き剝はがそうとするものの、日焼け止めがすべって上手くいかず……思わず、ラウルは声を荒げた。


「っ……おいっ、ちょっ、離はなれっ……」


　と、揉もみ合ったまま後ずさった拍子にラウルの肘ひじにぶつかる、なにか固いものの感触。


　その瞬間、なにかが倒たおれるような、小さな音がして……。


「……あっ」


　ラウルのすぐ目の前で凍こおりつく、なんだかとても気まずそうなフィノの顔。


　イヤな予感を覚え、あわてて振り返ったラウルの視界に映ったのは、腰こしほどの高さの棚の上に転がる日焼け止めのボトルと、そこからこぼれた液体の直ちよく撃げきを受けた、知らない少女の姿だった。──……って！





「あああああっっっ！！！！！　す、すみませっ……」





　そう言えばさっき、蓋閉めず棚に置いてっ……！


　思わぬ事態に動揺し、とにかく謝ろうとしたラウルは、けれども、ひらひらした水着のそこかしこに日焼け止めの飛ひ沫まつを浴びた少女の顔を見るなり、どきりとしてしまう。





　──年ねん齢れいは、ちょうどラウルと同じくらいだろうか。




[image: ]


　大きなゴーグルが載のったダークブラウンの髪かみの下にあるのは、セアラ店長に負けるとも劣おとらないくらい端たん整せいな顔立ち。中でも、くっきりした二ふた重えまぶたにふちどられたアッシュグレイの瞳ひとみはあまりに印象的すぎて、ラウルは魅み入いられたように目が離せなくなってしまう。


「あ、あのっ……ご、ごめんなさいっっっ!!」


　……と、すっかり見とれていたラウルのかたわらから不意に聞こえてくる、なんだかばつの悪そうな声。


　はっとしたラウルが顔を向けると、そもそもの元げん凶きようである銀ぎん髪ぱつの少女がぺこりと頭を下げていて……。


「……んー、べつに、気にしてないよー？」


　申し訳なさそうに謝罪するフィノを一いち瞥べつするなり、ぶっきらぼうに肩かたをすくめてみせるゴーグルの少女。


「私、心広いしー。あなたたちがさっきから隣でずっーと騒さわいでたのも、ぜーんぜん、気にしてないし……」


「す、すみませんっ……」


　……ここで着き替がえ始めてからの諸もろ々もろを思い出し、あわてて頭を下げるラウル。


　しかし、ゴーグル少女はアッシュグレイの目をすがめつつ、なんだかあきれたように髪をかきあげて、


「……だからぁ、べつに気にしてないってば。もう、面めん倒どうくさいなぁ……」


　──……って、なんか、このコって……。


　……超ちようがつくほどかわいい見た目にそぐわぬ、ひどくぞんざいな態度。


　思わずぽかんとするラウルの前で、もうこの話はお終しまいとでも言わんばかりに首を振ふって、ゴーグルを外した少女はレンズにまで飛んでいた日焼け止めの残ざん滓しを拭ぬぐい……。


「…………ん？」


　すっかりきれいになったゴーグルを透すかすように覗のぞいたとたん、目を丸くする少女。


「なんか、あなたの《生体構文バイオプログラム》って……」





「お待たせいたしましたー！　参加者の皆みなさま、こちらにお集まり下さーい！」





　……と、なにかを言いかけた少女の言葉を遮さえぎるように、とつぜん天幕内に響ひびく声。


　ラウルが顔を上げれば、入り口の方でミスコンのスタッフらしい女性が手を上げていて……って、もう大会が始まる時間かよっ！


「あ、あのっ、と、とにかくっ、すみませんでしたっっっ！　おいっ……じゃなくてっ、ふたりとも、ちゃんと準備できてるっ？」


　あわてて頭を下げ、ばたばたときびすを返したラウルの背後で。


　ゴーグル少女がぽつりと呟つぶやく「……見み間ま違ちがいかなぁ？」なんて声が、聞こえた気がした。





　　　　＊　＊　＊




『では、ここに第34回光冠祭ミス・コンテストを開かい催さいいたしますっ！』





　高らかな開会宣言とともに、ステージを覆おおっていた幕が開き、……色とりどりの水着をまとった少女たちの姿が現れるなり、すさまじい歓かん声せいが湧わき起こった。


　──……っていうか、人多っっっ!!


　ただでさえ熱い海岸を包み込む、人々の熱気。


　光冠祭ミスコンとやらは、なんだかラウルが思っていたよりずっと知名度の高いイベントらしく、平日だというのにステージの前は大勢の人で埋うめ尽つくされ、当然のことながらそのほとんどが男性。興奮したようなざわめきに混じって、マジカメのシャッターを切る音がそこかしこから聞こえてくる。


　……と、圧力さえ感じるような大量の視線に緊きん張ちようしつつ会場を見み渡わたしていたラウルはふと、観客席の一角に目を留めた。


　って、あれ……もしかして、副店長じゃね？


　少しクセのある長めの赤毛と、チェックのシャツを羽織ったひょろりとした長身。ご丁てい寧ねいにサングラスなんか掛けて変装してるみたいだけど、間ま違ちがいない。どう見ても、うちの店レオンのバイザー副店長だ。でも……。


　……大きな望遠レンズが装着された一眼レフのマジックカメラマジカメを抱かかえてラウル……もとい水着姿のセアラ店長に向かってシャッターを切りまくる副店長の姿に、少年は思わず恨うらみがましげな視線を送ってしまう。


　──……俺がこんなに苦労してるってのに、あの上司はっ……。


　ステージ上のラウル店長に睨にらまれた瞬間、副店長は動揺したようにびくっとし……しかし、ポジティブにも、まさか気づかれるはずはないとでも思ったのだろうか。すぐにまた、なにごともなかったような顔でマジカメを構え直し……くそっ、副店長爆ばく発はつしろっ……。


『審しん査さは一いつ般ぱん審査員こと、みなさまの投票によって行われ……』


　くせっ毛の黒いショートカットを揺ゆらしつつ、マジックマイク片手にどこか慣れない感じで一いつ生しよう懸けん命めい説明する司会の女性の声。


　小さく嘆たん息そくしたラウルは、気を取り直したように、ステージに並ぶライバルたちの方へと視線を向けた。


　さすがミスコンに出ようというだけあって、居並ぶ二十数名の少女たちはみな、それぞれ納得のかわいさで……けれども、ざっと見た限りでは店長やアイリ、フィノに並ぶような相手は見当たらず、ラウルはつい胸をなで下ろしてしまう。


　身内びいきを抜ぬきにしても、うちの店レオンの看板娘むすめたちは容姿に関しては飛び抜けてる。これならきっと一等のマジヴィも、問題なくゲットできそうで……。


『エントリーナンバーは、先ほど参加者の方々に引いて戴いただいたクジで決定し……』


　……うまくいけば、もうワンランク上の剣けん、狙ねらえるかも。


　早くも店長の使命を果たしたような気分で、ラウルはボーナスへの期待を抱いだきつつ、いまいちど壇だん上じようを見渡し……とたんに視界に飛び込んできたある少女の姿を認めるなり、どきっとした。


　大きなゴーグルの載った、艶つややかなダークブラウンの髪。


　アッシュグレイの瞳に強い光を浮うかべる、店長に負けないくらいの美び貌ぼうとスタイルを持った、とびきりかわいい女のコ──。


　……前言撤てつ回かい。思わず背筋を正しつつ、ラウルは胸中で呟く。なんだかクセのあるコみたいだけど、見た目はめちゃめちゃレベル高いし、やっぱりこのミスコン、最後まで油断できそうにな……。





『さて、コンテスト参加者には、各自一分間の自己ＰＲタイムが設けられております！　彼女たちの個性あふれるプロモーションを、どうぞお楽しみくださいっ！』





　……と。いよいよ沸わき立つ会場の中、司会の女性が口にした衝しよう撃げきの言葉に、ラウルはつい、ぽかんと口を開けてしまった。


　──って、なんだよそれっ!?　聞いてねえよっ、そんなのっっっ！！！！？


　自己ＰＲ……トラウマしかないその単語に、ラウルは戦せん慄りつしてしまう。


　そ、そんなん就活のときしかやったことないし、しかもうちの会社レオスタツド以外はほぼ落ちたし……そもそも、店長の身体からだでいったいなにしろっていうんだよっ！！？


　……っていうか。なんだかんだでけっこう楽勝じゃないかと思い始めていた矢先に突とつ如じよとして湧いた課題にテンパりつつ、ラウルははたと気づいてしまう。俺も相当だけど、それよりフィノのやつがヤバいんじゃねえのかっ？　まさか魔ま人じんが自己ＰＲなんて単語、知ってるハズがないしっ……。


　……で、でも。きりきりするような不安を覚えつつ、ラウルはどうにか自分に言い聞かせてみる。


　フィノだって、あれでけっして頭は悪くない。自己ＰＲを知らなくたって、前のヤツらを見てればなにをすべきかくらい察しはつくだろうし、だから、べつに俺が心配しなくたって大だい丈じよう夫ぶでっ……。





『それではエントリーナンバー一番、フィノ・ブラッドストーンさんっ！』


「はいっっっ！！！！！」





　その瞬しゆん間かん、思わず盛大に噴ふき出したラウルの前で、とてもいい声で返事するフィノ。


　名前を呼ばれるなり高らかに挙手した少女は、自信たっぷりの足取りで前へと歩み出……って、よりによってこいつがトップバッターかよっっっ！！！！？


　……もはや、イヤな予感しかせず。


　祈いのるような気持ちで見守るラウルをよそに、ステージの中央に仁王立ちした魔王の血を引く少女は、小こ柄がらな身体で思いきり胸を張ってみせた。





「ふははははっ、一番、フィノ・ブラッドストーンだっっっ!!」


　威い厳げんに満ちた声で名乗りをあげ……しかし、少女はそのまま固まってしまう。


「……え、ええと…………な、なにすればいいのっ……？」


　……はい、ここまで完かん璧ぺきに予想通りです。


　おろおろしながらあたりを見渡し、目が合うなり助けを求めるような視線を送ってきたフィノに、背後のラウルはあわてて小声で助け船を出した。


「な、なんでもいいからっ、得意なことをしてっ！」


「えっ、と、得意なことっっっ！！！！？」


　ラウルの言葉に、フィノはすっかり戸と惑まどったように目を瞬しばたたかせ、


「ええとっ……ま、魔界四天王全軍総出陣の檄げきとかっ……？」


　──ミスコンで最終戦争アルマゲドンを起こすなっっっ！！！！！


　……思わず声を荒あらげてツッコみたくなるところを抑おさえつつ、ラウルは引きつった顔で助言を続ける。


「も、もう少し穏おだやかな感じでなにかっ、ないかしらっ……？」


「えっ……ぐ、第二形態グランド・バトル・フオームへの進化とかっ……？」


　お前いったいどこのラスボスだよっ!?　ていうか、そんなことできんのっっっ!?


「も、もうちょっと、人類寄りのベクトルでっ……」


「じ、じゃあ、レジ金のチェックとかっ……」


　……って、レジスター無しのエアレジ金チェックとか難易度高すぎて誰だれにも伝わらねえよっっっ！！！


「も、もっと、身体ひとつでできることでっ……」


　徐じよ々じよにざわめきだす観衆。


　さすがに焦あせり始めたラウルの前で、フィノはふと、なにか思いついたみたいに頷うなずいて、


「わ、分かったっ……！」





　──その、瞬間。


　フィノの小柄な身体が、軽かろやかに宙を舞まった。





　ふと気づけば、ちょっとびっくりするくらい高い位置にある少女の身体。


　思わず息を呑む人々の前で、空中の少女は銀の髪かみをなびかせつつ、はっとするほど華か麗れいな身のこなしでくるりと回り……。


　……ややあって。


　とても人間ワザとは思えないような宙返りを決めたフィノがステージに降り立ったとたん、観客席から大きなどよめきがあがった。


「お、おいっ、いまの見たかっ!?」「すげっ……」「速すぎて見えなかったっ……」


「ふ、ふふっ……ふははははっ！」


　わきあがる称しよう賛さんの声。おずおずと様子をうかがっていたフィノの面おもてに、やがて、じわじわと得意げな色が浮かんで……。


「オレ様の実力を思い知ったかっ！　よーし、次はもっとすごいのを見せてやるっ！」


「って、おいっ！　あんまり調子に乗っ……ってっっっ！」


　……なんとなく危険なものを感じたラウルがあわてて止めようとした矢先、ふたたびステージを蹴けるフィノのつま先。


　今度は全力で。フィノの身体がまた、宙へと──。





　──その、一いつ瞬しゆん後。


　固かた唾ずを飲のんで見守る人々の耳に、なんだかとても鈍にぶい音が響ひびいた。





　……頭上を確認することもなく思いきりジャンプしたフィノの頭はステージ上部の看板にクリーンヒットし、次の瞬間、少女の小柄な身体がまるで、ハエ叩たたきの直ちよく撃げきを受けたハエみたいな勢いで墜つい落らくする。


　ステージに転がったまま、ぴくりとも動かなくなる銀ぎん髪ぱつの少女。


　……わずかな沈ちん黙もくののち、観衆がなんだか不安げにざわめき始めた。


「お、おいっ……」「ウソだろっ……」「大丈夫か、あれっ……」


「フィノっっっ！！！！？」


　あわてて少女の元に駆かけ寄より、あたふたとひざまずいたラウルが身体を揺さぶってやると、フィノの薄うすいまぶたが微かすかに動いて……。


「う、ううっ…………」


　やがて、痛そうにうめきながら目を開き、なんとか上半身を起こす少女。


　その瞬間、人々の間に、なんだかほっとしたような空気が流れ……やがて、どこからともなく、あたたかな拍はく手しゆが巻き起こった。


「あの子、無事だぞっ!?」「あんなにすごい音がしたのにっ」「良かったっ……！」





　……会場を包む、謎なぞの感動。


　人々の拍手は、なかなか鳴り止やまず……って、どうなってんだよっ!?


「へっ……へへへっ…………」


　予想外の反応にぽかんとするラウルの前で、頭をさすっていたフィノが、なんだか照れたように笑った。





　　　　＊　＊　＊




『──ありがとうございました。次は、11番、アイリ・オルティネートさん』


「はい、11番、アイリ・オルティネートです」


　頭にこぶをこさえたフィノを救護係に預け、ラウルがふたたびステージへと戻もどると、次はちょうどアイリの番だった。


　颯さつ爽そうとステージに立つアイリの、凜りんとした返事。紺こん色いろの水着を着た少女が前へと歩み出たとたん、観客席からため息が洩もれる。


「おい、あの水着っ……」「美人なのにマニアックっ……」「いや、俺は好きだな？」


「わ、私はっ、ちょっとした手品をお見せしたいと思いますっ……！」


　ぱしゃぱしゃと鳴なり響くマジカメのシャッター音。


　観客席から聞こえてくる声に赤面しつつ、蜂はち蜜みつ色の髪に手を伸のばし……金属でできた髪留めを抜き取った少女が、その表面にすっと指を走らせた。


「《起動ブート》っ……10、９、８……」


　起動命令とともに藍あい色いろの目をすがめ、小声で数え始める少女。


「…………３、２、１」





　──カウントが終わった、その瞬間。


　アイリの手の中で、淡あわい光を帯びた髪留めがふわり、と、宙に舞い上がった。





「なっ……!?」「すげっ……」「なんだ、あれっ……っ!?」


　青白い光をまといつつ、ゆっくり空へと昇のぼっていくアイリの髪留め。


　……なるほどな、と、端はたで見ていたラウルはすっかり感心してしまう。


　──重力制せい御ぎよ回路は金属を《基盤ベース》に組まれる人間の魔ま法ほうの基本回路のひとつで、《魔法回路サーキツト》に組み込むことによってある程度までの重さを相そう殺さいできる。普ふ通つうの剣けんなら重量も威い力りよくを決める大きな要素になるけど、高熱や耐たい久きゆう力の向上といった補正がかけられた魔法剣ではむしろ、剣自体は軽い方が戦せん闘とう時、有利になることが多いのだ。


　もっとも、《魔法回路サーキツト》は魔力の供給が絶たれた瞬間に消えてしまうため、本来ならば手を触ふれずにものを浮うかべることは出来ないけど、回路の始点から終点までの間に数万kmの《超延長導線エクステンド・ライン》を組み込むことによって発動タイミングを調節するアイリの《時限回路タイム・サーキツト》なら話は別。タイムラグを利用したこういった芸当だって可能で……さすが、『オールＡ』のアイリだ。





　アイリのカウントと同じく、ちょうど、きっかり十秒後。


　ふっと光を失って落ちてきた髪留めを受け止め、アイリが軽く会え釈しやくしたとたん、会場に拍手が巻き起こった。


　……と。


「あー、見えたわー。いまの明らかに魔力線で吊つってたぜー？」「……って、なんだよ、仕込みかよ……」「ま、この俺の目は誤ご魔ま化かせねーわー」


　……賛さん嘆たんに混じって聞こえてくる、最前列の二人組が交かわす知ったかぶりの会話。


　耳ざとくそれを聞きつけたとたん、アイリの眉まゆがぴくりと反応した。


『はい、11番アイリ・オルティネートさん、ありがとうございま……って、えっ!?』


「ちょっと、失礼」


　蜂蜜色の髪をなびかせながらつかつかと歩みよるなり、ステージ端に立っていた司会の女性を押しのけ……うろたえる司会者の前でマイクスタンドに触れたアイリが、藍色の目をすがめて息を吸う。


「……《起動ブート》っ」


　呟つぶやいたあとで、ふっと手を離はなし。アイリが後ずさったとたんに微かな光を帯びて浮かび上がる、髪留めよりもはるかに大きな金属製のマイクスタンド。


　その瞬しゆん間かん、観客席を包む、大きなどよめき。


　ふとラウルが目をやれば、先ほど連れに向かって得意げに解説していた例の男が、なんだかばつの悪そうな顔をしていて……。


　──……ったく、『オールＡあいつ』、負まけず嫌ぎらいだよな。


　なんだか満足したように微笑ほほえむアイリの様子を半眼で眺ながめながら、ラウルはあきれたように頭をかいた。








『あ、改めまして、ありがとうございましたっ──』


　……ようやく、アイリからマイクスタンドを取り返して。なんだかほっとしたような顔をしつつ、黒くろ髪かみの女性司会者が声をあげる。


『──さて、つぎは12番、ソニア・マジックゲートさんです！』





「はぁい！　12番っ、ソニア・マジックゲートですぅ！」





　その瞬間、耳に飛び込んできたのは、なんだか聞き覚えのある少女の声。


　思わず顔を上げたとたん、ラウルの視界に、ダークブラウンの髪が広がって……。


「ふふふっ、みんなーっ、よろしくねーっ？」


　人々の熱ねつ狂きよう的な歓かん声せいの中、ゴーグルが載のった艶つややかな髪をはらりとなびかせてポーズを決めたのは、アイドルみたいにかわいい水着をまとった、アッシュグレイの瞳ひとみが印象的なとびきりの美少女。


　間ま違ちがいない、さっき控ひかえ室しつにいたあの女のコだ。でも……。


　──……って、おいっ、さっきとずいぶん違ちがうじゃねえかっ！！！！？


「ふふっ、応おう援えんしてくれて私っ、嬉うれしいなーっ？」


　先ほどのぶっきらぼうな態度はどこへやら。まるきり別人みたいに甘ったるい声を出しながら観客席へと愛あい想そを振ふりまく少女の姿に、ラウルはつい、啞あ然ぜんとしてしまう。


　……な、なんか……女って、怖こええ……。


　と、にこにこしながら手を振っていたソニアはふっと周りを見み渡わたすなり、なんだか困ったように眉まゆ根ねを寄せ、


「それにしても、この舞ぶ台たいってちょーっと地味、だよね？　……ふふっ、《展開オープン》っっっ！」


　軽い口調でソニアが唱えたとたん、二重写しのように浮かびあがる淡い光のステージ……ソニアが展開した仮設ステージまるごとの《魔法領域》の出現に、居並ぶ少女たちに混じって、ラウルも思わず目を丸くしてしまう。


　魔法構築士マジツクエンジニア……ＭＥっ？　でもっ、こんなに大きな《魔法領域》、たったひとりで展開するなんてっ……!?


「ごめん、もうちょっぴりだけ、待っててねーっ？」


　ざわめく観衆の前でにっこりと微笑むなり、ソニアの指先がすうっと空くうを走った。


　まるで見えない楽器でも奏かなでるかのような少女の指。その軌き跡せきを追うようにして、輝かがやく光の構文が、ステージのまっさらな《魔法領域》に刻まれていく。


　観客席のそこかしこから洩れる、うっとりしたようなため息。ご多分にもれず、ラウルもつい、見とれてしまい……。


　あっという間に描えがかれる、複雑な光の幾き何か学がく模様。


　たったいま構築したばかりの《魔法構文マジツクプログラム》に手をかざすなり、瞳に強い光を浮かべたソニアが自信たっぷりに、くちびるを開いた。





「《実ラ行ン》──っ！」





　構文プログラムを走らせたとたん、少女の足あし下もとからふわりと広がる光の波は紋もん。


　思わず瞠どう目もくする観衆の前で、鮮あざやかな七色の光がさざ波のように舞台を包み……次の瞬間、木造のステージのそこかしこがまるで、色とりどりの宝石を埋うめ込まれたかのようにきらきらと輝き出す。


「──まあ、こんな感じかなーっ？」


　つい呼吸すら忘れてしまいそうになるほど、きれいな光景。


　星くずをちりばめたようなステージの中央で、艶やかな髪かみをかきあげたソニアがかわい


らしくウインクし……刹せつ那な、割れんばかりの拍手が会場に響ひびき渡わたった。


　うわっ、すげっ……。


　きらめくステージに立つ美少女に、ライバルということも忘れてつい、ラウルもめいっぱいの拍手を送り……しかし、やがて我に返るなり、少年は息を呑んだ。


　……て、これっ……俺たちに勝ち目あるのかよっっっ！！！！？








　──ゴーグルの美少女ソニアが見せた自己ＰＲによって、ミスコンの流れはもう、すっかり彼女に向かっていた。


　フィノの残念すぎるアレは問題外として、アイリのそれは技術的にも会場の反応的にも上々だったけど、直後に行われたソニアの《魔法構築》相手じゃどうしたって地味さは拭ぬぐえない。


　すでに自己ＰＲを終えてしまったふたりにはもはや望みは薄うすく、こうなれば、ソニアの優勝を阻はばみ、無事一等のマジヴィをゲットすることができるのはもう、セアラ店長の身体からだを借りたラウルひとりしかおらず……。


　……でも、いったいどうすれば、あんなのに勝てるんだよっっっ！！？


　──あまりの難題に、ラウルはすっかり頭を抱かかえてしまう。


　確かに、容姿だけなら、セアラ店長だってけっして彼女に負けてない。けど、あれだけ派手な自己ＰＲを見せられたあとじゃ、それだけで勝てるハズもなく……。


『──ありがとうございました。次は、19番……』


　必死で頭を回転させるものの、なんのアイデアも浮かばず、そうこうしている間にもラウルの番はどんどん近づいてくる。


　どきどきする心臓と、焦あせりとプレッシャーに冷たくなる背中。


　くそっ、ただでさえ俺、アドリブに弱いのにっ……や、やっぱりアレしかないのかっ!?　禁断の『ラウル・スラッシュ』をっ……。


　すっかり追いつめられたラウルが半ばやけっぱちで思った、その時だった。





『──ラウルくん？』


　不意に、ラウルの耳元で、囁ささやくような声。


「……っ!?」


　ただでさえテンパっていたラウルは思いきりびくっとし、あわてて周囲を見渡したものの、声の主ぬしは見当たらず……そんな少年の耳にふたたび、声が聞こえた。


『ふふっ、良かった、うまく起動してるみたい……このマジックフォン、本体の通話機能を使えば、入いれ替かわってる相手と会話できるんですよー？　もし良ければ、返事して？』


「って、店長っっっ！！？」


　──た、助かったっ……！


　その瞬間、目を輝かせ……仕事中にインカムを飛ばすときのように声をひそめたラウルが、嬉しさを堪こらえつつ問いかける。


「店長っ、間に合ったんですかっっっ!?」


『ええ、いま着いたところ……ラウルくんの向かって右奥のポールのあたりにいるわ』


　その言葉に顔を上げれば観客席の隅すみの方で、ラウルの身体を借りたセアラ店長がマジックフォンを片手に小さく手を振っているのが見え……ほっと胸をなで下ろす間もなく、ラウルはあたふたと口を開いた。


「て、店長っ！　なんか、これから自己ＰＲしなきゃいけないんですけど俺っ、いったいなにして良いかっ……」


『ふふっ、もう大だい丈じよう夫ぶですよ、ラウルくん……わたしの言うとおりにして？』


　まくしたてるようなラウルの言葉に、セアラ店長は自信たっぷりに頷うなずいて、





『──接客八大用語を、暗唱してください』





　──その、瞬間。


　セアラ店長がマジックフォン越ごしに飛ばしてきた指示に、ラウルは目を丸くした。





「えっ……って、ちょっ、ど、どうしてっ……!?」


　──接客八大用語。「いらっしゃいませ」や「ありがとうございます」といった接客用語の基本となる八つの定型フレーズを集めたもので……サービス業の朝礼ならともかく、どう考えたって、ミスコンの舞台で暗唱する類たぐいのものじゃない。


　けれども、思わず聞き返したラウルに、店長はなんだか意外そうな声をあげて、


『あら、ラウルくん……ちゃんと全部、覚えてますよね？』


「そりゃ、覚えてますけどっ、でもっ、どうしてこんなときにっ……」


『──24番、セアラ・オーガストさん！』


「は、はいぃぃぃっっっ！！！！！」


　と、不意に司会に名を呼ばれ、店長と密談していたラウルは思いきり声をうわずらせてしまう。


　──……って、もうっ、俺の番かよっっっ!?


　ラウル目め掛がけ、いっせいに集まる会場中の視線。


　司会者にうながされ、がちがちに緊きん張ちようしたラウルは観念したように、ぎこちなくステージ中央へと歩み出た。





「うわっ……」「おいっ、誰だれだよ、アレっ!?」「すっげえカワイイぞっ……!?」


　──……ほ、ほんとに接客用語を暗唱するのかっ？


　ラウルの中をぐるぐると駆かけめぐる自問自答。……正直、いくら店長の指示でもそれはないっていうか、いまからでもなにかべつのことした方がっ……でもっ……。


『……ラウルくん』


　と、観客席のどよめきに混じって囁いてくる、セアラ店長の力強い声。


『大丈夫、わたしを信じて……頑がん張ばって、ラウルくん？』





　──その言葉に、背中を押されるようにして。


　ぐっと緊張を飲み込んだラウルは、覚かく悟ごを決めて口を開いた。





「えっ、エントリーナンバー24番セアラ・オーガストっ！　せっ……接客八大用語を暗唱しますっっっ！！！！！」


　手のひらに汗を感じつつ、深呼吸したラウルは精せい一いつ杯ぱいの声をあげ、


「いらっしゃいませっ！　ありがとうございますっ！　かしこまりましたっ！　少々お待ち下さいませっ！　お待たせいたしましたっ！　申し訳ございませんっ！　恐おそれ入りますっ！　失礼いたしましたっ！　……い、以上ですっっっ！」


　……所要時間、およそ十秒。


　ものすごい勢いで暗唱を終えて。おずおずと観客席を見み渡わたしたラウルを待っていたのは、会場全体を包みこむような……なんだか、とても微び妙みような空気だった。





　──……って、やっぱ思いっきりすべってんじゃねえかっっっ！！！！？





　……穴があったら入りたいというか、むしろ崖がけがあったら飛び降りたいような心境。


　周囲の雰ふん囲い気きはあまりに重く、余りまくった持ち時間は無限のように感じられ……。


「あ、あのっ！」


　沈ちん黙もくに耐たえかね、ラウルはとっさに口を開く。


「と、とりあえずっ、もう１セットっ……」





　──と。


　まるで一いち陣じんの風でも吹ふき抜ぬけたように、不意に涼すずしくなる、胸のあたり。


　ラウルの視界の端はしで、たったいままでセアラ店長の豊かな乳ち房ぶさを包んでいたはずの薄布がスローモーションのように、はらりと肌はだから舞まい落ち……。


　……おずおずと、視線を落として。


　ラウルは、そのまま声にならない悲鳴をあげた。





「～～～～～っっっっっっっっっっっっっ！！！！！！！！！！！！？」





　天使みたいな美少女を襲おそったハプニングに、一いつ瞬しゆんにして総立ちになる観客たち。


　会場中に巻き起こる雄お叫たけびのような歓かん声せいと口笛に、嵐あらしのようなシャッター音──。


　──反射的に、あらわになった胸を両りよう腕うでで隠かくして。


　転がるようにしてステージ袖そでへと駆け込んだラウルは、いまにも口から飛び出しそうな心臓を必死で抑おさえ込みつつ、おそらく観客席で一部始終を見ていたであろう店長に向かって思いきり喚わめきたてた。


「ててて店長っっっ！！！！！　な、なんなんですかっ、これっっっ！！！！！！？」


『ふふっ、お疲つかれさま、ラウルくん』


　と、すっかり取り乱すラウルの耳に聞こえてくる、あくまで落おち着つき払はらった店長の声。
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『実はね、こんなこともあろうかと、『接客八大用語キーワード』をスイッチにして紐ひもが解ほどけるよう、水着にちょっぴり細工をしておいたんです』


「さ、細工ってっ……！」


　その瞬しゆん間かん、思わず呆ぼう然ぜんとしてしまうラウルをよそに、店長は涼やかに笑って、


『ええ。これで、一いつ般ぱん審しん査さ員のみなさんへのアピールはバッチリで……』


「って、店長いったいなに考えてんですかっっっ！！！！！！？」


『えっ……？』


　しかし、ラウルが叫さけんだとたん、店長は逆に不思議そうな声をあげる。


『もちろん、ちょっぴり恥はずかしいですけど……でも、お客さまの利益のためならこれくらい、なんでもありませんよ？』





　……いつも通りの口調であっけらかんと放たれる言葉を、どこか遠くに聞きながら。


　セアラ店長の胸を覆おおったままのラウルは、なんだかすべてを放ほう棄きしたような目をしつつ、その場にぺたんとうずくまった。





　　　　＊　＊　＊




　……とまあ、そんなことがあって。


　ラウルにとってはさんざんだったミスコンもようやく審査員投票を終え、残すところは結果発表のみ。


　ステージに並ぶ少女たちの前で、マジックマイクを手にした女性司会者が声をあげる。


『──というわけで、第34回光冠祭ミス・コンテスト、最多得票となりましたのは……』


　言いながら、係に手て渡わたされたメモを覗のぞき込んで……なぜか驚おどろいたように目を丸くした司会者は、けれども、すぐ気を取り直したように口を開いた。





『に、24番の、セアラ・オーガストさんですっっっ！！！』





　──……へえ、そうですか。


　司会者が叫んだ瞬間、これ以上ないほど盛り上がる会場。すさまじい歓声とマジカメのフラッシュを浴びながら、しかし、当のラウルは死んだ魚みたいな目をしてしまう。


　……なんだかすっかり精神的にすり切れてしまった少年にはもはや、無事店長の使命を果たしたという達成感もなく……客席から聞こえてくる「アンコール！　アンコール！」というかけ声に「しねえよ！」なんて叫び返したくなる気持ちをこらえつつ、しぶしぶ前へと歩み出て……。


　……ふとラウルの視界に映る、例のゴーグルの美少女、ソニアの横顔。


　アッシュグレイの目を大きく見開いて。くちびるを嚙かみしめるソニアの面おもてからは先ほどまであふれていた自信の色は失うせ、心なしか、青ざめてさえいるようで……。


　──……なんか、ちょっと悪いな。


　悔くやしげな少女を横目に、ラウルはなんとなく、申し訳ない気分になってしまう。


　あの容姿に、あの自己ＰＲ。本当なら、きっと、彼女が優勝してただろうに。運が悪かったっていうか、セアラ店長が一枚上うわ手てだったっていうか、むしろ反則っていうか……。





『──では、こちらが特等賞品の、《天人》が住む東国でしか採とれない貴重な《遊ゆう色しよく石せき》をふんだんに使用したブレスレットです！』


「へっ!?」


　──と、すっかりソニアに気を取られていたラウルが司会に手渡されたのは、七色に輝かがやく石が嵌はめられた、とてもきれいなブレスレット。


　きらきら光る大おお粒つぶの宝石は、いかにも高価そうで……けれども、予想していたものと違ちがう賞品に、ラウルは思わず声をあげてしまう。


「あっ、あのっ！　一等の賞品って、マジヴィじゃっ……」


『えっ？』


　けれども、そんなラウルの言葉に、司会の女性は戸と惑まどったように目を丸くして、


『ええと、一等はマジヴィですけど、セアラさんは特等で、一等よりも上なので……』


「い、一等よりも上っっっ！！！！？」


『はい。光冠祭のミスコンは上から特等、一等、二等、三等の順になってまして……』





　……って、聞いてねえよ、そんなのっっっ！！！！？





　っていうか……あまりにも信じがたいその事実に、ラウルは思わず胸中で叫んでしまう。


　こないだの日にちの曜日から、ずっと……これまでの俺の苦労はいったい、なんだったんだよおおおおっっっ！！！！？


『で、でも、このブレスレット、マジヴィ十台分よりもずっと高価で──』


　その瞬間、うつろな表情で固まってしまったラウルにはもはや、司会の女性がおろおろしながらフォローする言葉も届かず……。


　──こうして。


　ラウルのはじめての店長代行は、あえなく失敗に終わったのだった。




　第三章「とつぜん告白してきた美少女とデートすることになった件」







「……も、申し訳ありませんっ……」


　コンテストを終えた参加者たちでざわめく天幕の片かた隅すみ、壁かべの方を向いた少女が抑おさえた声でそっと囁ささやく。


「……はい……っ、いえっ、大だい丈じよう夫ぶですっ、ボスぅっ」


　ダークブラウンの髪かみから覗のぞく耳の小さなイヤープラグと、かわいらしい水着の肩かた紐ひもに目立たぬよう留められたマジックインカムのマイク……天幕内にまだ人は多いものの、うつむく少女に注意を向けるものは、誰だれもいない。


「例の件は必ずっ……はい、どんな手を使ってもっ……」


　──と。不意に言葉を切った少女が、顔を上げて。


　ちらりと動かしたアッシュグレイの瞳ひとみの先には、ふわふわした栗くり色いろの髪を揺ゆらしながら天幕から出ていく、ひとりの少女の姿があった。





　　　　＊　＊　＊




「……さすがに、ちょっぴり、やりすぎちゃったみたいですね」


　──コンテストが終わるなり呼び出された、仮設ステージの裏側。


　いまはもう人ひと気けのないその場所で、栗色の髪の少女が静かに嘆たん息そくする。


「まあ、残念ですけど仕方ありません。マジヴィのお客さんにはもう少し、待っていただくことにして……」


「ていうか……」


　……ようやく、懐なつかしい自分の身体からだに戻もどって。


　手の中のマジックフォンを眺ながめながら、すっかり疲れきった顔をしたラウルがふと、口を開いた。


「考えてみたらこのマジックフォン、入いれ替かわるときはともかく、元に戻るときは本体のスイッチ切るだけで、べつに俺に直接触ふれる必要って無いんですよね……」


「ええ……」


「……だったら、店長が用事済ませた時点でスイッチ切ってれば、わざわざ店長が会場まで来なくても、コンテスト中の店長の身体にすぐ、戻れたんじゃ……」


「あっ」


　ラウルの指し摘てきに、セアラ店長は琥こ珀はく色いろの目を丸くして、


「ラウルくんって……もしかして、天才……？」


　──……ウソだ。


　まるでたったいま気づいたように目を瞬しばたたかせる店長のしらじらしすぎる反応に、ラウルは思わず半眼になってしまう。


　……間ま違ちがいない、店長はすべて分かってる。すべて分かった上で、面白がって……くそっ、いくらテンパってたとはいえ、もっと早く気づいてればあんな生いき恥はじを晒さらすことはっ……！


「ああ、そういえば、ラウルくん。わたしの身体って、どうでしたか？」


　と、さりげなく放たれた店長の問いにラウルはつい、どきりとして、


「って！　なっ、なんか意味深な感じで言わないでくださいっ！！！」


「え、見てないんですか？」


　しかし、そんなラウルの反応に、セアラ店長は逆に驚いたような顔をする。


「わたし、てっきり、鏡の前であられもないポーズ取らされたり、ラウルくんの好こう奇き心しんのおもむくまま、隅すみから隅まで観察されちゃったりしたのかと……」


「し、してませんっっっ！！！！！」


　……そ、そりゃっ、ちょっとくらい考えなかったわけじゃないけど、バレたら怖こわいしっ……せいぜいフィノとアイリを待ってる間、待ち合わせ場所にあったショーウィンドーに向かってウインクしたり、谷間とか作ってみたくらいで……って、そ、それはともかくっ！


「だいたいっ、あんまり変なことするなって言ったの店長じゃないですかっっっ!?」


　思わずラウルが叫ぶと、セアラ店長はきょとんとした顔で、


「ラウルくんなら、べつに胸くらい、揉もんでも良かったのに……」


「っ…………」


　その言葉に、ラウルの視線はつい、目の前の少女へと注がれてしまう。


　……さっきは気づかなかったものの、こうして改めて見るとセアラ店長の胸ときたら、水着の横だけじゃなく、下の方にまではみ出すようなたっぷりしたボリュームで……。


「……なんてね。ふふっ、ダメです。わたし、身持ちは固いんですよー？」


　思わず唾つばを飲むラウルの前で、くすくすと笑ってみせるセアラ店長。


　……一いつ瞬しゆん言葉に詰つまったラウルはやがて、小さくため息をついた。


「……店長。俺、もう帰っていいですよね……？」


「あら、まだ日も高いし、せっかく海まで来たんだから遊んでいけばいいのに。夕方には今日のお祭りのメインの『光冠送り』もあるんですよー？」


「いや……なんか、疲つかれたんで……」


「あらあら、残念」


　いまいち覇は気きのないラウルを見ながら、名残なごり惜おしげに、店長。


「てっきり、これからフィノちゃんたちと泳いでいくんだろうと思って、ラウルくんの服の下に水着、着ておいてあげたのに……」


「へっ……って、店長っ!?　俺の身体で着き替がえたんですかっっっ!?」


「ええ……なにか、問題でもありました？」


　つい声をうわずらせるラウルの前で、不思議そうに首を傾かしげるセアラ店長。


　……ダメだ。心の中で鳴なり響ひびく非常警報に、ラウルは思わず首を振ふった。これ以上店長と話してたら、俺のライフがゼロになるっ……。


「……あいつらのことは、店長におまかせします。『オールＡ……アイリはともかく、フィノは遊び倒たおす気満々みたいなんで、よろしくお願いしま……」


「あ、ラウルくん、待って」


　──不意に、呼び止められて。


　すでにきびすを返して歩き始めていたラウルが振り返るなり、歩みよってきたセアラ店長がそっと、ラウルの手を取りあげる。


「──これは、ラウルくんが頑がん張ばって手に入れたものですから、ラウルくんが持っていてください」


　腕うで時計とは逆、左の手首に触れてくる、店長のやわらかな指先。


　穏おだやかに微笑ほほえむセアラ店長が巻き付けたのは、《遊ゆう色しよく石せき》が輝かがやくブレスレット──きらめく虹にじ色いろの宝石を目にしたラウルはつい、戸と惑まどうような声をあげてしまう。


「えっ……でも俺っ、ブレスレットなんて貰もらってもっ……」


「あら、それなら、誰かにプレゼントすればいいじゃないですか。遊色石はとってもキレイだし、貰って喜ばない女のコなんか、いませんよ……？」


　──お、女のコに、プレゼントっ……？


『うわっ……ラウルっ、これ、すっごくキレイっ……ありがとっっっ！』


『……っ……み、見直したわ、ラウル・チェイサーっ……』


　……その瞬しゆん間かん、ラウルの頭に浮うかぶ、知り合いの少女たちの反応シミュレーション。


「……も、貰っておきます」


「ふふっ」


　頷うなずく少年の反応ににっこりしながら、不意に、店長がラウルの肩かたへ手を置いた。


「ラウルくん……今日は、本当に、ありがとう」


　心がふわりと暖かくなるような、やさしい声……思わず、ラウルはどきりとして、


「で、でも、結局、マジヴィはダメだったし……」


「ううん……そんなの、たいしたことじゃありません」


　つい謙けん遜そんするラウルの前で、セアラ店長はくちびるの端はしをそっと持ちあげてみせる。


「ラウルくんがいつだって、みんなのために一いつ生しよう懸けん命めい、頑張ってくれてること……わたし、とっても評価してるんですよ……？」


　まるで天使みたいな、セアラ店長の笑顔。自然と頰ほおが赤らむのを感じつつ、ラウルはつい、胸の中で独りごちてしまう。


　……ったく、狡ずるいよな。あれだけさんざんな目に遭あったってのに、こんな顔でお礼を言われたらなんか、引き受けて良かったような気持ちになっちまうっていうか……。


「──そうそう、目当ての剣けんが決まったら、わたしにも教えてくださいね？」


　と、そんなラウルの前で、思い出したように口を開く店長。


「わたしのお得意さんの武器屋さんがね、言ってくれれば市価よりずっと安い値段で見積もり、出してくれるって……」


「……って、店長！　俺がボーナスで剣買おうとしてるの、知ってたんですかっっっ!?」


　思わずラウルが声をあげると、店長はいたずらっぽくウインクして、


「休きゆう憩けい室に置いてあった武器のカタログ、ラウルくんのでしょ？　……フィノちゃんのためにも、良い剣が買えるといいですね……？」


　……最初から全部、お見通しってことか。


　にこにこと微笑むセアラ店長に、ラウルはつい、舌を巻いてしまう。


　そういえば、こないだのファミレスでも『オールＡ』の食生活とか、気にかけてて……イタズラ好きだけど、やさしくて。ちょっぴり変わり者だけど、部下のことをちゃんと見てて……ほんと、店長には敵かなわない。


　──と。


「？」


　ふと、なにかの気配を感じた気がして。ラウルは顔を上げたものの、件くだんの方向──ステージ横にそれらしき人ひと影かげはなく……やっぱ疲れてんのかな、俺。


「じゃあ、また、明日あした……気をつけてね？」


　思わず首を傾げたラウルの前で、琥珀色の目を細めるセアラ店長が、かわいらしく手を振った。





　　　　＊　＊　＊




「観客席に、ラウルがいたんだっ！」


　砂すな浜はまを歩きながら力説するフィノの言葉に、紺こんの水着を着たアイリは肩をすくめ、


「……見み間ま違ちがいじゃないの？　かなり人がいたし、どこにでもあるような顔だし……」


「ううん、間違いないっ！」


　けれども、そんなアイリの隣となりで、フィノは確信を込めて断言してみせる。


「右奥にあった柱のあたりっ……結果発表の前くらいに見えなくなっちゃったけど、でもっ、あれはぜったいにラウルだったっ」


「……はいはい」


「きっと大事な用事が片付いて、オレ様たちと遊ぶために来てくれたんだっ！」


「……はいはい」


「ねえアイリっ、ちょっとラウルを探しに行ってもいいっ？」


「…………あなたね」


　わくわくしたような顔で訊たずねてくるフィノに、アイリはつい、額を押さえてしまう。





「……たったいま店長とはぐれたばっかりなのに、なに言ってるのよ……」





　……ついさっきまで彼女たちが身を置いていた、ミスコンの控ひかえ室の天幕。アイリがふと気づいたときには、セアラ店長の姿は見えなくなっていて……。


「結局、店長、そのまま戻もどってこなかったし、控え室は閉しめられちゃうし……これ以上迷子になったら困るでしょ？　店長を見つけるまで、単独行動はダメですからね！」


「えーっ……」


　不満げに洩もらすフィノの前で、アイリはふうっと息を吐はき、


「……だいたいね、あなた、この人ひと混ごみの中でどうやって、いるかどうかも分からないラウル・チェイサーを探すつもりなの？」


　そんなアイリの質問に、フィノが大きな目を丸くする。


「えっ……ええと……たぶん、近くに行けば匂においで分かると思う」


「……さすがは魔人ね」


　……人にん間げん離ばなれしたフィノの発言にあきれたような顔をし……蜂はち蜜みつ色の髪かみをかきあげたアイリがふと、口を開いた。


「それにしても……それ、邪じや魔まじゃない？　わざわざ貰ってこなくても、私みたいにあとで送って貰えば良かったのに」


　さっきからフィノが大事そうに抱かかえている、マジカルマイナスイオンドライヤー……ミスコンの三等賞品にアイリが視線を向けたとたん、フィノはぶんぶんと大きく頭を振って、


「ううんっ、オレ様が貰ったんだから、ちゃんとオレ様の手で持ってたいし……それに、ラウルに見せたいしっ……」


「……ドライヤーなんて見せて、どうするつもりよ」


　思わず半眼になるアイリの前で、フィノが思い出したように声をあげる。


「それにしても、アイリは二等だったから、オレ様よりもカッコいいんだなっ！」


「……まあ、あれだけ盛大に自じ爆ばくしてたあなたとひとつしか違わない順位なんて、なんだかちょっと、素直に喜べないけど」


　尊敬するようなフィノのまなざしを受けつつ、少しだけ照れたような顔をしたアイリがぽつりと洩らした。





　　　　＊　＊　＊




　うわ、なんか、さっきよりも人、増えてきてるな……。


　潮の香かおりと、人々のざわめき。足あし下もとでさらさらと崩くずれる砂。


　ふと顔を上げたラウルの視界に映るのは、白い雲の映はえる濃のう色しよくの青空と、どこまでも続くような広い砂浜。そして、楽しげに遊ぶ人々の後ろでひときわ存在感を放つ、海岸には少々不ふ釣つり合いな、塔とうのような形をした巨きよ大だいなモニュメント──。


「へえ……あれが『光冠送り』の塔か……」


　目を射るような強い日差しに手をかざしつつ、ラウルは思わず独りごちる。


　そういや、王都に来てからもう三年になるけど、実際に見るのは初めてかも……。





　──地方出身のラウルも、王都で行われる『光冠送り』の話は聞いたことがあった。


　シンルリアン海岸中央部の一角は、中心にある塔と合わせて、それ自体がひとつの巨大なマジックアイテムになっている。


　毎年、七の月の初日の海開きに合わせて行われる光冠祭では、塔にあるスイッチを入れたあとで海岸に集まった何千もの人々がいっせいに足下の砂浜に触ふれ、そうやって集めた魔ま力りよくで塔の先せん端たんにあかりを灯ともし、王都の繁はん栄えいを願うとか。


　ま、確かに、大勢の魔力でひとつのマジックアイテムを動かすなんて、ちょっと面白そうではあるけど……。


　心の中で呟つぶやきながら、しかし、周囲の人混みを見み渡わたしたラウルは目をすがめてしまう。……なんか人口密度高そうだし、やたらとカップル多いし……帰ってマジヴィで見れば充じゆう分ぶんだよな。


　……ていうか、考えてみれば明日の朝は新商品の勉強会で早出だっけ。


　憂ゆう鬱うつな現実を思い出し、ラウルはつい、ため息をついてしまう。


　さ、『オールＡ』とフィノあいつらに見つかると面めん倒どうだし、とっとと帰って──っ!?





　──不意に、誰だれかに肩を叩たたかれて。


　びくりとして振ふり返かえったとたん、ラウルの心臓がどきりと跳はねた。





　艶つややかなダークブラウンの髪と、大きなゴーグル。とびきり端たん整せいな顔立ちの中でひときわ目立つ、印象的なアッシュグレイの瞳ひとみ。


　……さっきのミスコンの女のコだ。確か、ソニアさんっていう……。


「あっ、えっ、ええとっ！　さっきはっ、そのっ……」


　控え室での日焼け止めぶっかけ事件を思い出したラウルは反射的に謝りかけ……しかし、その半ばでふと、思い出す。


　そういや、さっきは店長の身体からだだったから、俺の身体では初対面で……って、あれっ、それならどうして俺に声、かけてくるんだ？


　控え室での言動と、ミスコンでの言動。少女の二面性を知るラウルはつい、警けい戒かいと戸と惑まどい半々の表情を浮うかべ……そんな少年の前で、ソニアはにっこりと笑ってみせた。


「初めましてーっ、私、ソニアっていうの。ねえ、あなたはなんて名前なのーっ？」


「へっ……って、お、俺っっっ!?」


　……って、なんでいきなり名前とか聞いてくるんだよっ!?


　ふと気づけば、どぎまぎしてしまうくらい傍そばにあるソニアの顔。


　じっとこちらを見上げてくる、透すきとおるような瞳。かわいらしい水着に包まれた胸の谷間が、いやおうなしに視界に入ってきて……。


　すっかりうろたえつつ、ラウルはおどおどしながら口を開く。


「お、俺はっ、ラウル・チェイサーって……」


「……へえ……ラウルさんっていうんだぁ……」


　言いながらラウルの腕うでにそっと触れてくるソニアの、やわらかな指先。


　頰ほおに息がかかりそうなくらいの距きよ離りで、上目づかいにラウルを見つめるアッシュグレイの目が不意に、すっと細められ……。


「私……ラウルさんに一ひと目め惚ぼれ、しちゃったみたい、かも……？」





　──その、瞬しゆん間かん。


　くちびるに押し当てられた未知の感かん触しよくに、ラウルは思わず目を丸くした。





「っ……」


　……とつぜんの出来事に、なにが起こったのか認識することもできず。


　ただ、身体中の全神経がそこに集中してしまったように、少女と重なったわずかな部分から伝わってくるやわらかさだけが、ラウルの感覚を支配して──。





「……ラウル・チェイサー」





　──そんなラウルの知覚に不意に割り込んでくる、なんだか聞き覚えのある声。


　はっと我に返ったラウルが肩かた越ごしに振り返るなり視界に飛び込んでくる、蜂蜜色の髪と紺色の水着……。


　……そこには。呆ぼう然ぜんとした表情でたたずむアイリと、そのかたわらで蒼あおい目を瞬しばたたかせるフィノの、ふたりの少女の姿があった。





「っ…………」


　その瞬間、思わず言葉を失って。


　ソニアに腕を摑つかまれたまま凍こおりつくラウルの前で、ぎゅっとくちびるを結んだアイリが不意に、長い髪をなびかせて背中を向ける。


「……フィノさん、行きましょ！」


「えっ、でもっ、ラウルがっ……あっ、待ってっ……！」


　うむを言わさず歩き出すアイリに手を引かれ、戸惑いの表情を浮かべたフィノが、名残なごり惜おしげにラウルを振り返り……。


　あっという間に遠ざかっていく、少女たちの姿。


　どこかあっけにとられたようにそれを眺ながめていたラウルは、不意に、いてもたってもいられなくなって──。




[image: ]


「…………おいっ!!」


　──とっさに、腕に絡からんだままのソニアの指を振り解ほどいて。


　焦あせったような声をあげた少年が、転がるように駆かけ出した。





　　　　＊　＊　＊




「……あーあ」


　勢いよく飛び出して行った少年を見送りつつ、前まえ髪がみの上にゴーグルを載のせた少女が残念そうに呟く。


「あと、もうちょっとだったのにぃ……もうっ、タイミング悪いなぁ」


　──まだ指先に残る《遊色石》の感触。


「……まあ、仕方ないかぁ。次は逃にがさないからねー？」


　アッシュグレイの目をすがめつつ、名残惜しげに右手を眺め……ダークブラウンの髪をかきあげた少女が、小さなため息をついた。





　　　　＊　＊　＊




「待てよっ、『オールＡ』っ！　フィノっっっ!!」


　砂すな浜はまを歩く見知らぬ人にぶつかりそうになり、砂に足を取られかけ……それでもどうにかふたりに追いついて。ラウルの声を聞いたとたん、フィノがなんだかほっとしたような顔で振り返る。


「ラウルっ！　ねえ、アイリっ！　ラウルがっ……」


「っ…………」


　しかし、フィノの手を引くアイリは立ち止まるどころか、さらに足を速め……って！


「ちょっ、おいっ、待てってば『オールＡ』っっっ!!」


　──その、瞬間。


　不意に足を止めたアイリが肩越しに振り返るなり、冷たい目でラウルを睨ねめつけた。


「……どうして、私たちを追いかけてくるの？」


「へっ……」


　一いつ瞬しゆん、答えに詰つまり……やがて、ラウルはおずおずと口を開く。


「それはっ……そのっ……お、お前らが逃げるからっ……」


「……だって、彼女といるところを邪魔しちゃ、悪いじゃない」


「って、か、彼女っっっ！！！！？」


　その瞬間、思わず声をうわずらせたラウルの前で、アイリが形の良い眉まゆを吊つり上げた。





「……あなたの『大事な用』って、あの子の応おう援えんだったんでしょ？」





　責めるようにとげとげしい、アイリの口調──その言葉に、ラウルはいまさらながら、控ひかえ室しつでのやりとりを思い出す。


　そういえば俺、今日は大事な用があるから来れないって言って……くそっ、そういうことかよっ！


　ようやく、アイリの怒いかりの原因が分かって。とにかく誤解を解こうと、ラウルはあわてて口を開いた。


「ち、違ちがうんだっ！　そのっ、大事な用ってのはっ……」


「……そりゃ、あんなにかわいい彼女がいたら、私たちの応援なんかよりそっちを優先するに決まってるわよね」


「って、おいっ！　人の話をっ……」


「さすがにセアラ店長には僅きん差さで敵かなわなかったけど、あなたの彼女、しっかり一等取ってたじゃない。良かったわね。さぞかし、鼻が高いでしょ？」


　ラウルの言葉に耳を貸そうともせず、皮肉な口調でまくしたてるアイリ。


　ただならぬ雰ふん囲い気きに、砂浜のそこかしこから、好奇の視線が向けられ……。


「だから、違うんだってっっっ！！！！！」


　とりつくしまもないアイリの態度に、焦ったラウルはつい、大声をあげてしまう。


「あのコとはぜんぜん面識ねえしっ！　だいいち、今日初めて会ったばっかりでっ……」


「今日初めて会ったばっかりで、もうキスとかしちゃうわけっっっ!?」


「だからっ、違っ……」





「…………見損なったわ、ラウル・チェイサー」





　──なおも言い募つのるラウルの言葉を、ばっさりと斬きり捨すてて。


　ラウルに向けられるアイリの、蔑さげすむような、冷え切った視線。


「……あなたは、そういう人じゃないと思ってたのに」


　突つき放はなしたような声こわ音ねで吐はき捨てるなり、アイリはふたたび、ラウルに背を向け──。


「っ…………」


　──その場に凍りついたままのラウルを後に、さっさと歩き始めるアイリ。


　間に立つフィノは、そんなふたりをおろおろしながら交こう互ごに見やっていたが……やがて、なにかいいたげな視線をちらとラウルに向けたあと、きゅっと口を結んでぱたぱたとアイリを追いかけていく。


　周囲の人々の視線を浴びながら、ラウルだけがひとり、その場に残された。








　……なんだよあいつっ、勝手に決めつけてっ……フィノのやつだってっ、俺じゃなく『オールＡ』の方につきやがってっ……。


　人混みの中に消えていくふたりを見やりつつ、たたずむラウルの胸にふつふつとこみあげてくる、なんだか面白くない気持ち。


　だいたい、いったい誰だれがいつもお前らの面めん倒どう、見てやってると思ってっ……。





　──と。憤いきどおるラウルの腕にいきなり押し当てられる、ふにゅっとした感触。


「っっっ！！？」


「……ふふっ、もしかして、嫉しつ妬ととかされちゃった感じだったりしてー？」


　思わずびくっとしたラウルの耳元に、からかうような少女の声。弾はじかれたように顔を向ければ、さっきのゴーグルの少女ソニアが、ラウルの腕に抱だきついていて……って!?


「そ、ソニアさんっっっ！！！！？」


「でも……いまの、ちょっとひどいよねーっ？」


　うろたえるラウルを至し近きん距きよ離りで見上げつつ、ソニアはなんだか怒おこったような口調で、


「なんか、ラウルさんの話とかぜんぜん聞かないって感じで……ラウルさん、かわいそう……」


「っ…………」


　むしゃくしゃした気持ちを汲くみ取るようなソニアの言葉。思わずどきっとしたラウルの顔を、不意にソニアが覗のぞき込んでくる。


「ねえ……ところで、いまのふたりって、どっちがラウルさんの彼女なの……？」


　じっとラウルの目を見つめながら、アッシュグレイの目を細めて訊たずねてくるソニア。……なんだか真しん剣けんなそのまなざしに、ラウルはつい、どぎまぎしてしまう。


「……べ、べつに、彼女ってわけじゃ……っ」


「わあっ、じゃあ、ラウルさんっていま、フリーなんだぁっ!?」


　おずおずとラウルが答えたとたん、ソニアはうれしそうな声をあげて、


「なんか、これって運命かもっ……ねえ、それなら、私と付き合っちゃお？」


　どきどきするような距離でラウルを見上げつつ……甘い声音で、ソニアが提案した。





　　　　＊　＊　＊




　──……あ、ありえねえっ……。


　もう何度目か分からない言葉を、ラウルはまた、心の中でくり返す。


　これはきっと、夢かなにかに違いないっていうかっ……。


「……どうしたの、ラウルさん？」


　艶つややかな髪かみと、ぱっちりした二重のまぶたにふちどられた瞳ひとみ。


　甘えるように腕うでに抱きつきながら上目づかいにこちらを見上げてくる、とびきりかわいい女のコ……。


　カップルたちであふれる浜はま辺べをソニアと一いつ緒しよに歩きつつ、ラウルはいまいちど、胸中で独りごちてしまう。


　やっぱ、俺がこんな可愛いコに告白されるなんてこと、ありえるハズがっ……。


　ふと控え室の一件を思い出し、ラウルはそわそわしている自分に釘くぎを刺さす。


　……そ、そうだっ、騙だまされんなっ！　このコの本性はぜってーあっちの方だしっ、ミスコンのときの態度も、いまの態度も、きっと演技に決まってっ……。


「やだっ……そ、そんなにじーっと見られちゃうと私、恥はずかしいよっ……？」


　……ふと目が合った瞬しゆん間かんソニアが浮うかべてきたはにかむような表情に、ラウルは思わず声をうわずらせてしまう。


「っ……そ、そのっ……な、なんでっ、俺なんかにっ……」


「……んー、一ひと目め惚ぼれに理由とかって、必要、かなぁ……？」


　うっとりするような、少女の甘い声。


　手を握にぎろうとするみたいに伸のばされたソニアの指先が、さりげなく、ブレスレットが輝かがやくラウルの左手首に近づいて……。


「っ!!」


　いまにも手が触ふれそうになった、その瞬間。気き恥はずかしくなったラウルは思わず手を引っこめ……そんなラウルの態度に、ソニアがわずかに目をすがめた。


「っ…………」


　──……なっ、なんか、まずったっ!?


　少女が見せたなんとなく不ふ機き嫌げんそうな表情に、一瞬どきりとし……しかし、ソニアはまたすぐ、魅み力りよく的な微笑ほほえみを浮かべてみせる。


「ねえ、ラウルさんって、普ふ段だんはなにやってる人なのー？」


「えっ……」


　いきなり話を振ふられ、ラウルはつい、言葉に詰まってしまう。


　……フィノと店長を目指す約束をしたいまでも依然としてラウルの中に残る、自分の職業に対するコンプレックス。


　ここで勇者って答えられたらカッコいいんだろうけど……ふっと浮かんだ誘ゆう惑わくを振り払はらい、ラウルはしぶしぶ口を開いた。


「……ま、マジックショップの店員」


　……なんとなく、目を伏ふせて。ラウルが答えたとたん、ソニアが目を丸くして、


「わあっ、ステキなお仕事だねーっ！」


「へっ？」


　なんだか思っていたのとは違う反応。思わずきょとんとするラウルの前で、微笑みを浮かべたソニアがかわいらしく首を傾かしげてみせる。


「マジックアイテムに強い男の人ってすっごく格好いいし、ラウルさんって誠実っぽいし……きっと、お客さんにも人気なんだろうねーっ？」


「い、いやっ、そんなことっ……」


「ううん、わかるよー？　絶対そうだってーっ！」


　謙けん遜そんするラウルの背中に触れながら、じっとラウルの瞳を覗き込んでくるソニア。


「……ラウルさんが頑がん張ばって働いてるとこ、私、見たいかも……？」


　……上目づかいで囁ささやかれるソニアの言葉に、ラウルはつい、デレッとしてしまう。


　こ、このコ、ほんとに良いコなんじゃねえの？　それに、初対面でこんなに俺のこと分かってくれるなんて、ほんとに、俺のことっ……。


　もしかしたら、と、ラウルは思う。もしかしたら控え室の方が演技で、ミスコンやこっちの方が本性だったりしてっ……。


「そ、そういえば、ソニアさんはＭＥなんですよねっ？」


　にわかに熱くなる頰ほお。浮うわついた気持ちを隠かくすように、ラウルは努つとめて明るい声をあげ、


「さっきの《魔法構築》とか俺っ、見とれちゃってっ……」


　……けれども。


「えっ？」


　ラウルの質問に、なぜかソニアは虚きよをつかれたみたいな顔をし……ややあって、なんだか面白そうに目を細めた。


「ふふっ、違うよーっ？　ソニアはね、ＭＥじゃなくって……」


「えっ……でも、じゃあ、いったいっ……」


「んー……ヒミツ」


　くすくすと笑いながら、ソニアは、ラウルの耳もとにくちびるを近づけ──。


「あとで、ゆっくり教えてあげるね……？　ふたりっきりで……」


　ラウルの耳をくすぐる、少女の吐と息いき。


　思わず赤面してしまったラウルの腕に、ぎゅっと抱きつき直して……どぎまぎするラウルの顔を見上げながら、ソニアが楽しげに、くすくすと笑った。





　　　　＊　＊　＊




「…………あら、バイザーくん？」


　……とつぜん、背後から名前を呼ばれて。


　びくりとした肩かたがけ鞄かばんの赤毛男は、おそるおそるといった様子で振り返り……オレンジ色の小さな魔法卓たく上じよう計算器を片手にこちらを見やる美少女の姿を確認したとたん、動どう揺ようをおし隠すように咳せき払ばらいをする。


「あー……そ、その……ひ、人ひと違ちがいじゃありませんかー？　きれいなお嬢じようさ……」


「……そのサングラス、うちのレジ前に陳ちん列れつしてるやつですよね？」


　赤毛男の言葉をさえぎって、栗くり色いろの髪の美少女の冷静な声。


　しばしの、沈ちん黙もく……やがて。


「……店長」


　グラサンを外した男が、すっかり観念したように事実を認めた。


「なんで……どーしてバレてっ……くそっ、やっぱり、さっき目が合ったよーな気がしたと思ったらっ……」


「……べつに、わたしもバイザーくんを探してたわけじゃないんですけど」


　ぶつぶつと独りごちる赤毛男……マジックショップ・レオン王都店のバイザー副店長の前で、セアラ店長はため息まじりに計算器を叩たたいてみせる。


「一緒に来たフィノちゃんとアイリさんと、はぐれちゃったんです。それで、ふたりに持たせておいた社員章の位置を追っていたら、計算器に反応があったから……」


「って……」


　その言葉に、副店長はあわててワイシャツの胸ポケットを探り……案の定入れっぱなしだった社員章を見つけたとたん、うめき声とともに額を押さえた。


「あーっ……昨日、帰りに服、着き替がえたときっ……」


　……セアラ店長がマジックアイテム化した社員章は、スタッフの現在位置を確認できる発信器になっているのだ。


　思わぬ誤算にすっかり落ち込んだ様子の部下を見やりつつ、店長がふと、口を開く。


「……でも、めずらしいですね。出で不ぶ精しようのバイザーくんが海に来るなんて、正直意外というか……そんな大きなマジカメまで持ち出して、いったい、どうしちゃったんですか？」


「い、いや、そのっ……おれ、海とか超ちよう好きだしっ……」


　怪け訝げんそうな顔をする店長の前で、副店長はあわてたように手を振って、


「そうっ、おれはただ、穏おだやかな大おお海原うなばらを眺ながめることで激務に疲つかれた心を癒いやそうとしに来ただけであって、そのっ、けっして店長の貴重な水着姿をカメラに収めに来たわけじゃなくっ……」


「あら、もしかして、わたしがミスコンに出ること知ってたんですか？」


　……しどろもどろに言い訳したあげく、墓穴を掘ほってしまう。


「フィノちゃんかアイリさんに聞いたの？」


「あー……」


　目を丸くして訊ねるセアラ店長の前で、副店長はしばらく視線をさまよわせていたものの……やがて、諦あきらめたように口を開いた。


「……その……こないだ店長がお得意さんから取ってたマジヴィの受注、なんかやたら納期かかってたろ？　で、店長の机の上にあった商店会の広報見たら、なんかミスコンの賞品と被かぶってたから、こりゃ、きっと動くだろーなって……」


「……バイザーくん、わたしの受注品の納期、気にかけてくれてたんですか？」


「……え……ああ……まあ」


　思わず声をあげたセアラ店長の前で、目をすがめる副店長。


「……店長だって、たまにはミスもあんだろ？　なんかあったらどーせ、副店長のおれも連帯責任だし……おれは根が小心者だから、そーいうとこ、慎しん重ちようなんだよ……」


　なんだか面めん倒どうくさそうに紡つむがれる、副店長の言葉。


　相変わらず後ろ向きなその発言に、セアラ店長は大きな目をぱちくりと瞬しばたたかせていたが……やがて。


「……バイザーくんって、昔から、ちっとも変わりませんね」


　ふわりと、やさしく微笑むと。


　思わず赤面する副店長の前で、ふと、セアラ店長が視線を動かした。





「わたしね、最近、思うんです──わたしが魔ま王おうを倒たおしたこと、本当に正しかったのかな、って」





　潮風にふわりと揺ゆれる、長い髪。


　海辺ではしゃぐ人々を、どこか遠いまなざしで見やりつつ……ぽつりと少女が洩もらした言葉に、副店長がはっと息を呑む。


「ラウルくんも、フィノちゃんも、アイリさんも、みんな、あんなに良い子たちなのに……あの子たちの夢や将来を奪うばったのは、ぜんぶ、わたしなんです」


「店長……」


　思わず呟つぶやく赤毛の男の前で、少女は寂さみしげに首を振って、


「わたしは、わたしのわがままで、数え切れないくらいたくさんの運命を歪ゆがめて……世界を救うつもりだったなんて言い訳、できないわ。だって……わたしはただ、エルト兄さんの仇あだを、討ちたかっただけなんですもの」


　──「だから」、と。


　まるでなにかを決意したような面おも持もちで、少女は思いつめたようにくちびるを開き、


「だから……もし、必要なら、わたしは……」


「……店長も、昔から、ちっとも変わんねえよな」


　……と。


　そんな少女の言葉を不意に遮さえぎる、なんだかあきれたような男の声。


「店長も、エルトも、ほんと良い子っていうか、真ま面じ目めすぎるっていうか……」


「バイザーくん……」


「……おれは、店長の味方だから」


　その瞬しゆん間かん、思わず目を丸くした少女の前で、副店長はぶっきらぼうに頭をかき、


「その……セアラちゃんはずっと、おれとエルトの、かわいい妹だから……さ」


　投げ出すような、ぞんざいな口調。……けれども、その言葉を聞いたとたん、張りつめていた少女の表情がふっと、和やわらいだ。





「ありがとう……バイザー……おにいちゃん……」


「っ……」





　──それは、遠い昔。まだ、彼らがずっと幼かった頃ころの呼び方。


　天使みたいな微笑ほほえみを浮うかべる少女の前で、副店長は照れくさそうに目を逸そらし……。





　……そんな、ふたりの背後に。


　足音を殺してじわじわと迫せまる、ふたつの影かげがあった。





　　　　＊　＊　＊




「きゃっ、つめたぁっ！　気持ちいいっ……！」


「っ…………」


「ねえっ、ラウルさんも、早くおいでよぉーっ？」


　潮風になぶられる艶つややかな髪かみ。かわいい水着に包まれた、非の打ち所のない身体からだの曲線。


　波打ち際ぎわにつま先をつけ、肩かた越ごしに振ふり返りながら楽しげに笑うソニアの姿に、ラウルはつい、どきどきしてしまう。





　──ソニアに手を引かれるまま連れて来られた、海岸のずいぶん外れの方にある、ごつごつした岩混じりの砂すな浜はま。


　ビーチを埋うめ尽つくすような人混みも、ただでさえ泳ぎにくいうえに出店の一いつ軒けんもないようなこんな場所まで来れば、さすがにまばらになって……先ほどまで人々の喧けん噪そうにすっかりかき消されていた潮しお騒さいも、いまははっきりと聞くことができる。


　裸足はだしになったラウルの足の裏に、重く濡ぬれた砂が吸い付く感かん触しよく。


　誘さそわれるまま波打ち際に歩みよると、ひやりとした波がくるぶしを覆おおった。


「ねえっ、ラウルさん、こっちに来てっ……？」


　……と、ぱしゃぱしゃと波を散らして近づくなり、ソニアが不意に、ラウルの手をぎゅっと摑つかんで──。


「っ……!?」


　あっという間もなく引っぱり込まれたのは、水辺のそこかしこに頭を出す、大きな岩の陰のひとつ。


　そのまま、追いつめられるように岩いわ肌はだへと押しつけられ……どぎまぎするラウルをじっと見つめながら、ソニアがぐっと、魅み力りよく的な身体を寄せてくる。


　──……って。こ、このシチュエーションって、そのっ……！


「……やっと、ふたりっきりになれたね……？」


　ラウルの頰ほおに睫まつ毛げが触ふれそうになるくらいまで、顔を近づけて……上目づかいで囁ささやくソニアに、思いきり動揺してしまうラウル。


「って……い、いくらなんでもっ、こういうのはっ、そのっ……は、早すぎるんじゃないかなって……」


「ふふっ……ぜんぜん、そんなコト、ないよぉ？」


　あわてたように声をうわずらせるラウルの反応を面白そうに見やりつつ、ソニアはその指先をそっと、少年の胸へと這はわせてくる。


　いやがうえにも高鳴る鼓こ動どう。思わず、ラウルは唾つばを飲んで……。





「だって……もう、あんまり時間、ないんだもん──」





「っ！！！！？」


　不意に腹部に走る、痺しびれるような衝しよう撃げき。


　その瞬間、ラウルの手足と頭から、ふっと力が抜ぬけ……。


「……ふふっ、ごめんねー、ラウルさん？」


　遠のきかけた意識の向こうで、くすくすと、ソニアが笑う声がした。




[image: ]


「もうちょっと一いつ緒しよに遊んでも良かったんだけど、私も、忙いそがしくって……っ!?」





「っつ……な、なんだよっ、いまのはっ……」


　──と。


　ブレスレットが嵌はめられたラウルの左手首へと手を伸のばしたまま、凍こおりついたように動きを止める少女。


　こぼれんばかりに見開かれたアッシュグレイの目が、抗こう議ぎの声をあげつつ腹部をさするラウルを見つめ……ややあって、ソニアは思いきりうろたえたように叫さけんだ。


「って!?　ど、どうして５０００Ａアンペイルで《ブレーカー》が落ちないのっ!?　フツーの人なら１０００Ａアンペイルだって、軽く五分は目覚めないハズなのにっ……!?」


「えっ……ああ、５０００Ａアンペイルならぎりぎり、俺の限界出力内だしっ……って!?」


　まだ少しぼーっとする額を押さえつつ、ラウルはなにげなく答え……ソニアの手に握にぎられているアイテムに気づいたとたん、目を丸くする。


　先せん端たんにスイッチらしきボタンがついた円えん筒とう形のそれは、ほんの数日前にも目にしたばかりの、覚えのある形状で……って！


「それっ、ショックガンっ……な、なんでソニアさんが違法アイテムそんなものっっっ！！？」


「……あーあ」


　すっかり面食らった様子のラウルの前で、ソニアは長い髪をかきあげながら嘆たん息そくし、


「私って、平和主義者だし、ラウルさんって、いい人っぽいし、なるべく穏おん便びんに済ませたかったんだけどなぁ……でも、ショックガンが効かないんじゃ、仕方ないかぁ」


　言いながら、ソニアが腰こしのポーチから取り出したのは、ラウルが見たこともないようなデザインの銃じゆう。


　その銃身は、少女の片手に軽々と収まるような銃じゆう把はには不ふ釣つり合いなほど太く、ずんぐりしていて……。


「なっ……」


　岩を背にたたずむラウルの前で、ソニアはにっこりと微笑んで、





「ねえ、ラウルさん……そのブレスレット、私に頂ちよう戴だい……っ？」





　──吸い込まれそうに大きな銃口が、まっすぐに、ラウルを捉とらえた。




　断章「お札と、小銭と、恋こい心ごころ」







「ねえ、アイリっ……」


　まだ不ふ機き嫌げんそうに眉まゆをしかめたまま、無言で歩く金きん髪ぱつの少女。そのあとを追いかけつつ、片手にドライヤーを握りしめたままのフィノが、おずおずと訊たずねてくる。


「さっきのラウル、女の人と顔をくっつけて、いったい、なにしてたんだ？」


「っ……」


　そのとたん、ぴたりと足を止め……苛いら立だたしげに振ふり返かえったアイリがなんだかあきれたような顔をして、かたわらのフィノを睨ねめおろした。


「……あなた、キスも知らないの？」


「なに、それ？」


　けれども。きょとんとした表情で問い返されたアイリは、逆にたじたじしてしまう。


「え、ええと、なんていうか、その……男のコが、彼女とするものっていうか……」


「あっ、それ、知ってるぞっ！」


　聞き覚えのある単語に、フィノが声をあげて、


「『カノジョ』って、ふたりで手を繫つないだりするカンケイなんだろっ!?」


「違ちがうわよっっっ!!」


　……自信たっぷりに言い放たれた言葉を否定し、アイリはつい、目をすがめてしまった。


「……ったく。ラウル・チェイサーってば、このコにいったいどんな教育してるのよっ……ええと、その……な、なんて言えばいいのかしらね……」


「──それで、なんでラウルがキスしてて、アイリが怒おこってるの？」


　──と。恋こい人びとという概がい念ねんを説明するため頭をひねっていたアイリに投げかけられた、とても率直なフィノの疑問。


「えっ…………そ、それはっ……そのっ……」


　思いきり意表をつかれて。あわてて答えようとするものの、うまい言葉が出てこず……すっかり口ごもるアイリの前で、フィノが不思議そうに首をかしげた。


「……よく分からないけど、『カノジョ』って、たぶん、いいことなんだろ？　『カノジョ』がすることなら、キスってのも、いいことなんじゃないの？」


「そ、それはそうだけどっ……！　わ、私が怒ってるのは、そういうことじゃっ……」


「でも、アイリが言うとおりなら、あの女の人ってラウルの『カノジョ』なんだよね？　なら、キスしてても、べつに問題は……」


「だ、だからっ！　わ、私はっ……」


「…………あ」


　──と。質問を重ねていたフィノが不意に、なにかに思い至ったように声をあげた。


「もしかして……アイリはあの女の人がラウルの『カノジョ』なのが、イヤなの？」


「っっっ！！！！！」


　そのとたん、アイリの頰が、かあっと赤らんで──。


「ちょっ……あっ、あなたねっっっ!!　な、なに言ってるか、分かってっ……」





「──……アイリの気持ち、分かるかも」





　──まるで、独り言みたいに。


　ぽつりとフィノが洩もらした声に、アイリは言いかけていた言葉を飲み込んでしまう。





　思わず言葉を失うアイリの前で、フィノはなにかを考えこむみたいな、真しん剣けんな顔をして……やがて、たどたどしく口を開いた。


「……ねえ、アイリ。アイリがうちのお店に来てから、ラウル、ずっとアイリのことばっかり見てただろ？」


「えっ……」


　ためらうようなフィノの言葉に、思わず目を丸くして。


　──ふと、アイリは、つい先日の出来事を思い出していた。





　　　　＊　＊　＊




「あ、いらっしゃいませっ！」


　──背の高い棚たなの向こう側から聞こえてくる、はきはきした明るい声。


「アドワーズさん、こんにちはっ！」


「こんにちは、フィノちゃん」


「へへへっ、いつもありがとうございますっ！　あっ、ラウル！　これ、向こうに出してくるねっ！」


　わずかな隙すき間まからちらりと見えたのは、荷物を抱かかえたままぺこっと一礼し、とてとてと売り場に走っていくフィノの姿。


　……ややあって、なんだか感心したような男の声が聞こえてきた。


「フィノちゃんはほんと、いい子だなあ」


「ま、まあ、その、まだまだ半人前っていうか……失敗も多いですし……」


「いやいや、どうして、立派なもんだよ」


　謙けん遜そんするラウルの言葉を否定し、しかし、男の声のトーンが急に変わる。


「けど、なんてったっけ？　ほら、最近入ったあの新人の女のコはほんと、態度が良くないな。レジも早いし、仕事はできそうだけど、どうにも冷たいっていうか……いくら美人でも、あれはないだろって思うんだけど？」





　──……って、なんで、私が媚こびなんて売らなきゃいけないのよ！





　細長いレジカウンタの中を仕切るように置かれた、背の高い棚。休きゆう憩けいから戻もどったばかりのアイリは、備品を用意するためその裏にまわっていて……たまたまレジに来た常連客とラウルの世間話が、アイリの耳に入ってくる。


「す、すみません。俺の教育不足で……」


　常連客の苦情を受け、なんだか少し困ったような感じになるラウルの声。


「その……あいつ、気難しくって、なかなか……」


「がはは、ま、あんなキツそうなコ相手じゃ、ラウルくんも強く言えないだろ？」


「は、ははっ……なんか、ほんと、すみません……」


　横おう柄へいに笑う男の声と、つられたように笑うラウルの声……そのやりとりを聞きながら、棚の陰かげのアイリは悔くやしさに歯がみした。


　……なんで、そんなことであなたが謝るのよっ!?


　憤いきどおりのあまり、アイリのはらわたが煮にえくりかえる。


　あなたも私も、なにも悪いことなんてしてないのに、あんな愛想笑いまでしてっ……！








「……お、『オールＡ』、休憩あがったのか」


　件くだんの客が帰ったあと。すっかり仏ぶつ頂ちよう面づらでレジカウンタへ戻ってきたアイリの顔を見るなり、ラウルはなにごともなかったみたいに声をかけてくる。


「じゃあ、次は、フィノに休憩まわして……」


「……なんで、あんなお客さんに謝るのよ」


　……押し殺したような、アイリの声。


　それを聞いたとたん、ラウルがひどくばつの悪そうな表情を浮うかべた。


「……聞いてたのかよ」


「だって、どう考えてもおかしいじゃないっ！」


　気まずげに呟つぶやくラウルの前で、アイリが思いきり声を荒あらげる。


「お店は商品を売るところで、媚びを売るところじゃないわっ！　やるべきことさえ完かん璧ぺきなら、あんな変な文句言われる筋合いないわよ！」


「って、『オールＡ』っ、声大きいっ……！」


「だいたい、偉えらそうなのはあっちの方でしょ!?　お客さんだからって大きな顔してっ……女のコにちやほやされたいなら、最初からそういう店に行けばいいのにっ！」


「……言っとくけど、いまのおっさんだけじゃなくて、常連のおばさんなんかも同じこと、言ってたからな」


「っ……」


　その言葉に、アイリはぐっと詰つまって……そんな少女を半眼で見やりつつ、ラウルはあきれたように嘆たん息そくした。


「なんつーかさ……愛あい嬌きようを振ふりまけとまでは言わねえけど、お前ももう少し、愛想よくできないのかよ？　せめて、笑顔くらい……」


「あなた、どうしてそんなに卑ひ屈くつなのよっ!?」


　しかし、そんなラウルの忠告に、アイリは逆に食ってかかる。


「そうやっていつもお客さんにへつらってっ、納得出来ないこと言われてもへらへら愛想笑いして……そういうのっ、情けないと思わないのっ？　店員とお客さんは対等なのよっ！　だから、店員はもっとプライドを持って、堂々とするべきでっ……」


　……そうよ、と、アイリは心の中で断言する。


　お客さんは神様じゃない。店員が人間なら、お客さんだって人間。お金と物を交こう換かんする、対等な関係。だから、べつにこっちだけがことさら、卑屈になる必要なんて──っ！


　なんだか困ったような視線を向けてくるラウルを敵意を込めて睨にらみ返しつつ、アイリは心の中で呟く。……私が憧あこがれるあなたは、そんな風に人に頭を下げるべき人間じゃない。だから、早く自分の間ま違ちがいを認めて、もっと胸を張ってっ……。


「──お前の言いたいこと、すっげえ分かるよ」


　……と。


「……俺だって、なんでこんなに愛想笑いばっかりしてんだろってむなしくなったりとか、そんなの、しょっちゅうだしさ」


　感情のおもむくままにまくしたてた言葉を、あっさり肯こう定ていされて。徹てつ底てい抗こう戦せんの構えを見せていたアイリは思わず、毒気を抜ぬかれてしまう。


　そんなアイリの前で、ラウルはためらうように視線をさまよわせ……やがて、「でも」、と口にした。


「……でもさ、違うんだよ。愛想笑いなんて卑屈だとか、情けないとか、そういうのって、結局は自分の都合で……大事なのは、お客さんへの『気づかい』なんだ」


「『気づかい』……？」


　思わずオウム返しするアイリに頷うなずき、ラウルはどこか遠えん慮りよがちに口を開く。


「店長の受け売りなんだけど……べつに、難しい話じゃない。不ふ機き嫌げんそうな顔と笑顔、自分が向けられるんだったら笑顔の方がいいだろ？　自分の視点で、自分の都合だけ考えるんじゃなく、お客さんの視点で考えてみれば、取るべき行動が分かるっていうかさ……」


　……言いながら、なんだか自分で照れてしまったみたいに。アイリから視線を逸そらしたラウルが、小さく首を振った。


「……ま、正直、俺も完璧にできてる自信ないし、偉そうなこと言える資格はないから、そう強いことは、言えな……」


「……で、でもっ！」


　諭さとすようなラウルの言葉に、アイリはつい、反論してしまう。


「あなたと違って、私はべつにこんな仕事やりたくてやってるわけじゃないものっ！　だから、そこまでする義理なんてっ……」


「でも、お前が目指してるナースだって接客業だろ？　むしろ、余計に笑顔とか必要なんじゃねえか。いい機会だと思って、いまのうちに練習しとけよ」


「そっ、それとこれとは話がっ……」


「それに、お前って、その……お札と、小銭とか……」


「えっ？」


　お札と、小銭──そっけない口調でラウルが呟いた、脈みやく絡らくのない言葉。


　思わず怪け訝げんそうな声をあげるアイリの前で、なんだか気き恥はずかしげに顔を逸らしたまま、ラウルがぼそぼそと言葉を続けた。


「……ほら、お客さんにお釣つり渡わたすときさ、マニュアルでは先にお札で、あとで小銭って順番で返すことになってるけど……お前って、お客さんが小銭入れの方開けてたら、先に小銭から返すようにしてるだろ？」


　その瞬間、アイリは思わず目を丸くする。


「どうして、それ、知って……」


　──それは、アイリが前のお店アマダにいたときからずっと意識して続けてきた、アイリが自分で考え、自分で始めた工夫。


　……けど、いままで誰だれも、気づいてくれた人なんていなかったのに。


　しかし、そんなアイリの反応に、ラウルは逆に不思議そうな顔をして、


「どうして、って……隣となりで見てればフツー、気づくだろ？」


　当たり前みたいな顔で言いながら、ラウルははにかむように頭をかいた。


「……じつは、それ、ちょっといいなって思って、俺も真ま似ねしようと思ったんだけど、難しくってさ……いつもお札と小銭どっちかを返し忘れそうになっちゃうから諦あきらめたんだよ。でも、お前はいつも自然にやってるから、さすがだなって思ってて……」


「っ…………」


　……見てて……くれてたんだ……。


　そう思ったとたん、ふわりと熱を帯びるアイリの頰ほお。胸の中が、なんだかくすぐったいような感じでいっぱいになって……そんな気持ちを誤ご魔ま化かすように、アイリはむっつりした表情で言い訳する。


「あ、当たり前じゃないっ！　小銭入れ開けてるときにお札から返したら、お客さんがしまうの二度手間になって、大変そうだしっ……」


「……ほら。お前だってちゃんとできてるじゃねえか。お客さんの視点で考えること」


「っ…………」


「やっぱ、お前ってほんと『オールＡ』だよな……俺も負けないよう、頑がん張ばらないと」


　思わず言葉に詰まるアイリの前で、ラウルが照れたように笑ってみせた。





　　　　＊　＊　＊




「……ラウルとアイリが一いつ緒しよにいると、なんだか、胸がざわってするんだ」





　──辺りの輪郭を浮かびあがらせるような、夏の海辺の強い日差し。


　はっと我に返ったアイリの目の前で、銀ぎん髪ぱつの少女がうつむいたまま、どこかためらいがちに言葉を紡つむぐ。


「オレ様、アイリのこと好きだし、今度はアイリがラウルにお店のこと教わる番なんだってことも、ちゃんと分かってるし……でも、だめなんだ。ラウルがオレ様だけのラウルじゃなくなっちゃうって思ったら、胸がぎゅってして、じわって、つらい感じがして……アイリの場所にいるのが自分だったら、って、思っちゃって……」


　手のひらをぎゅっと握にぎりしめ、フィノはアイリの前で小さな肩かたを震ふるわせる。


「……それ、なんか、すっごくイヤで。ワガママだし、自分勝手だし、いけないことみたいな気がして、なのに、止まらなくてっ……どうにもならなくってっ……こんな醜みにくいこと考えちゃうの、オレ様が魔人だからなのかなって思ったら、どうしていいか分からなくなって……」


「フィノさん……」





「──ねえ、オレ様だけじゃないの？」





　──まるで、助けを求めるように。


　不意に顔を上げた少女が、ひどく真しん剣けんなまなざしで、アイリをじっと見上げてくる。


「オレ様が魔人だから……悪い存在だからこんな気持ちになるんじゃないの？　アイリも、人間も、こういう気持ちになったりするの？　この気持ちって、悪いことじゃないの？　ねえっ……オレ様は、いったい、どうすればいいのっ……？」


　必死で言い募つのるフィノの、いまにも泣き出しそうな蒼あおい瞳ひとみ。


　──愛とか、恋こいとか、きっとそういう概がい念ねんを知らない魔人の少女。


　そんな少女が、自分が知ってる言葉だけでどうにか説明しようと試みた苦しい想い。それはたぶん、少女が言うとおり、アイリの胸のうちにあるものと同じで……まったく。
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「あなたって、本当に……どうして、そうなのかしらね」


　……やがて。


　あきれたように嘆息するなり、アイリはフィノに向かって手を差さし伸のべ──。


「っっっ！！！！？」


　──そのまま、なだめるように頭を撫なでられて。


　びっくりしたように目をぱちぱちさせるフィノを見下ろしながら、アイリがふっと肩をすくめてみせた。


「なんていうか……魔人と馴なれ合う気はないけど、私が思ってたほどあなたたちと私たちって、違ちがわないのかも」


「え、ど、どういうことっ？」


「……あなたが、ラウル・チェイサーのこと、大好きだってこと」


「えっ……ラウルのこと、大好きだよ？」


　どうしてそんな当たり前のことを聞くんだとでも言わんばかりの表情で。不思議そうに聞き返してくるフィノに苦笑しつつ、アイリは小さく首を振る。


「そうじゃなくってっ……まあ、いいわ」


　──『気づかい』……か。


　……なんだか私、また自分の都合ばかり考えてたなと、アイリは反省してしまう。


　自分の言いたいことばかり言って、相手の気持ちなんて考えなくて……ほんと、気をつけなくちゃ。ラウル・チェイサーに……私のライバルに、負けないように。





　──心の中で呟つぶやくなり、アイリはふと、かたわらのフィノの手を取った。


「……じゃあ、行きましょうか」


「えっ、どこへ行くの？」


「どこへ、って……」


　戸と惑まどうように聞き返してくるフィノに、アイリは逆に意外そうな顔をして、





「……あなた、ラウル・チェイサーと一緒に遊びたいんでしょ？」


「っっっ！！！！！」





　──その言葉を聞いたとたん、顔いっぱいに笑みを浮うかべて。


　うれしそうに頷いたフィノの表情に、アイリまでもがつい、頰をゆるめてしまう。


「……まあ、私も、あの人に謝らないといけないし……って」


　言いながら、なにげなく顔をあげ……その瞬しゆん間かん、驚おどろいたように目を丸くするアイリ。


「あっ、あれってっ……む、むぐっ」


　ほぼ同時に顔をあげるなり、おそらく同じものを目にして……反射的に声をあげようとしたフィノの口を塞ふさいだアイリがやがて、藍あい色いろの目をふっと細めた。


「…………へえ」


　……なんだか、面白そうな顔をして。


　くちびるの端はしをきゅっと持ちあげたアイリが、腕うでの中のフィノにそっと、耳打ちした。




　第四章「そちらのアイテムは法律によって禁じられております」







　ラウルに銃じゆう口こうを向けたソニアは、そのまますっと水平に腕を動かし……次の瞬間、ラウルの頭のすぐ横の岩が、派手な音とともに砕くだけ散る。





「～～～っ！！！！？」





　……瞬しゆん時じに身を捩よじったラウルの頰ほおに、ぱらぱらと降りかかる岩の破片。


　思わず背中を粟あわ立だたせるラウルの前で、岩の窪くぼみと手中の銃とを交こう互ごに眺ながめたソニアが感心したように呟いた。


「へぇ、運動エネルギーを相そう殺さいする《構文塊モジユール》かぁ……これって使うの初めてだけど、この口径で無反動とか、けっこう便利かもー？」


　──って、おい、冗じよう談だんじゃねえぞっっっ！！！！？


　思わず蒼そう白はくになるラウルの前で、ソニアはふたたびラウルに銃口を向け直し、


「ふふっ、というワケでー、おとなしくブレスレットそれ、渡してくれれば、手て荒あらなマネは……って、あーっ！」


　……その瞬間、岩いわ陰かげから飛び出したラウルの姿に、台詞せりふも途と中ちゆうで声をあげた。


「や、やだっ、待ってよぉ、ラウルさんっ！」


「待たねえよっっっ！！！！！」


　……く、くそっ！　やっぱ俺、騙だまされてっ……お、おかしいと思ったんだよっ！！！


　逃にげるラウルのあとを追うように、次々と波間に上がる派手な水しぶき。


　爆ばく音おんに混じって、背後のソニアがじれたように叫さけんだ。


「もうっっっ！　あんまり逃げると、ほんとに当てちゃうかもよーっっっ!?」


「って、どんな脅おどしだよっっっ！！！！？」


　……当てる気はないってことかっ？　必死に逃げながら、ラウルは思考をめぐらせる。


　ソニアさん、いったい何者でっ……でも、平気で違い法ほうアイテム使う相手なんて、どう考えたって丸まる腰ごしじゃ分ぶが悪すぎだろっっっ！！？





　──そもそもが魔人の脅きよう威いに対たい抗こうするため生み出されたマジックアイテム技術は、当然ながら武器にも応用できる。スイッチを入れれば誰だれでも使えるマジックライトのように、スイッチを入れれば誰でも人の命を奪うばえるアイテムだって作れるのだ。


　もちろん、人に危害を加えたり、犯罪に使われるおそれのある機能を持ったアイテムは違法とされ、製造販はん売ばいはもちろん単純所持すら厳きびしく規制されてる。──けど、法の目が届かない世界に蠢うごめくちょっとヤバめの犯ギ罪ヤ組ン織グなんかの間ではひっそり出回ってて、つまり、主おもにそういった筋の人が持つもので……。


　……って、なんで俺、そんなんに巻き込まれてんだよっっっ！！！！？





　とりあえず砂すな浜はまへ戻もどろうと、ラウルは波を蹴け散ちらしつつ画策する。


　機会はいくらでもあったろうに、ソニアが行動を起こしてきたのは人目を避さけるタイミング。平和主義者だかなんだか知らないけど、あまりことを荒あら立だてたくないというのは本当らしい。


　このまま、人目のあるところまで逃げられれば……ってっ!?





　不意に足に絡からみつく、なにかの感かん触しよく。


　足を取られたラウルの身体からだは、あっという間に前のめりになり──。





「っっっ！！！！？」


　派手な水しぶきとともに、思いきり頭から海に倒たおれ込んで。即そく座ざに半身を起こしたラウルは足あし下もとを確認し、転てん倒とうの原因を確認するなり舌を打つ。


　浅あさ瀬せに落ちていたのだろうか。ラウルの両足を封ふうじるように絡みつくのは、なんだかのっぺりとした質感のロープ。


　──くそっ、こんなときにっっっ……！！！！！


　あわてて解ほどこうとするものの、しかし、いくら探してもロープの端は見つからず……って、あれっ!?


「ふふっ……それねぇ、素手で解くのとか、ムリっぽいよー？」


　と、焦あせりながらロープをたぐるラウルの耳に飛び込んでくる、どこか愉たのしげな声。


「そのマジックロープね、食虫植物の蔓つるから見つかった拘こう束そくの《構文塊モジユール》が書かれてて、勝手に相手に巻きついたあとで両りよう端たんがくっついちゃうの。結び目が無いから解けないし、素手じゃ千ち切ぎれないし、ロープを切って構文を壊こわさない限り逃げられないから……ギャングが人ひと質じち捕つかまえたり、拷ごう問もんに使ったりするのに、とーっても便利なアイテムなんだよー？」


「っ…………！」


　微笑ほほえみ混じりに紡つむがれるソニアの解説にぞっとしつつ、ラウルはつい歯がみして、


「ど、どうしてっ、こんなブレスレットを狙ねらってっ……!?」


「ん……しょうがないなぁ。ほんとはヒミツなんだけど……特別に、教えてあげるねー？」


　ひとさし指をかわいらしくあごに当てながら、にっこりと、ソニア。


「違法なアイテムに《遊色石》を組み込むと、魔ま力りよくの変へん換かん効率があがるんだ……それだけの遊色石があれば、ちょっとの魔力で、いっぱい人が殺せちゃうんだよ……？」


「なっ……」


　思わず絶句するラウルの前で、くすくすと笑って、


「だからぁ……それ、大人しく、私に頂ちよう戴だいー？」


　──くっ……！


　ちゃぷちゃぷと近づいて来るソニアの姿に、マジックロープに足を封じられたラウルの心臓がぎりぎりと締しめつけられる。


　……腐くさっても、元勇者志望として。そんなことを聞かされて素直にブレスレットを渡わたすことなんて、出来るわけがなかった。


　けれども、違法アイテムを使うソニアに対抗する手段は魔法しかなく、そのためには魔力伝導性を持つ《基盤ベース》が必要で……金属製のものなんて腕時計の針くらいしか身につけてないし、これじゃとても《魔法回路サーキツト》の《基盤ベース》には……くそっ、ここに剣けんさえあればっ！


「ふふっ、やーっと、追いついたぁ」


　……ついにラウルの上に降ってくる、ソニアの笑い声。


　思わず顔を上げたラウルの前で、魔法銃じゆうを握にぎりしめたソニアが微笑みを浮かべつつ、じっとラウルを見下ろしていて……。





　……その瞬間、不意にラウルの頭に閃ひらめいた、とあるアイデア。


　正直、それはひどくバカげてて、どう考えても無む謀ぼうだったけど、でも……このまま諦あきらめるくらいなら、試してみる価値はある！





　できるだけ、シンプルに……。


　強いまなざしでソニアを睨ねめ上げつつ、ラウルは胸中で呟く。


　そして、できるだけ《回路導線ライン》を太めに……っ！





「ふふっ、ラウルさん、つかまえ──」


「──《起動ブート》っ！」





　ソニアが口を開くと同時に、海面に指をすべらせ……ラウルが叫んだとたんに波間を走る、青白い魔力の光。


　光に覆おおわれた海面は瞬時に膨ぼう張ちようし──次の瞬間、大きく崩くずれた海水の山が、銃を手にしたソニアの上に勢いよく襲おそいかかった。





「なっ……っっっ!?」


「よしっ！！！！！」


　なすすべもなく波に呑まれるソニアの身体。


　その隙すきに、身体を捻ひねるように転がって、ソニアから距きよ離りをとったラウルが手を置いた海面へと、ふたたび意識の手を伸のばす。──……集中しろっ！


「《起動ブート》っ……」


　波の上にちかりと走る閃せん光こう。その瞬間、弾はじけるような音とともにラウルの足を拘束していたマジックロープが千切れ、海中にはらりと落ちる。


　……足首に感じる、ちりっとした痛み……完かん璧ぺきには制せい御ぎよしきれず、少し皮ひ膚ふまで焼いてしまったものの、ま、初めてにしちゃ上出来だ！


　……と。


「……な、なんなのっっっ？」


　ようやく解放されたラウルが身体を起こしたとたん聞こえてくる、呆あつ気けにとられたような少女の声。


「確かに海水は魔力通すけど、でもっ……まさか海面を《基盤ベース》にするなんてっ……」


「……正直、俺も出来るとは思わなかったけど」


　濡ぬれた髪かみからしずくを垂らしつつ呟つぶやくソニアの言葉に、ラウルもつい、同意してしまう。


《魔法回路サーキツト》は《基盤ベース》の上に載のせるものだから、当然、《基盤ベース》が動けば崩れて消しよう滅めつしてしまう。静止水面ならともかく、波立つ液体の表面を《基盤ベース》にするなんてこと、本来ならば考えられない。でも……。


　……もしも、《基盤ベース》が崩れきる前に、魔法を発動させることが出来れば……っ！





　──土ど壇たん場ばのラウルが思いついたのは、『右足が沈しずむ前に左足を踏ふみ出せば水の上を歩くことが出来る』といった種類の、冗談みたいな発想。


　確かに《魔法回路サーキツト》を組む集中力とスピードには自信があったし、多少歪ゆがんでも魔力が通るように《回路導線ライン》をめちゃめちゃ太くしたけど……ま、なんでもやってみるもんだ。


「……ラウルさんって、何者なのっ？」


　魔法銃を片手に、ソニアがまっすぐ、ラウルを見み据すえてくる。


「マジックショップの店員のくせにショックガンは効かないし、なんだかすごい魔法使うしっ……ラウルさんって、いったいっ……」


「俺はっ……」


　探るような、ソニアの視線。


　警けい戒かいするような少女の表情に、一いつ瞬しゆん答えかけたラウルはしかし、首を振ふって、


「……いや。それより、ソニアさんこそいったい何者でっ……」


　魔法という対抗手段を得て精神的優位に立ったことを感じたラウルが逆に、ソニアを問とい詰つめようとした、その時だった。





「……っ!?」


　不意に、顔をあげて。


　片耳に手を触ふれたソニアがさっと顔色を変えるなり、自分の肩かたの辺りに向かって叫ぶ。


「分かったっ……すぐ行くっ！」


「おいっ、どうし……」


　ソニアの豹ひよう変へんに呆気にとられるラウルの前で、不意にこちらを睨め上げた少女は一瞬にして距離を詰め──。


　──反射的に身構えたラウルの腕うでを摑つかむなり、ソニアが強い口調で言い放った。


「ラウルさんっ、一いつ緒しよに来てっっっ!!」


「えっ……って！！！」


　そのまま、戸と惑まどうラウルの返答も聞かずに全力で駆かけ出すソニア。いきなり強く引っぱられ転びそうになったラウルが、あわてて抗こう議ぎの声をあげる。


「って、おいっ、なんだよっっっ！　いったい、どういうことでっ……」


「あなたのお友達が危ないのっっっ！！！」


「はあっ！！？」


「……ああっ、もうっっっ！！！」


　正直、まったく事態が飲み込めず。思わず聞き返したラウルに、ソニアはじれったそうに舌を打って、


「ワケはあとっ！　……ほらっ、急ごっ、ラウルさんっっっ！！！！！」


　ラウルの手を引きながら、少女が苛いら立だたしげに叫さけんだ。





　　　　＊　＊　＊




　──あたりの人混みに、紛まぎれるように。


　そっと背後にまわりこんだふたりは、目配せとともに声をあげる。





「「いらっしゃいませっっっっっ！！！！！」」


「「っっっっっ！！！！！！？」」





　その、瞬しゆん間かん。


　弾はじかれたように振り返ったセアラ店長とバイザー副店長の前で、まんまと奇き襲しゆうに成功したアイリとフィノが楽しげにハイタッチを交かわした。


「なっ……お、お前らっ！！？」


「あらあら」


　思いきり声をうわずらせるバイザー副店長のとなりで、悠ゆう然ぜんと微笑むセアラ店長。


「アイリさん、フィノちゃん、探してたんですよー？」


「はぐれちゃってすみませんでした、店長」


　セアラ店長に謝罪しつつ、アイリはにっこりと笑って、


「なんだかおふたりの邪じや魔ましちゃったみたいで申し訳ありません。私たちは別行動しますので、どうぞ、ごゆっくり……」


「あ、アイリ君っっっ！」


　冷やかすようなアイリの言葉に、副店長があわてたように声をあげた。


「そ、そーいう風に大人をからかうのは、よくないとっ……」


「そうですよ、アイリさん」


　アイリをたしなめる副店長の言葉に、店長も同意するように頷うなずいて、


「バイザーくんとふたりじゃ、間が持たないし……」


「えっ」


　……店長のさりげないマジレスに、ショックを受けて固まる副店長。


　穏おだやかに微笑ほほえみながら、セアラ店長はアイリとフィノに向かって口を開いた。


「せっかく、お店のみんなが集まったんだから、みんなで、一緒に……」


　しかし、セアラ店長の言葉が、最後まで紡つむがれることはなく──。





「────動くな」


　──低い、男の声とともに。


　セアラ店長の白い頰ほおに、とつぜん、銃じゆう口こうが押し当てられた。





「「「店長っっっ！！！！！」」」


　反射的に身構えるマジックショップ・レオン王都店のスタッフたち。


　砂すな浜はまに悲鳴が響ひびき渡わたり、周囲にいた人々があわてたように逃にげ出して……たちまちのうちにがらんとした砂浜には彼らと、セアラ店長に銃をつきつける男だけが残される。


　──砂のような色をした髪と、灰色のサングラス。


　店長を人ひと質じちに取ったその男は、いまにも飛びかかりそうな王都店のスタッフたちの顔を一いち瞥べつするなり、牽けん制せいするように口を開いた。


「動くと、この女の顔に穴が開くぞ？」


「……あなたは」


　銃口を向けられながらも、セアラ店長はいつもと同じ落ち着いた声こわ音ねで、


「あなたは、一体、何者で……っ！」


「──ブレスレットを出せ」


　その言葉を遮さえぎるように、店長の腕をねじ上げた男が、顔を歪める少女に要求した。


「さっきのミスコンの賞品だ。優勝者のお前が持ってることは分かって……」


「ブレスレットなら、もうっ……人に、あげちゃいましたっ……」


　その言葉を聞いた瞬間、砂色の髪の男は苦々しげに舌を打ち、


「……どこの、誰だれにっ!?」


「ふふっ……悪い人にはっ……教えられませんっ……！」


　苛さいなむように、ぎりぎりと。力任せに腕をねじられながら、しかし、セアラ店長は気き丈じように微笑みながらうそぶいてみせる。


「……どうやら、自分の立場が分かってねえみたいだな」


　……やがて、あきれたように呟いて。


　ふと腕の力を緩ゆるめた男は、突つきつけた銃口でセアラ店長の髪をかきあげ……あらわになった耳へと、あらためて銃を向け直した。


「って、おいっ、やめろっっっ！！！」


「「店長っっっ！！！」」


　思わず声をあげたスタッフたちを一瞥し、男はわざとらしく首を振る。


「……せっかくの美人なのに、もったいねえ」


　なんだか残念そうな口ぶりで呟きながら、男は引き金へと、指をかけ──。





　──次の、瞬間。


　砂浜の一角に、鋭するどい銃じゆう声せいが響き渡った。





「なっ……!?」


　セアラ店長につきつけた銃を弾き飛ばされ、戸惑うような声をあげる砂色の髪の男。


「──そ、そこまでですっっっ!!」


　なんだか、ひどく緊きん張ちようしたような声。その場の人々がいっせいに向けた視線の先に、震ふるえる両手で銃を構えた、ひとりの女性がたたずんでいて──。


「あっ」


　──真っ黒なくせっ毛のショートカット。どこか気弱そうな彼女の顔を見たとたん、フィノが目を丸くする。


「あれって、ミスコンの司会やってたおねえさんっ……」


「て、手を挙げなさいっっっ！」


　うわずった声をあげつつ砂色の髪の男ににじり寄る、銃を構えた女性。


　追いつめられた男は不意に、セアラ店長を人質にしたまま、懐ふところからなにかを取り出した。





　──冷たい質感を帯びた、鈍にび色いろのリング。


　男の手の中、金属製のリングの一部はにわかに解ほどけて広がり、それを首に押し当てられた瞬間、セアラ店長が琥こ珀はく色いろの目を大きく見開いて──。


「……っ!?」


　まるで、糸が切れたみたいに。


　ぐったりと目を閉じたセアラ店長の身体からだが、砂の上へと崩くずれ落ちた。





「「「店長っ！！！！！」」」





　重なるように、レオンのスタッフたちの悲鳴。


　その瞬間、反射的に飛び出した副店長が、砂色の髪の男へと摑みかかる。


「てめえっ、よくも店長をっっっ！！！！！」


　怒いかりに任せて男の胸むなぐらを摑むなり、その顔を殴なぐりつけようとする副店長。……しかし、その拳こぶしが触ふれるより先に、無防備なみぞおちをえぐるような男の一いち撃げきが、副店長の身体に深くめり込んだ。
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「ぐっ……」


　息を詰つまらせ、腹部を抱かかえ込むようにして苦しげに膝ひざを折る副店長。


　思わず、フィノとアイリが飛び出そうとした、その時だった。





「おい────っ！！！！！」





　──少女たちの耳に飛び込んでくる、聞き覚えのある声。


　息せき切ってその場に駆け込んできた人ひと影かげへと顔を向け……その瞬間、ふたりの少女はほぼ同時に声をあげた。





「ラウルっっっ！！！！！」


「ラウル・チェイサーっっっ！！！！！」





　　　　＊　＊　＊




「ちょっ、いったいどうなってっ……って、店長っ！！？　副店長っ！！！」


　力なく倒たおれるセアラ店長と、その傍そばで身体を折って悶もん絶ぜつするバイザー副店長……そんなふたりの前で冷笑する砂色の髪の男の姿を認めるなり、ラウルはぎりと奥歯を嚙かむ。


「お前が、店長たちをっっっ……！！！」


　フィノとアイリを背中にかばうようにすべり込み、強い視線で男を睨ねめつけるラウル……あとに続くソニアが、セアラ店長の首に嵌はめられたリングを目にするなり息を呑んだ。


「……っ、意識遮断ブレーカーリングっ…………」


「……ほう。よく、うちの新商品を知ってるな？」


　苦々しげに呟つぶやくソニアの前で、男が感心したように口の端はを持ちあげる。


「こいつはショックガンの進化形でな？　首輪が嵌まってる限り、この女のブレーカーは落ちたまま。外すことが出来るのはこの、首輪とセットで造られた《魔法鍵マジツク・キイ》だけで……人質の輸送なんかに重ちよう宝ほうそうだろ？」


　男の手の中で、見せびらかすように揺ゆらされる小さな《鍵かぎ》……それを見やるなり、ソニアが怒おこったように声を荒あらげた。


「ログっ！　あなたがついてながらあんなモノ着けさせちゃうなんてっっっ！！？」


「す、すみませんっ……!!」


　ソニアの叱しつ責せきに、最初に銃を撃うった黒くろ髪かみの女性がおろおろしながら頭を下げ……ややあって、悔くやしげにくちびるを嚙んでいたソニアが不意に、口を開く。


「……ラウルさん。ミスコンのブレスレット、あいつに渡して……？」


「へっ……」


　うむを言わさぬ、強い口調。思わず動どう揺ようするラウルの前で、男の表情がわずかに動いた。


「くくっ……ずいぶん話が早いじゃねえか。もしかして、あんた、捜査官エージエントで……」


「あなたの《鍵》と交こう換かんで、文句ないよね？」


　男の言葉を遮るようにきっぱりと言い放ち、ソニアがラウルへと視線を向ける。


「ラウルさん、早くっ！」


「で、でもっ、これはっ…………」


　──それだけの遊ゆう色しよく石せきがあれば、ちょっとの魔ま力りよくで、いっぱい人が殺せちゃうんだよ……？


　ラウルの脳のう裏りを過よぎる、先ほどのソニアの台詞せりふ。いくらなんでも、そんなものを渡すわけにはっ……でもっ。


「セアラさんを助ける方法、他にないんだよっっっ！！？」


　ためらうラウルに向けて叫さけぶ、ソニアの真しん剣けんな声。


　視界の端はしでぐったりと倒れるセアラ店長の、血の気の失うせた頰……。





　……ややあって。


　ラウルは決心したように、左手首のブレスレットへと手を伸のばした。





　ラウルが投げたブレスレットを受け取るなり、指を捻ひねりながら「《展開オープン》」と唱えて、


「……おかしな細工はなさそうだな。よし、確かに」


　満足げに呟いた男はブレスレットを懐にしまい……思わず、ラウルは声を荒げる。


「おいっ！　早く店長の《鍵》をっ……」


「……まあ、落ち着けよ」


　焦あせったようなラウルの言葉に喉のどをくくっと鳴らし、もったいぶった手つきで、ブレスレットの代わりに懐からなにかを摑つかみ出す男。


「《鍵》は……祭りが終わったら渡してやるよ──」


「っっっ！！！！？」


《鍵》の代わりに男が取りだしたのは、小さなガラス玉。


　はっと身構えたラウルの前で、それは、にわかに光を帯び……。





　あっという間に視界を灼やき尽つくす、圧あつ倒とう的てきな光量。


　網もう膜まくを貫つらぬくような輝かがやきに反射的に目をつぶって、まぶたではとうてい防ぎきれないことに気づいたラウルはあわてて腕うでを掲かかげたものの、間に合わず──。





　──やがて、光が消え。


　ラウルの視力が回復したときには、もう、砂色の髪をした男の姿は消えていた。





　　　　＊　＊　＊




「──あらためまして。私は違い法ほうマジックアイテム捜査官エージエント、特別捜そう査さ班はん長のソニア・マジックゲートで……こっちが、部下のログ・ファイアウォール」


「違法マジックアイテム捜査官エージエントっっっ！！！！？」


　……って、それ、魔ま法ほう科学技術省の超ちようエリートじゃねえかっ!?


「……んー……今回は本当に、申し訳なかったですぅ……」


　思わず声をあげるラウルの前で、ばつの悪そうな顔をしたソニアが、気弱そうな年上の女性とともに頭を下げた。





　──近年、国中で増加の一いつ途とをたどる違法アイテム犯罪。


　もともと、裏で出回っていた違法アイテムは素人しろうとが見よう見まねで《単純模倣コピペ》したような粗そ雑ざつな物が多く、単純で機能も大したことはなかったものの……ここ最近、いままで無かったような高品質、高性能な違法アイテムが出回り始めているのだという。


「──それで、押収された新種の違法アイテム調べてたら、その中に《遊ゆう色しよく石せき》が組み込まれてるコトが分かったのー」


　意識を失って横たわるセアラ店長と、腹を押さえたまま苦しげにうずくまるバイザー副店長。そんなふたりを囲む、レオンのスタッフたち……彼らの前で、眉まゆ根ねを寄せたソニアが事情を説明する。


「遊色石って希少すぎて市場にもめったに出回らないから、仕入れが大変だろうと思ってねー？　ログに調べさせたら案の定、ここ数ヶ月で遊色石がらみの窃せつ盗とう事件が立て続けに起こってて……それで、極秘で囮おとり捜査をすることにしたの」


「「囮捜査っっっ！！？」」


　思わず声を揃そろえるラウルとアイリの前で、あっさり頷うなずくソニア。


「光冠祭のミスコンは大きなイベントだし、賞品が遊色石だって大々的に告知すれば、問題の新型違法アイテム造ってる犯人が見み逃のがすハズはない、って……」


「なによそれっ！　危険すぎるじゃないっ！」


「んー……でも、他に方法も無かったし、危険なアイテムをばらまいてる犯人、このままほっとくわけにはいかないもん」


　抗こう議ぎするアイリに向かって、ソニアは小さく首を振ふり、


「それに、いちおう私もアイテムで武装して、司会のログと一いつ緒しよに万が一には備えてたし……でもね、もともと大勢の人が集まってるミスコン中に仕し掛かけてくるコトはないと踏ふんでたんだー。犯人はきっと、大会後に優勝者を狙ねらってくるハズって……」


「って！　あなた、最初から優勝者を囮にするつもりだったのっ!?」


「それで、関係ないセアラ店長をっ……！」


　その瞬しゆん間かん、思わずいきり立ったラウルとアイリの前で、ソニアは額に手を押し当てて、





「……だから、私が優勝して、囮になる予定だったのー」





　……なんだか困ったように、深々と嘆たん息そくした。


「私が優勝して遊色石を持ってることアピールして、犯人が近づいてきたとこを捕つかまえて……狙われるのはあくまで私だけって、そーいう計画で……」


「で、でも、それならどうしてセアラ店長が優勝しちゃったのよっ!?　大会に口利ききして、あなたが優勝することになってたんじゃないのっ？」


「え……」


　しかし、アイリの指し摘てきに、ソニアはなんだか不思議そうに目を丸くする。


「私、口利きなんてしてないよー？　私たちがやったのは、匿とく名めいで賞品の遊色石を提供したことと、司会者としてログをもぐり込ませたことだけ。大会の実行委員だって誰だれも、今回の囮捜査のコトは知らないし……」


「で、でも、それならあなた、どうやって優勝するつもりでっ……」


「どうやって、って……ミスコンなんて、私が優勝するに決まってるでしょー？　小細工する必要なんて、どこにあるのー？」


　……まるっきり悪びれた様子のない口調で、あっけらかんと言い放つソニア。


　その瞬間、思わず言葉を失ってしまったアイリの前で、眉まゆをひそめたソニアがなんだか悔しげにため息をついた。


「……まあ、でも、結局、セアラさんには負けちゃったんだけど……んー、さすがにアレは計算外だったなあ。私もまだまだっていうか、もう少し、攻せめるべきだったかも……」


　いや、確かにセアラ店長が余計なことしなけりゃ、ソニアさんが勝ってたんだろうけど……思わず、ラウルは胸中で呟いてしまう。このコ、すげえ自信家っていうか、なんかちょっとズレてるっていうか……。


「……まあ、そんなワケでセアラさんが優勝しちゃったから、こっちとしてもセアラさんを囮にするしかなくなっちゃって……なのに、肝かん心じんのブレスレットはラウルさんのとこに行っちゃったから、犯人が気づく前に、そっちを回収しなきゃいけなくなって……」


「でも、それならそうと、言ってくれればすぐ渡わたしたのにっ！　平気で違法アイテム使って無理やり奪うばおうとするから俺っ、てっきり、ソニアさんが悪い人なのかとっ……」


「……ごめんなさい、ラウルさん」


　と、不意にラウルの手を取ったソニアが、言い募つのる少年の顔を覗のぞき込んでくる。


「囮捜査は極秘だったし、できるだけ手て荒あらなコトしたくなかったから、キスした隙すきにブレスレット奪っちゃえばすぐに片が付くと思って……でも、うまく行かなかったから私、ああするしかなくてっ……違法アイテム捜査官私たちは捜査のためなら押収した違法アイテム使っていいことになってるから、ちょっとそれで脅おどせばいいかな、って……」


「っ…………」


「ほんと、悪気はなかったの……ねえ、信じて……っ？」


　潤うるんだ瞳ひとみでラウルを見つめつつ、甘えるような声で訴うつたえてくるソニア。


　そっと取られたラウルの手はいつの間にか、直視しがたい谷間を作る少女の胸に押し当てられていて……って、こ、こんな風に謝られたら怒おこるものも怒れないじゃねえかっっっ！


　不意に、ソニアとキスしたことを思い出し……ついでにその感かん触しよくまで蘇よみがえってしまったラウルはつい、頰ほおを赤くしてしまう。


　……と。


「じゃあ、ソニアさんって、ラウルの『カノジョ』じゃないんだ……」


　それまで黙だまって話を聞いていたフィノがふと声をあげるなり、アイリを見上げて、


「よかったね、アイリ？」


「えっ……」


　その言葉に、一いつ瞬しゆん、きょとんとし……すぐに耳まで真っ赤になったアイリが、かたわらのフィノの肩かたを勢いよく摑んだ。


「って、ななななに言ってるのよっっっ!?」


「えっ、だって、アイリは……」


「あ、あれはあなたが勝手に言ってただけじゃないっ！　私はひとことも肯こう定ていなんてしてないしっ！！！　……ったくっ、これだから魔ま人じんはっ……」


「……魔人？」


「あ、いやっ、こいつのあだ名みたいなもんでっ……」


　アイリのぎりぎりな発言に、ラウルはあわててフォローを入れ……と、ソニアのかたわらで、彼女の部下の地味な女性が、おずおずと口を開いた。


「ソニアさん……これから、どうしましょうか？」


「んー……」


　ためらいがちな部下の言葉に、ソニアが困ったように髪かみをかきあげる。


「……セアラさんのこともあるし、遊色石取られちゃったのも痛いし、ほんとなら、いますぐにでも追いかけたいトコだけど、手がかり無いし……ここはいったん庁舎に戻もどって、犯人の顔と声で指名手配掛かけるしか……」


　──と。


「──手がかりなら、あるぞ……」


　ソニアの声を聞きつけたか。セアラ店長のかたわらで痛みを堪こらえるように背を丸めていたバイザー副店長が不意に、口を開いて、





「さっき、あいつに摑みかかったとき……おれの社員章、あいつの服の中に、放り込んでやったんだっ……」





　──その、瞬間。


「副店長、さすがっっっ!!」


「副店長っ、カッコいいっっっ！！！」


　ふたり同時に目を輝かせたラウルとフィノが、揃って歓かん声せいをあげた。





「ちょ、どういうことっ……」


　事情が飲み込めずぽかんとするアイリの前で、副店長はうめき声とともに身を起こし、


「っ……、フィノ君、社員章、貸しなさいっ……」


「うんっ！」


　副店長の指示に大きく頷いたフィノが、即そく座ざに水着の裾すそから社員章を取り外す。


　──レオスタッド商会のロゴマークが刻まれた、小さな金属製のバッジ……フィノからそれを受け取るなり「《展開オープン》」と呟つぶやいて、副店長は《魔法領域》を開いた社員章を、ソニアに向かって差し出した。


「ソニアさん……これで、追えますか……？」


「えっ……？」


　とうとつにつきつけられたアイテムに、ソニアは怪け訝げんな顔をし……しかし、そこに書かれた構文に目を通したとたん、はっと息を呑む。


「これっ……これと同じモノ、あいつにつけたってコトっ!?」


「そ、ソニアさん、いったい、どうし……」


「これっ、発信器になってて……わあっ、手持ちの受信器の構文をちょっと書き換かえてあげれば、すぐにでも、あいつを追えるよ──っ!?」


　言い放つなり、ソニアは副店長から渡された社員章を大事そうに握にぎりしめ、


「ログっ、セアラさんたちをお願いっ──！！！」


「って、おいっ、待てよっ！！！　まさか、ひとりで行く気かっ！！！！？」


　言い放つなり駆かけ出そうとしたソニアの腕うでを摑つかみ、ラウルは思わず叫さけんだ。


「いくら捜査官エージエントだからって、あんなやつ相手にソニアさんひとりじゃ危険すぎるっ！　俺も一緒にっ……」


「──…………」


　……と。強い口調で言い募るラウルを振り返るなり、アッシュグレイのまなざしを向けたソニアが、くちびるを開いて──。





「ラウルさんっ、手伝ってくれるのっっっ！！？」


「へっ？」


「わあっ……ラウルさんが一緒に来てくれれば、百人力だよーっ！！？」





　……思わず聞き返したラウルの両手を握りしめ、ソニアがうれしそうに微笑ほほえんだ。


「なんかよくわかんないけど、ラウルさんすっごく強いしーっ、ほんとはお願いしたかったんだけど、言い出せなくてっ……ほら、これ以上一いつ般ぱん人巻き込むワケにはいかないし、騙だましたりとかひどいことしちゃって、私にそんな資格ないし、でもっ……ふふっ、やっぱり、ラウルさんってやさしいねー……っ？」


　なんだか感動したように大きな瞳を潤ませつつ、すっと顔を寄せてくるソニア。……至し近きん距きよ離りから向けられる熱っぽい視線に、あわてたラウルは声をうわずらせてしまう。


「って！　お、俺はただっ、セアラ店長を助けたくってっ……」


「うんうん、わかるよー？　相手がどんなやつかも分からないのに、仲間を助けるために危険に立ち向かうなんて、ラウルさん、カッコいいかも……」


　ラウルの手をとったまま、ソニアはうっとりしたように呟いて……と。


「ちょっと、私たちも一いつ緒しよに行くわよっ！！！」


「オレ様も、セアラ店長を助けたいっ！！！」


　不意に割り込んできたアイリとフィノのふたりを一いち瞥べつするなり、ソニアはなんだか不ふ機き嫌げんそうに大きな目をすがめる。


「……えー、べつに、あなたたちまでついてこなくてもいいのに」


「なっ……あのねえっ！　私たちだって店長を助けたいのっ！　あなたなんかに任せておけるもんですかっ！！！」


「でも、ラウルさんみたいに強いならともかく、フツーの人じゃ危険だよー？　あなたたち、なにか特技とかあったりするのー？」


「……って、あなた、私たちの自己ＰＲ見てなかったわけっ!?」


「んー……だって、興味ないしー……」


「なっ……」


　その瞬しゆん間かん、思わず絶句したアイリの前で、ソニアはぶっきらぼうに肩をすくめ、


「……まあ、気持ちはわかるし、どうしてもっていうなら、しょうがないけど……くれぐれも、足だけは引っぱらないでよねー？」


　言い募るアイリをどうでも良さそうにあしらいつつ、不意に、ソニアはラウルの腕にしがみついた。


「っっっ！！！！？」


「……さっ、ラウルさんっ、行こーっ？」


　ラウルの二の腕にぐいぐいと押し当てられる、水着越ごしのソニアの胸。


　剝むき出しの首筋をくすぐる吐と息いきに、ラウルは思わずびくっとし……そんなふたりを見つめながら、フィノがぽつりと口を開く。


「ラウルとソニアさん、なんか、仲良さそう……」


「ちょ、あ、あんまりくっつかないでよっ！！！」


「んー……」


　なんだか羨うらやましげに洩もらすフィノのかたわらで、アイリが思わず声を荒あらげ……そんな少女を、ラウルの腕に抱だきついたままのソニアがなんだか面めん倒どうくさげに見やった。


「……でも、ラウルさんもまんざらでもなさそうな顔、してるけどー？」


「なっ……あ、あなたっ、これから店長を助けに行くってときに！　見損なったわ、ラウル・チェイサーっ！！！」


「ち、ちがっ、これは無理やりっ……は、離はなれてくださいソニアさんっっっ！」


「えーっ……寂さびしいなあっ……」


　って、な、なんなんだよっ、この微び妙みように険悪な空気っ!?


　しぶしぶ腕を解ほどくソニアと、なぜかすっかり気け色しきばんだ様子のアイリを見やりつつ、なんとなく前ぜん途と多難な予感を覚えたラウルはつい、嘆たん息そくした。




　第五章「突とつ撃げき！　となりの違い法ほうアイテム工こう房ぼうと『光冠祭』の夜」







「──じゃあ、行くよー？」


　互たがいに目配せし、頷うなずきあって。目の前のドアを押し開けるなり、ソニアが手にした魔ま法ほう銃じゆうの先を薄うす暗ぐらい室内へと向けた。


　……けれど、廃はい屋おくの中に人の気配は無く……おずおずと中を覗のぞき込んだラウルが、拍ひよう子し抜ぬけしたように口を開く。


「……ソニアさん、ほんとに、ここで合ってるんですか？」


「う、うん……間ま違ちがい、ないはずなんだけど……」


　いまいち自信なさそうに答えつつ、ソニアが困ったように目を瞬しばたたかせた。





　──シンルリアン海岸中央部から一キロ以上も離れた、先ほどラウルとソニアが訪れた砂すな浜はまのもう少し先にある、小さな入いり江え。


　狭せまい砂浜の奥まった場所、背後の山に埋うもれるようにして建てられたその建物はおそらく、もともとは海水浴客のためにでも作られたのだろう。しかし、海岸浸しん食しよくが進んだいまではすっかり、うち捨てられていた。


　窓まど枠わくにこびり付くように残る、砂にまみれて灰色になったガラスの残ざん骸がい。ところどころ腐くさり落ちた床ゆか板いたと、壁かべ際ぎわにひっくり返った壊こわれた椅い子す……歪ゆがんだ壁かべの隙すき間まのそこかしこからは陽光が差し入り、とても人が潜ひそんでいるようには見えない。


　……と。


「この建物、なんか古くてカッコいいっ！！！！！」


　なんだか興奮したような声とともに、ラウルの後ろから中の様子をうかがっていたフィノが飛び込んで来て──。


「っておいっ、フィノっ、危なっ……」


「あっ……!?」


　──……案の定。


「ら、ラウルうううっ…………」


　ものすごく痛そうな音を立てて転んだフィノが、ラウルの足あし下もとで情けない声を出した。


「……ったく。大だい丈じよう夫ぶかよっ……」


　と、あきれたように手を伸のばしたラウルの前で、ささくれだった床板の上にぺたんと尻しり餅もちをついたフィノが不意に、目を丸くする。


「ねえ、ラウルっ……ここっ、蓋ふたみたいになってるっ……！」


「へっ？」


　その指し摘てきにまじまじと目をこらせば、確かに、フィノが指さす床ゆかの上に、うっすらとした四角い輪りん郭かくが浮うかび上がっていて……。


「これっ、地下室のっ……！」


「わあっ、ラウルさんっ、すごーいっ！」


　ラウルが思わず呟つぶやくなり、ソニアが歓かん声せいをあげた。





　──部屋のちょうど中央辺りの床に設しつらえられた、地下室への出入り口。部屋の中が暗かったせいでちょっと見には分からなかったものの、どうやらフィノがつまずいたのは、その蓋の取っ手の部分らしい。


　床に膝ひざをついたラウルが重い蓋を持ちあげると、軋きしむような音とともに階段が姿を現し……まるで暗くら闇やみに没ぼつするような通路をラウルの肩かた越ごしに覗き込んだアイリが、目をすがめながら独りごちた。


「さすがに、ちょっと暗いわね……」


「ん……ちょっと待っててっー？」


　その声を聞くなり、床に落ちていたガラスの破片を拾い上げて。表面の埃ほこりを払はらいながら「《展開オープン》」と呟いたソニアが、ガラス片の魔ま法ほう領域にさらさらと構文を書き込んでいく。


「《実ラ行ン》っ……」


　ソニアが唱えたとたんに光り出す、ガラスの欠片かけら──感動したようにため息を洩もらすフィノの隣となりで、ラウルが思わず独りごちた。


「……なんか、マジックライトとか買うの、馬ば鹿からしくなるな」


「ふふっ、でも、あくまで間に合わせだよー？　さすがにこの形だと配光角度も微妙だし、ないよりはマシってくらいに思って……」


「あっ、ソニアさんの顔、カッコいいっ！」


「あれ……ソニアさん、いつの間にゴーグル、下ろしたんですか？」


　と、フィノの声につられたように顔を上げ、ラウルもはじめて、それに気づく。


「ああ、これ？　これね、《魔法領域》が見えるゴーグルなんだー」


　ラウルの問いに、ソニアはちょっと得意げにゴーグルをこつんと叩たたいて、


「なんたって、相手はマジックアイテムのプロだからねー？　どんなマジックアイテム使ってくるか分かんないし、ヘタしたら、建物自体がマジックアイテム化されてても、おかしくないし……」


「た、建物自体がマジックアイテム化っ？」


「いまのとこ、大丈夫みたいだけど……念のため、私から先に降りるねー？」


　──な、なんか、思ったより危険なのかも。


　しれっと言い放つソニアの言葉に、ラウルはあらためて、気を引き締しめた。





「たぶんあいつが中にいるはずだから、みんな、注意してね……？」


　くちびるに指をあてて一同の顔を見み渡わたしたあと、明かりを手にしたソニアが床の穴をくぐる。


　急きゆう勾こう配ばいの狭い階段。ひやりとした空気に、緊きん張ちようがいやがうえにも高まって──。


「っっっ！！！！？」


　不意に、ラウルの背後から響ひびく大きな音。声にならないような悲鳴とともに、階段の上からなにかが勢いよく、ぶつかるように転がり落ちてきて、


「っ!?」


「うわっっっ！」


「きゃっっっ!!」


　階段から足を踏み外した四人はもつれるように、心の準備をする間もなく、暗い部屋の中へと飛び込んでしまう。





「っ痛……」


　思わずうめくラウルの手のひらの下に、むにゅっとしたやわらかい感かん触しよく。


　ふわりとただよう香かおりにどきりとし、我に返ったラウルはあわてて飛び起きる。


　──い、いまのはたぶんっ、ソニアさんのっ……。


「な、なんなのっ？　び、びっくりしたあっ……」


「ご、ごめんなさい……」


　戸と惑まどうようなソニアの呟きに答えるように、階段の方から、気まずそうな声。


「扉とびら閉しめようとしたら手、挟はさんじゃって……」


「……『オールＡ』」


　……どうやら、足をすべらせたのは彼女らしい。


　暗闇の中、ラウルが思わず呟くと、フィノがなにかに気づいたみたいに声をあげた。


「あっ……入り口の壁のとこに、明かりのスイッチがあるっ……」


　人間よりも鋭するどい五感を持つ魔人の少女には、鼻をつままれても分からないようなこの部屋でも、辺りの様子が把は握あく出来るらしい。


　闇に閉ざされた視界の奥で、明かりをつけようとしたフィノが、にわかに立ち上がる気配がし──と。


「待って！」


　不意に、ラウルの隣から、あわてたようなソニアの声。


「この部屋っ、なにかの構文がっ……」


「えっ？」


　怪け訝げんそうなフィノの声とほぼ同時に、かちりとスイッチの入る音。


　小部屋にぱっと明かりが灯った、その瞬間。


　ラウルの身体から、ふわりと力が抜ぬける感じがして……。





「……………っ!?」


　まるで糸が切れたようにラウルの周囲で次々と崩くずれ落ちる、少女たちの身体。


　手足から力が抜け、意識が揺ゆらぎ……覚えのあるその感覚に、ラウルは思わず舌を打つ。


　これっ……まさか、部屋全体がショックガンになってるのかよっ！！！！？





　──体感的には、おそらく先ほどソニアから受けた５０００Ａアンペイルのそれより大きな出力。


　限界ぎりぎりの高出力でみるみる奪うばわれていく魔力に遠のきそうになる意識を必死でつなぎ止めつつ、ラウルは階段の脇わきの壁に見える、フィノが入れたと思おぼしきスイッチを切ろうとする。


　……けれども。


「くそっ……！」


　差し伸べたその指先が、もう少しで触ふれるというところで……ラウルの意識の《ブレーカー》が、ぷつりと落ちた。





　　　　＊　＊　＊




　腕うでと背中に当たる固さと、手首に食い込むきつい感触。鼻からもぐり込む、土と埃とカビと潮の匂においが混じったようなよどんだ空気……。


　……はっと目を開けた瞬間、ラウルのかたわらから声が聞こえた。


「ラウルっっっ！」


「っ……!?」


「良かったっ……ラウルだけ、なかなか目、覚まさなかったからっ」


　ラウルの隣で、なんだかほっとしたような表情を見せるフィノ──その姿を見やるなり、ラウルは思わず自分の身体を見下ろした。


　……かたわらのフィノと同じように、木製の椅子に縛しばりつけられた身体。その向こうには、同じように縛られたアイリとソニアの姿があって……心臓がきりきりするのを感じつつ、ラウルは悔くやしげに呟いた。


「……捕つかまっちまったのかよ」





　──そこは、先ほどとは違ちがう部屋だった。


　コンクリートで固められた剝むき出しの壁。傷だらけの作業机や床のそこら中に散乱するなにかの部品や工具の類たぐいを眺ながめつつ、ラウルはおずおずと口を開く。


「……ソニアさん、なんか……ほんと、すみません」


　……この状じよう況きように至るまでにアイリとフィノが放った奇き跡せき的な連係プレイ。


　気まずげに目を伏ふせる後こう輩はいたちの前でラウルが謝罪すると、ソニアは小さく頭を振ふった。


「ううん、ラウルさんは悪くないよー？　……まあ、そっちのふたりは、ちょっとすごいこと、してくれちゃったけど……」


「ご、ごめんなさいっ……」


「わ、私も、ほんとっ……」


「……べつに、気にしてないよー？」


　ラウルに続くように謝るふたりの少女を一いち瞥べつし、ソニアは嘆たん息そくする。


「あなたたちがついてくるのをＯＫしたのは私だし、私がもっと早く気づいてれば……」


　と、言いかけたソニアの言葉を遮さえぎるように、工こう房ぼうの奥のドアがぎぃと開く。


「やっと、全員目覚めたようだな……」


「────────っ！」


　男の顔を目にしたとたん、ラウルはぎりぎりと奥歯を嚙かみしめた。





　錆さびだらけの鉄のドアの向こうから現れたのは、セアラ店長に首輪を嵌はめて《鍵かぎ》を持ち去った、砂色の髪かみの男。


　先ほどかけていたサングラスは、いまはなく……鷹おう揚ような笑みを浮かべつつ、男は部屋の中に歩み入ってくる。


「荒あらっぽい出で迎むかえですまんな。なにせ、お客さんは初めてなもんでね？　しかも、違い法ほうアイテム捜査官エージエントとは……」


「捜査官エージエントは私だけだよっっっ！！？」


　と、男の言葉を聞くなり、ソニアが強い口調で声をあげ、


「私以外の人たちは、ちょっと一いつ緒しよについてきちゃっただけで、うちとはカンケーないのっ……あなたの邪じや魔まとかさせないから、無事に帰してあげてっ！！？」


「「っ…………」」


「ソニアさんっ……」


「ねえ、お願いっ……私はどうなってもいいからっ、この人たちだけはっ……！」


　それまでの、どこか軽薄な態度はどこへやら。真しん剣けんなまなざしで男を睨ねめつけて必死に嘆たん願がんするソニアの姿に、ラウルは思わず目をすがめてしまう。


　──くそっ、無理やりついてきた俺たちのせいで、こんなことになっちまったのに……！


「……ああ、さっき首輪ブレーカーリングを嵌めてやった女の連れか」


　しかし、男はどうでもよさそうに呟つぶやきながら、肩かたをすくめ、


「まあ、どっちにせよ、俺の顔を見られた以上はもう、ただじゃあ帰せねえな」


「っ…………」


　悔しさに満ちたまなざしを向けるラウルたちの前で、傍そばにあった椅い子すを引き寄せた男が、後ろ向きに座りながら背もたれに腕を載のせ目を細めた。


「──さて、と。これを作ったのは、誰だれなんだ？」


　言いながら男がつまみ出したのは、ロゴマークの刻まれた小さな金属バッジ──副店長が男の服にしのばせた、レオスタッド商会うちの会社の社員章。


　親指とひとさし指の間でそれを弄もてあそびつつ、男が口を開く。


「お前ら、これを追って来たんだろ？　いったいいつの間に放り込んだか知らねえが、《展開オープン》して驚おどろいたぜ。このサイズにこれだけの構文を収めるなんざ、たいしたウデだ……もし良けりゃ、うちにスカウトしてやってもいいぜ？」


「……す、スカウトっ!?」


　思わずオウム返ししたラウルの前で頷うなずいてみせる、砂色の髪の男。


「俺の工房じゃ、ちっと大きなプロジェクト抱かかえててな……人手不足で困ってんだよ。違法アイテム捜査官エージエントだか一いつ般ぱん人だかはしらねえが、たぶん、お前らの稼かせぎが馬ば鹿からしくなるくらい、ヤバい金になるぜ？」


「あなたの目的、いったいなんなのっ？」


　……と。不意に、悔しげに黙だまり込んでいたソニアが声を荒げた。


「あなたが作ったマジックアイテムって、とってもオリジナリティあるし、構文も機構も違法アイテムとは思えないくらいしっかりしててっ……そんな才能持ってるのに、どうして犯罪なんかっ……!?」





「そんな才能が、まっとうな世界じゃ金にならないからに決まってるだろ？」





　ソニアの言葉に、男がつまらなそうに鼻を鳴らす。


「時給にしたら子どもの小こ遣づかいみたいなはした金でマジヴィだのＭＩＴ端たん末まつだののくだらない構文書かされるＭＥなんざ、もう、ウンザリなんだよ。それで、こうして独立起業したってわけだ──もっと自由で、もっとハデで、もっと金になる違法マジックアイテムを作る工房をな」


　周囲に散らばるアイテムを見み渡わたしつつ、男は自じ慢まんげに言い放って、


「──まあ、仲間になる気がないなら仕方ねえ」


　……嘆息するなり、椅子から立ち上がる。


「これだけの才能をゴミにするのは惜おしいが、これから大事な用事が控ひかえてるんでね。そうだな……足がつかないよう、お前らが持ってるアイテムで、殺してやるよ」


　言いながら、愉たのしげに目を細めつつ。男は一番端はしの椅子に座るラウルに近づくなり、身動きを封ふうじられた少年の懐ふところへと手を伸のばし──。


「ん？」


　なんだか、怪訝な顔をして。男がそれをつまみ出したとたん、ラウルははっと息を呑む。


「……なんだ、型落ちのマジックフォンか」


　いまのいままですっかり存在を忘れてた、セアラ店長が意識交こう換かんの《構文塊モジユール》を書き込んだマジックフォン──！


　独りごちた男は、なにげなくそのスイッチを入れようとし……その瞬間、ラウルの血がざわりと騒さわぐ。


　本能的な衝しよう動どうに、突つき動かされるようにして。


　全力で足あし下もとを蹴けったラウルはそのまま、椅子ごと男に体当たりした。





「っっっ！！！！？」





　──まるで意識が脳の上を往復するような、例の奇き妙みような感覚。


　舌の上に、うっすらと苦い煙草たばこの味を覚えつつ……がばっと身体からだを起こしたラウルは、手の中で光る起動中のマジックフォンと、椅子ごと床ゆかに倒たおれたラウル自身の姿を目にするなり、歓かん声せいをあげた。





「よしっっっ！！！！！」


「なっ……ど、どういうことだっ!?」


「さあ、どういうことだろうなっ!?」


　なにがなんだか分からないとでもいった顔でこぼれ落ちんばかりに目を丸くする自分に向かって軽かる口ぐちを叩たたくなり、砂色の髪の男の身体で立ち上がったラウルが、椅子に縛られたアイリの方へと歩みよる。


「『オールＡ』っ、ちょっとお前の髪留め借りるぞ？」


「って、な、なんで私のあだ名っ……!?」


「──《起動ブート》っ！」


　ミスコンでアイリが自己ＰＲに使っていた、金属製の髪留め──蜂はち蜜みつ色をした少女の髪からそれを抜ぬき取るなり、ラウルは魔ま法ほうを走らせたピン先で、少女の縄なわを焼き切った。


「っ!?」


　あっさりと自由になるアイリの身体。思わずぽかんとするアイリの前で、ラウルは同じように他の少女たちの縄も焼き切り……すべてを終えたあと、ソニアに向き直る。





「さあっ、俺を縛ってくれっ！」





「えっ……!?」


　両手を揃そろえて突き出しながら叫さけんだラウルに、ソニアは若じやつ干かん退ひいたような顔をし……その反応に、ラウルはあわてて言い直した。


「って、いやっ、そのっ……こ、細かいことは気にしないでっ、とにかくっ！　そこの余った縄で俺のこと、縛ってくださいっ!!」


「あっ……は、はいっ！」


「腕うでとか簡単には動かせないよう、肩の辺りまでっ、しっかりっ……って、こらっ、フィノっ！　勝手に俺の縄解ほどくなっ！　危ないから、そいつに近づくんじゃねえっ!!」


「えっ……？」


「ちょっ、ど、どういうこと……」


「──で、出来ましたーっ！！！」


　と、すっかりうろたえるアイリの言葉を遮るように、ソニアの報告。


　試しに肩に力を込めてみたラウルはすぐに、満足げに頷いてみせる。


「よしっ……これなら、動けないなっ」


「えっ……う、うんっ、たぶんっ……」


　自分の身体がしっかり拘こう束そくされていることを確認するなり、ラウルは手にしたマジックフォンを見下ろし──。





　──スイッチを切ったとたん、ぐるりと、世界が回るような感覚。


　ふと気づけば、ラウルはまた、椅子に縛しばられたまま、床に倒れていて……。


「おい、誰か、俺のロープも切ってくれっ！」


　……あっけにとられたように立ちすくむ少女たちを見上げつつ、少女たちの足下に転がるラウルが声をあげた。





　　　　＊　＊　＊




「……さ、さっきのっ、いったい、なんだったのー…？」


「ま、その……ちょっとした手品、ってとこかな」


　不思議そうな顔をしたままロープを解くソニアの問いに、ラウルは歯切れ悪く答える。


　……意識交換のマジックアイテムなんて話、信じてもらえるわけがないし、そもそも未発見の《構文塊モジユール》のことを違い法ほうアイテム捜査官エージエントに話すのは、なんとなくまずい気がする。人に危害をくわえる類たぐいのアイテムではないにせよ、使い方によってはいくらでも悪用出来そうなシロモノだし……だいいち、俺がこのアイテム使ってミスコンに出てたことがバレたら、その、いろいろと問題が……っと。


　ようやく、座り心地の悪い椅子から解放されて。強こわ張ばった身体をほぐすように肩をまわしつつ、ラウルはあらためて、目の前の男を見やった。





「これで、形勢逆転だな？」





　……ソニアの手で、ぐるぐると椅子に縛りつけられた男。しかし、明らかに劣れつ勢せいな状じよう況きようにもかかわらず、男は余よ裕ゆうありげな笑みさえ浮うかべてみせる。


「……そうかな、もうすぐ『祭り』の時間だぜ？」


　不自然なくらい落ち着いた男の態度にふっと心を過よぎる、漠ばく然ぜんとした不安。


　なんだかイヤな予感を振ふり払はらうように、ラウルは思わず声を荒あらげ、


「いいからっ、《鍵かぎ》をっ……」


「──そろそろ、準備しなきゃいけないな」


　……と。


　壁かべの時計を見上げて呟つぶやくなり、縛られていたはずの男が、すっと立ち上がった。


　──って!?


「なっ！！？」


「あっ、ずるいっ！！！」


　目を丸くするラウルの隣となりで、男の腕時計から飛び出した仕込みナイフに気付いて非難の声をあげるフィノ。


　次の瞬しゆん間かん、それまで座っていた椅子をラウルたちに向かって思いきり蹴け飛とばした男は、その隙すきに、背後の金属ドアの裏へと回り込んで──。


「くそっっっ！！！」


　間かん髪はつを入れず聞こえた音に、あわててドアに飛びついたラウルが舌を打った。


「鍵が閉まってるっ……閉じ込められたのかよっ!?」


「っ、ラウルさんっ、離はなれてっっっ!!」


　悔くやしさのあまりドアに体当たりするラウルを制止し、ずんぐりした魔ま法ほう銃じゆうを取りだしたソニアが、ドアに向かって引き金を引く。


　狭せまい部屋の中に響ひびく、鋭するどい銃じゆう声せい──けれども、海岸に転がるもろい岩とは違ちがって、分厚い金属製のドアにはほんのわずかな凹へこみしか、つけることは出来ず……。


　……ラウルの隣で、フィノがおろおろした声をあげた。


「っ……このままじゃあいつっ、店長の《鍵》持ったまま、逃にげちゃうっ……！」


「くそっ……なにか、使えるものはないのかっ!?」


　焦あせりとともに、ラウルは周囲に散らばるガラクタの山を見渡し……と。





「──ソニアさん」


　……不意に。それまで黙だまっていたアイリが、なにかを思いついたように口を開く。


「その銃、ちょっと、貸して貰もらってもいいですか？」


「えっ……う、うんっ、いいけどっ……」


　一いつ瞬しゆん、ためらって……ソニアが銃を手て渡わたすなり、アイリはそれをドアへと向け、


「って、『オールＡ』、その銃は効かな──」


　ラウルの言葉を吹ふき飛ばすように、ふたたび、銃声。


　しかし、金属のドアはもちろん、びくともせず……つい、ラウルは声を荒げてしまう。


「おいっ！　ソニアさんの弾たま、無む駄だにすん……」


「黙って、ラウル・チェイサー！」


　そんなラウルの言葉を、邪魔するなとでも言わんばかりの口調で遮さえぎって。振り出した回シ転リ式ン弾ダ倉ーから弾を取りだし、込め直し、また取りだし……考えこむようにぶつぶつと呟いていたアイリがやがて、小さく頷うなずいた。


「……よしっ」


「って、アイリさんっ、いったいなにをっ……」


「決まってるでしょ？　……このドアを、開けるのよっ！」


　ソニアの問いに答えるなり、アイリは手のひらに取りだした弾へ、すっと指を走らせる。


「《起動ブート》っ……」


　うっとりするほど鮮あざやかな手つき。正確なリズムでシリンダーに弾を込めるなり、ふたたび目の前のドアへと銃を構え──小さく息を吸ったアイリが、引き金を引いた。





「──《魔力弾バイル・シヨツト》っ！！！！！」





　銃声と、ほぼ同時。扉とびらに触ふれたとたんに発動する、銃じゆう弾だんに込められたアイリの《時限回路タイム・サーキツト》──魔ま力りよくで強化された銃弾が、分厚い金属の扉をあっさりと貫かん通つうする。


　僅わずかな狂くるいもない完かん璧ぺきなタイミングで、続けざまに、数発。


　シリンダー錠じようをぶち抜くように銃弾を放ったアイリは、まだ熱を帯びる扉の鍵部分を拳こぶしであっさり叩き壊こわして、


「わあっ、アイリっ、カッコいいっっっ！！！！！」


「──……さすが《オールＡ》」


　歓声をあげるフィノと、驚おどろいたように洩もらすラウルの前で、アイリは「ありがとう」なんて呟きながら、啞あ然ぜんとするソニアに魔法銃を返した。





　　　　＊　＊　＊




「なっ────！！！！！」





　先ほど転がり落ちた暗い階段を駆かけ上り、廃はい屋おくから砂すな浜はまへと飛び出したラウルたちはそのまま、すっかり言葉を失ってしまう。


「──ほう、よく抜け出せたな」


　感心したように頷く砂色の髪の男の、背後。


　迫せまり始めた夕ゆう闇やみの中、狭い砂浜に影かげを落とすのは、石で作られた、巨きよ大だいな……。


「なに、これっ……」


　思わずアイリが洩らした言葉に、男が自じ慢まんげな口を開く。


「《石人形ゴーレム》……俺の、最高傑けつ作さくだ」


　──見上げるほどに大きな、人の形をした石の塊かたまり。


　ずんぐりした灰色の胴どう体たいの中、胸部に赤で描えがかれた奇き妙みようなマークが、ひときわ目立っていて──。


《石人形ゴーレム》と呼ばれたその巨きよ人じんは、呆ぼう然ぜんとたたずむラウルたちの前で短い足を踏ふみ出し……その瞬間、ラウルの肌はだがぶわっと総毛立った。


「……って、まさかこれっ、マジックアイテムなのかよっっっ！！！！？」


「でもっ、いくら遊色石を使ったって、フツーの人間の魔力でこんなに大きなマジックアイテム、動かせるはずがっ……」





「──魔力なら、あそこにあるだろ？」





　うそぶきながら男があごで示した方角、薄うす闇やみの中にうっすらと浮かび上がるのは、まるで塔とうのような形をした巨大なモニュメント。


　──シンルリアン海岸の中央部にそびえる、『光冠送り』の塔。


　海岸に集まった何千人もの人々の魔力を集めて明かりを灯ともす、光冠祭──。


「くそっ……」


　思わず、ラウルは吐はき捨すてる。


　こいつが言ってた『祭り』って、このことだったのかよっ──！


「中央海岸の構文をハッキングして、ここまで繫つないだんだ……あんなに大量の魔力をただ、提ちよう灯ちん代わりにするなんざ、もったいなさすぎだろ？」


《石人形ゴーレム》の表面を撫なでつつ、得意げに肩かたをすくめる男。


「──高品質のアイテムで少しずつ評価されるようにはなってきたものの、なんせ、うちは零れい細さい経営なもんでね？　ここらでひとつでかいプロモーションでもして、一気に新規顧こ客きやくを開かい拓たくしようってわけなんだ」


「まさかっ……」


　はっと息を呑むソニアの前で、男は愉たのしげに口元を歪ゆがめ、





「光冠祭の映像は、マジヴィで国中の都市に配信されてる──生なま中ちゆう継けいでうちのロゴの入った《石人形ゴーレム》を暴れさせるなんて、なかなかハデな宣伝だろ？」





　言い終わったとたん、男の身体からだがふっと、《石人形ゴーレム》の背後に消え……。


　……次の、瞬間。凄すさまじい質量を持った石の腕うでが、ソニア目め掛がけて振り下ろされた。





「────危ないっ！！！！！」


　かばうように抱だきすくめたソニアの身体と一いつ緒しよに、背中から砂浜に転がるラウル。


「ら、ラウルさっ……」


　動どう揺ようしたような、ソニアの声。


　腕の中の少女の体温にどきりとする間もなく、すさまじい風圧がラウルの背中をかすめ……一いつ瞬しゆん遅おくれて、砂浜を揺ゆるがすような震しん動どうが身体を包んだ。


「くそっ……冗じよう談だんじゃねえぞっ!?」


　至近距離に落とされた《石人形ゴーレム》の腕の威い力りよくに粟あわ立だつラウルの肌。


　……と。肩かた越ごしに振り返るなり吐き捨てた少年の下で、アッシュグレイの目を瞬しばたたかせていたソニアがおずおずと、くちびるを開いた。


「ら、ラウルさん、あ……ありがとっ……」


「あっ……いっ、いきなりすみませんっっっ！」


　ソニアを押おし倒たおすような自分の格好に気づき、あわてて飛び退のくラウル。跳はねるように身体を起こしたソニアは立ち上がるなり魔法銃を構え、思いきり《石人形ゴーレム》を睨ねめつけた。


「……止まってっっっ！！！！？」


　ソニアの声と被かぶるように、銃声。


　しかし《石人形ゴーレム》の身体はびくともせず、銃弾はわずかにその表面をえぐるだけで──。





『──運が良かったな』





《石人形ゴーレム》から聞こえてくる、嘲あざ笑わらうような男の声。





『お前らに顔を見られたのは痛いが、プロモーションの機会は今日しか無いんでね。今回は特別、見み逃のがしてやるよ──』





　勝ち誇ほこったような声で、言い放つと。


　まるでラウルたちの相手を放ほう棄きしたように。男が乗った《石人形ゴーレム》の巨きよ体たいが、人々の集まるシンルリアン海岸中央部へ向かって歩き出した。
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「っ…………」


　──あんな化け物っ、どうやったって勝てるわけっ……。


　身体を包み込む、どうしようもない無力感。ただ砂浜にたたずむラウルは呆然と、祭りの会場へと向かう《石人形ゴーレム》の背中を見つめることしか出来ず──。





　──不意に、視界の中で、なにかが飛び出そうとして。


　はっと我に返ったラウルはとっさに手を伸のばし、目の前の華きや奢しやな腕を摑つかんだ。


「って、フィノっ！　お前、ひとりでいったいどうするつもりなんだよっ!?」


「ラウルっ、あいつ、行っちゃうよっっっ！！！！？」


　……と、思わず叱しかりつけたラウルを振ふり返るなり、まるでそれで戦うとでも言わんばかりにマジックドライヤーを握にぎりしめたフィノが声を荒あらげて、





「店長の《鍵かぎ》っ、あいつが持って行っちゃうっっっ！！！！！」





　いまにも泣き出しそうな顔で叫さけぶフィノの言葉に、ラウルの瞳ひとみが大きく揺らいだ。


『ラウルくん……今日は、本当に、ありがとう』





　脳のう裏りを過よぎるあたたかな声と、天使みたいな笑顔。


　ちょっぴりイタズラ好きだけど、強くて、やさしくて、頼たよりがいがあって、いつでも俺たちスタッフのことを気にかけてくれる、大事な──……くそっ！


　思わず、ラウルは胸中で舌打ちしてしまう。ったく、こんなとこで諦あきらめてどうすんだよっ!?　俺たちのセアラ店長のためにも絶対、あいつを倒さなきゃいけないんだっ！


「……なにか、あいつを止める方法はっ……」


　すっかり我に返ったラウルはいまいちど、自分たちの状じよう況きようを確認する。


　手持ちの武器はソニアの魔ま法ほう銃じゆうと、なぜかフィノが握りしめてるドライヤーだけ。……ドライヤーはさておき、魔法銃にまた、アイリの《魔力弾バイル・シヨツト》を込めれば……いや。


　だめだ、と、ラウルは首を振った。《魔力弾バイル・シヨツト》で補完出来るのは、破は壊かい力じゃなくて貫通力。あんな分厚い石の塊相手じゃ、せいぜい弾たまを埋うもれさせるだけでっ……。


　……ここに剣けんさえあれば、と、ラウルは思う。剣が……魔ま法ほうの《基盤ベース》になるものがあれば、あんな岩の塊くらい、俺の魔法でわけもなく壊せて──っ!?





　──ふと、ラウルの中に生まれる既き視し感かん。


　なんだか、少し前にも同じことを、考えた気がする……それも、この海岸で──。





　男が乗り込んだ《石人形ゴーレム》が波打ち際ぎわに踏み入るのが視界に映り──その瞬しゆん間かん、ラウルの中で、ひとつの線が繫つながった。





「フィノっ、それドライヤー、ちょっと貸してくれっ……ソニアさんっ！」


「え……は、はいっ！」


　ラウルの言葉に、すっかりうちひしがれていたソニアがびくりと背筋を伸ばし……そんな少女に向かって、ラウルはフィノから受け取ったマジックドライヤーを突つきつける。


「ソニアさん、違い法ほうアイテムとか《魔法構文マジツクプログラム》のプロならもしかしてっ……《魔ま女じよの腕》のエラーとか、意図的に起こせたりしませんかっ!?」


　──《魔女の腕》。魔法構文マジツクプログラムの複雑なループエラーによって引き起こされるエラーマジックアイテムの暴走パターンのひとつで、魔ま力りよくを帯びた構文の一部が実体化し、まるで黒い《腕》のように見えることから名付けられた。ラウルたちは少し前、《魔女の腕》のエラーを抱かかえた魔法空気清せい浄じよう器きでさんざんな目に遭あったことがあって……。


　そんなラウルの問いに、ソニアはちょっと目を丸くして、


「で、出来るよーっ？　あれ、ループエラーの重ね方に、ちょっとした法則があって……でも、なんでっ……」


「だったら、いますぐお願いしますっ──フィノっ！　俺に魔力を分けてくれっ!!」


「うんっ──っ！！！！！」


　怪け訝げんそうなソニアの問いを遮さえぎって。ラウルの声に頷うなずくなり、フィノは目の前に差し出されたラウルの左手を、両手で包むように握りしめる。


　──やわらかな指先が触ふれた瞬間、ラウルの身体に流れ込む、フィノの熱い魔力……。


　……めくるめくようなその感覚に酔よう間もなく、背後のソニアが声をあげた。


「ら、ラウルさん、出来たよーっ！」


「ソニアさんっ、ありがとうございますっ……サンキュ、フィノっ！」


　……ま、時間も無いし、これくらいの魔力があれば充じゆう分ぶんだよな。


　やわらかなフィノの指先を軽く握り返すなり、手を離はなし……フィノの魔力を貰もらったラウルは居並ぶ少女たちの顔を見み渡わたしつつ、強い口調で言い放った。





「みんな、聞いてくれっ……俺に、考えがあるっ！」





　　　　＊　＊　＊




「一発だけ残して、あとは全部撃うっちゃって良いのねっ!?」


「ああっ、あいつの身体の表面になるべく散らして、満まん遍べんなくっ……トドメのソニアさんの分だけは、きちんと残しとけよっ!?」


「分かってるわよっ!!」


　ラウルの言葉に頷くなり、アイリはすっと、手のひらに広げた銃じゆう弾だんへ指を走らせた。





「《魔力弾バイル・シヨツト》──っ！！！！！」





　──入いり江えから海岸に出るため、浅あさ瀬せを進む《石人形ゴーレム》。


　石で出来たその巨体は、背後から浴びたとつぜんの銃じゆう撃げきに、ほんの一いつ瞬しゆん足を止め……しかし、身体に僅わずかにめり込んだ弾の威力を一いち瞥べつするなりまた、なにごともなかったかのように歩き出す。





「フィノっ、ついてこいっ！」


「うんっ！！！」


　ソニアに改造して貰ったマジックドライヤーを握りしめ、ラウルの隣となりで頷くフィノ。


　次の瞬間、進行方向に回り込んだラウルの姿に、《石人形ゴーレム》は邪じや魔まするなとでも言わんばかりにその腕うでを大きく振った。


「っ……！」


　水面に叩たたきつけられた《石人形ゴーレム》の太い腕が起こす水柱──身をひるがえしたラウルが目配せするなり、《石人形ゴーレム》の後ろのフィノがしっかりと、マジックドライヤーを構える。





「食らえっ──っ！！！！！」





　大だい音おん声じようとともに、手にしたドライヤーのスイッチを入れるフィノ。


　その瞬間、丸い筒つつの先せん端たんから最大出力で吐はき出された《魔女の腕》の奔ほん流りゆうが、《石人形ゴーレム》目掛けて襲おそいかかった。


『────なっ！！！！？』


　──ソニアがわざとドライヤーの構文に組み込んだ、複雑なエラー。


　魔ま王おうの血を引くフィノの常識外れの魔力を帯びた魔法構文マジツクプログラムは黒くぬめるような《腕》と化し、たちまちのうちに《石人形ゴーレム》の身体からだを搦からめ捕る。


　……もちろん、肝かん心じんのマジックドライヤーを手にしたフィノの細腕に《石人形ゴーレム》を引き止めるほどの力はないけれど、強力な《腕》の拘こう束そくでその動きを鈍にぶらすには充分だ！


《石人形ゴーレム》の動きにブレーキが掛かかったことを確認すると、ラウルはすっかり穏おだやかになった海面に、ごくシンプルな《魔法回路サーキツト》を走らせた。


「《起動ブート》っっっ！！！」


　その瞬間、ラウルの目の前で魔力を帯び、大きく膨ふくらむ海水。


　それは、一瞬のうちに、《石人形ゴーレム》を飲み込んで──しかし、石造りの巨体を押し流すまでには到とう底てい、至らない。


『──っ……豆まめ鉄でつ砲ぽうの次は、水遊びのつもりか？』


《石人形ゴーレム》の中から響ひびく、嘲あざけるような男の声。


　けれども、男の皮肉に逆ににやりと笑い返したラウルはすかさず《石人形ゴーレム》のふところにもぐり込むなり、濡ぬれた石の表面に強く、手のひらを押し当てて──。





「《起動ブート》っ──《出力上昇レイズ》っ！！！！！」





《石人形》の表面に付着した、海水の上に。


　一瞬にして高密度の《魔法回路サーキツト》を張はり巡めぐらせたラウルが、フィノから預かった魔力を一気に送り込んだ。





　瞬しゆん時じに《石人形ゴーレム》の表面を覆おおいつくす、網あみ目めのような光の回路……けど。


　──…………って、足りないっ！！！！？


　思ったよりも上がらない出力に、ラウルは焦あせりとともに舌を打つ。


《石人形ゴーレム》の表面積はラウルの目測よりずっと大きく、高密度の魔法回路サーキツトに引き延ばされた魔力は、相手にたいしたダメージもあたえられないまま底そこを尽つき……目の前で徐じよ々じよに弱まっていく光を前に、ラウルは奥歯を嚙かみしめた。


　……くそっ、よりによってこんなとこで計けい算さん違ちがいをするなんてっ！　いくら時間が無くっても、もっと限界までフィノの魔力を貰ってればっ……！





　──と、失敗を悔くやむラウルの左手をふいに包み込む、やわらかな感かん触しよく。


　その瞬間、消えかけていた《魔法回路サーキツト》の光が、にわかに力を取とり戻もどし──。





「っ！！！！！？」


　弾はじかれたようにラウルが振ふり返かえると、いつの間に近づいたのだろう。魔王の血を引く少女がぎゅっと、ラウルの手を大事そうに握にぎりしめていて、


「ラウル──っ！！！」


　目が合った瞬間、少年の名を呼びながらにっこりと微笑ほほえんでくる銀の髪かみの少女。


　──その瞬間、ラウルは思わず、くちびるの端はしを持ちあげた。





「《出力上昇レイズ》っ──っっっ！！！！！」





　あたたかなフィノの手のひらをしっかりと握りながら、ラウルが叫んだとたんに輝かがやきを増す、《石人形ゴーレム》に張り巡らされた《魔法回路サーキツト》……まばゆい光とすさまじい高熱が、《石人形ゴーレム》の身体を一気に包み込む。


　ラウルが組んだ《魔法回路サーキツト》は海水の蒸発とともに薄うすれ、消しよう滅めつしたものの、急激な温度変化に晒さらされた《石人形ゴーレム》の表面にはアイリが最初に撃ち込んだ《魔力弾バイル・シヨツト》の銃じゆう痕こんを伝うように、幾いく重えにもヒビが走り──。




[image: ]





「ソニアさんっ、今だっっっ！！！」


「はいっっっ！！！！！」





　ラウルの合図に合わせて放たれた、ソニアの銃弾を胸に受けて。


　──その瞬間、《石人形ゴーレム》の身体が砕くだけ散った。





　　　　＊　＊　＊




「っ痛…………」


「……当たり前じゃないっ！」


　……限界を超こえた高出力の魔力を《魔法回路サーキツト》に一気に送り込んだために火傷やけどを負い、真っ赤になったラウルの手のひら。


　その状態を確認するなり、怒おこったような声をあげ……ポーチから取り出した真っ白なレースのハンカチを水すい筒とうの水で湿しめらせたアイリが、手早くそれを患かん部ぶに巻き付ける。


「まったく……この感じだと、水ぶくれになっても仕方ないわよ？」


「サンキュ、『オールＡ』っ……ほんと、助かるわっ……」


「……このハンカチ、お気に入りなんだから、あとで弁べん償しようしてよねっ」


　ラウルが礼を言うなり目を逸そらし、なんだか不ふ機き嫌げんそうに言葉を返すアイリ……と。


「──うん、こっちは無事に片付いたよー？」


　ふとラウルが目を向ければ、ふたたびロープで縛しばられた砂色の髪の男の前で、ソニアが水着の肩かた紐ひもに留められたインカムマイクに口を寄せていて──


「セアラさんの《鍵かぎ》も取り戻したし、そっちはなにか、変わったことは──えっ!?」


　──インカムで部下と会話するソニアの声が、にわかに固い色を帯びた。





「──ちょっとっ、ログっ!?　異常事態、ってっ……！！？」


「「「異常事態っっっ！！！！？」」」





　ソニアの口から洩もれた不ふ穏おんな言葉を聞きつけた三人が、弾かれたように顔を上げる。


「えっ、ど、どういうことっっっ!?」


「おいっ、まさかっ、セアラ店長がっ……!?」


「ちょっとっ、ソニアさんっ、なにがあったのっ!?」


　静かな入り江に一瞬にして緊きん張ちようが走はしり……やがて。


　息巻く三人を振り返ったソニアが、ゆっくりと首を振った。


「……スイッチを入れたのに『光冠送り』の塔とうがほとんど光らないから、集まった人たちがざわついてるんだって」


　……その、瞬間。


　思わず肩かたの力を抜ぬいた三人の前で、ソニアがあきれたように嘆たん息そくした。


「……まったく、ログってば紛まぎらわしいんだからぁっ……まあ、たぶんそこの違い法ほうアイテムの人がこっちの入り江に構文繫つなげて無理やり魔ま力りよくを横流ししたせいで、塔が定格出力に達しないんだろうねー……？」


　──と。


「……じゃあ、この入り江ってまだ、向こうの海岸まで繫がってるの？」


　ソニアの言葉を聞きつけたフィノが、不意にラウルの腕を引っぱって。


　思わず顔を向けたラウルのすぐそばで、じっとこちらを見上げてくるフィノの、なんだかわくわくしたようなまなざし。


　そんなフィノの考えを察するなり、ラウルも面白そうに口の端はをつり上げた。


「よしっ！」


「へへっ！」


　目配せとともに。いっせいにその場にしゃがみ込んだラウルとフィノが、足あし下もとの砂へと手を押し当て──。





「わあっ……」





　彼らがいる入り江のずっと向こう──シンルリアン海岸中央部にそびえる『光冠送り』の塔に、輝くような光が灯ともり……ラウルの隣で、銀色の髪をした少女が感動したみたいに呟つぶやいた。


「……すごいっ、キレイっ……」


　──……文字通り、光の冠かんむりみたいに。


　夜の海と空ににじみながら浜はま辺べを照らす、あたたかい色をしたフィノとラウル、ふたりの魔力の明かり。


　蒼あおい目を細めるようにして、うっとりと、フィノはその光を見つめ……やがて、静かに口を開いた。


「……せっかく海に来たんだから、もっとラウルと一いつ緒しよに遊びたかったな……」


　……なんだか、ひどく残念そうに。


　フィノがぽつりと洩らした言葉に、ラウルは瞳を揺ゆるがせてしまう。


『砂でお城作りたいっ……海で泳ぎたいっ……屋台で買い食いしたいっ……』


「──さすがに、もう、砂遊びとか、海遊びは無理だけど……」


　つい今朝方、ミスコンの控ひかえ室しつではしゃいでいたフィノの言葉を思い出したラウルは思わず、口を開いて、


「串くしに刺ささったアメくらいなら、帰りに買ってやるよ」


　……照れを隠かくすみたいに、視線を逸らしながら。


　そんなラウルの言葉を聞いた瞬間、フィノはそのあどけない顔に、こぼれんばかりの笑みを浮うかべて……。





「──ラウルっ！！！！！」





　……うれしそうに叫さけびながらぎゅうっと腕うでに抱だきついてきたフィノの頭を、ラウルはそっと撫なでてやった。




　「エピローグ」







　おぼろに響ひびくチャイムの音──うっすらと目を開けたラウルは、そのまま脇の目覚まし時計へと視線を投げる。


「…………っ」


　……なんだよ、こんな時間に……。


　世間一いつ般ぱん的にはどうあれ、職しよく業ぎよう柄がらやや遅おそ出でのラウルにとっては早朝とも言うべき時間帯。


　思わず目をすがめたラウルを急せかすみたいにまた、チャイムの音がして……だるそうに身体からだを起こしたラウルはしぶしぶ、ベッドから降りた。


　──ったく、フィノのやつ……。


　……魔ま人じんのくせになんだかラウルよりもずっと健康的な生活を送っているフィノは、とうぜんのことながら、朝起きるのもやたらと早く……同じアパートの隣となりの部屋ということもあって、わりとどうでもいい用件でしょっちゅうラウルの部屋のドアを叩たたいてくる。


　どうせまた今日も、天気がすごく良いだとか、風が気持ちいいだとか、窓の外に見たことのない鳥がいたとか、そういうことで……。


　頭をかきながら玄げん関かんへ向かい、なにげなくドアノブへと手を伸のばし……その瞬間、ラウルは昨日のことを思い出した。





　　　　＊　＊　＊




「ねえ、これ、意味がよく分からないんだけど……」


　昼時のマジックショップ・レオンのレジカウンタの中、本部から送られてきた次回セールの詳細が書かれたプリントと睨にらめっこしていたアイリが不意に顔を上げる。


「ほら、ここの記述、なんだか矛む盾じゆんしてない？　結局、いくら以上買ってくれたらオマケを付ければいいの？」


「へっ……って、うわ、これ、明らかにミスだよな。セール前に本部に確認しとかないと、ヤバいかも」


「……ここの会社、大だい丈じよう夫ぶなの？」


　アイリの指し摘てきに、プリントを覗のぞき込んだラウルが思わずうめき声をあげ……藍あい色いろの目をすがめたアイリが、あきれたように息を吐はいた。


「なんか、こういうのすっごく多いし、アマダではこんなことなかったのに……」


「はは……ま、さすがに、弱小チェーンうちと業界最大手と比べちゃいけないっていうか……っと、いらっしゃいませ！」


　店の入り口のドアが開く気配に反射的に顔を向け、そのとたん、ラウルは目を丸くした。


「ふふっ、いらっしゃいましたぁーっ！」


　艶つややかなダークブラウンの髪かみと、ぱっちりしたアッシュグレイの瞳ひとみ……私服姿のソニアが、くすくすと楽しげに笑いながら片手をあげ……って！


「そ、ソニアさんっ、どうしてっ！」


「どうしてって……ふふっ、言ったでしょー？　ラウルさんが頑がん張ばって働いてるトコ、見にきたんだよー？」


　ラウルの問いに、ウインクしながらしれっと返すソニア。


　……と。ソニアの声を聞きつけたように、売り場の方から近づいてくる人ひと影かげがある。


「あらあら、ソニアさん、いらっしゃいませ」


　栗くり色いろの髪をふわふわと揺らしつつ、歩みよってきたセアラ店長はにっこりと微笑ほほえんで、


「この間は一等のマジヴィを譲ゆずって下さって、ありがとうございました」


「せ、セアラさんっ……！」


　ていねいに会え釈しやくするセアラ店長の前で、ソニアがあわてて頭を下げた。


「その、先日はさんざんご迷めい惑わくをおかけしちゃってっ……副店長さんにもケガさせちゃったし、うちのボスも申し訳ないって言ってて、ほんとっ、マジヴィ一台くらいじゃぜんぜん足りないっていうかぁっ……」


「いえいえ、おかげさまで大事はありませんでしたし、こちらこそ、お世話になって……」





「……でも、まさか店長のマジヴィのお客さんが、あの人だったなんて」


　そんなふたりのやりとりを眺めつつ、ふと、思い出したように呟くアイリ。


　──アドワーズ氏……店長のお得意さんにして、先日、アイリの態度についてラウルに愚ぐ痴ちっていったお客さんで……アイリのため息を聞きつけるなり、ラウルがニヤリと笑った。


「お前、マジヴィ取りにきたアドワーズさんの声聞いた瞬しゆん間かん、全力で警けい戒かいしてたもんな」


「あ、当たり前でしょっっっ？」


　からかうようなラウルの口調に、アイリは思わず声を荒あらげて、


「まあ、もう絶対に文句なんて言わせないって、気合い入れて対応したけど……」


「へえ……どうりで。俺が納品した時、最近お前がすごく感じがよくなったって褒ほめてたぜ？」


「っ…………」


　ラウルの台詞に一瞬言葉を詰まらせ、ややあって、照れたように目を伏せる。


「……し、仕事でやってるだけなのにっ……お客さんなんて単純よねっ……」


　頰ほおを染め、なんだか怒おこったように呟くアイリに、ラウルは思わず目を細め……と。


「ねえねえっ、ラウルさんって、次はいつお休みなのー？」


　いつの間にか、店長にあいさつを終え……レジカウンタの上に身を乗り出したソニアが、ラウルへぐっと顔を近づけてくる。


　…………っ。


　ラウルの視界に思いきり飛び込んでくる胸の谷間。ラウルの瞳を覗き込むようにアッシュグレイのまなざしを向けたソニアが、そっと囁ささやいた。


「その……もし良かったら、また、一緒にデートしない？」


「へっ？」


　その、瞬間。


　思わず目を丸くしてしまったラウルのかたわらで、アイリがあわてたように声をあげる。


「って、ちょっと！　あなたがラウル・チェイサーに近づいたのっ、ブレスレットのためじゃなかったのっっっ？」


「んー……最初はそうだったけど、でも、ラウルさん強いしー、やさしいしー……あなたたちがいらないなら、私が貰もらっちゃおうかなー、って……」


「……って！！！！？」


　言いながらラウルの両りよう肩かたにそっと触ふれてくる、ソニアの指。


　動どう揺ようするラウルの視界の中で、ソニアの整った顔が、見る間に大きくなり──。





「だめっっっ！！！！！」





　──と。


　ソニアのくちびるがいまにも触れそうになった、その瞬間……不意にふたりの間に割り込んできた少女が、あわてたように声をあげた。


「だめっ……ラウルはっ、ソニアさんにはあげないっっっ!!」


「フィノっ……!?」


　まるで所有権を主張するみたいにラウルの腕にぎゅっと抱きつき、きっとソニアを睨みつけるフィノ。


　すっかり戸と惑まどうラウルの前で、とつぜんの闖ちん入にゆう者にきょとんとしていたソニアがやがて、くすくすと笑い声を洩もらし……。


「なあんだ、残念……」


　大きく伸びをしつつ、きびすを返して。……ふと振ふり向むいたソニアが、ラウルに向かってウインクした。


「でも……私も、諦あきらめないからねーっ？」





　　　　＊　＊　＊




　その両りよう腕うでを、いっぱいに伸ばして。ラウルの腕に抱きついてきたフィノの真しん剣けんなまなざしを思い出したラウルはつい、どぎまぎしてしまう。


　──ま、まさか、フィノ、俺のことっ……。


　……い、いや、それはないだろと、ラウルは思いきり首を振る。


　あいつが俺に懐なついてるのは、あくまで俺が先せん輩ぱいで、あいつの教育係任されていろいろ教えてやったからっていうそれだけの理由でっ……たぶん、俺以外のやつが教育係だったとしても、あいつはきっと、同じようにそいつに懐いただろうしっ……だ、だからっ、ヘンな勘かん違ちがいとかすんなよ、俺っっっ！


　必死にそう言い聞かせても、昨日のフィノのことを思い出すとどうしても、胸がどきどきして……。


　……くそっ、意識すんなっ！　……いつも通り、いつも通りっ……。


「フィノ、お前、こんな朝っぱらからなんの用……」


　わざと、面めん倒どうくさそうな感じを装よそおって。ぶっきらぼうに呟つぶやきながらドアを開いたラウルはしかし、そのまま、ぴたりと動きを止めてしまう。


　腰こしの辺りまで伸びたまっすぐな黒くろ髪かみと、頭の上でぴょこんと揺ゆれる大きなリボン。


　なんだか感極きわまったようにこちらを見上げてくる黒い瞳と、幼さの残る顔立ちには、思いきり見覚えがあって……って！





「お兄ちゃん……」





　ラウルが開けたドアの向こうに、立っていたのは。


　遠い故郷の田舎いなか村にいるはずの妹……ミュリだった。







〈了〉







　あとがき







担当さん「では、次の巻は夏刊行なので、水着テーマで行きましょうか」


左さ京きよう　　「分かりました！　じゃあお店のエアコンが壊れてスタッフが水着で接客する話とかどうでしょう!?」


担当さん「…………」


左京　　「……え、ええと、じ、じゃあ海っ！　舞台は海でっっっ！」


担当さん「……へえ、海ですか、いいんじゃないですか？」


左京　　「商店会の奉仕作業で、スタッフみんなで海岸清掃する話をですねっっっ！」


担当さん「…………」


左京　　「よ……海岸清掃よくないですか海岸清掃っ!?　めっちゃ張り切って競い合うようにゴミを拾う元勇者志望と魔王の娘とかっ……」


担当さん「…………」


左京　　「ゴミと間違えてとんでもないもの拾っちゃったり、一緒に清掃に参加してたライバル店が邪魔してきたりっ……」


担当さん「…………」


左京　　「……ええと……地味ですか？」


担当さん「……地味ですね」


左京　　「…………み、ミスコンネタにしますねーっ!?」





　……とまあ、だいたいそんな感じの流れで出来上がったのが今回の巻になります。





　と言うわけで、お久しぶりです、左京です。前述の参考例でなんとなくおわかり戴いただけたかと思いますが、二巻のあとがきでもちらっと触れたように、左京は基本的にエピソードを地味な方、地味な方に持って行きたがる癖があります。つい先日も「魔王の娘さんが草を刈るようです。」的なプロットを提出して見事に爆沈した輝かしい戦歴が……だ、だって小売店の夏のイベントって言ったら海やプールじゃなくて駐車場の草刈じゃないですか常識的に考えて！　まじ夏場の草の生命力すごいんですって！　ほっといたら一週間で駐車場は腐海に沈むんですよ！　ユパ様も哀しい瞳をしちゃうレベル！　森へお帰り！


　あとは、軒先のクモの巣と店長が毎朝必死で戦ってたり……ちなみにこちらのクモの巣はマップを切り替えるたびに復活するアクションＲＰＧの雑ザ魚コ敵よろしく翌朝には完全復活してますんで経験値稼ぎには最適というか、その、店長、毎朝お疲れさまです。


　他には、お盆で帰省してきた友人がひやかしに来るのを迎え撃ったり、休憩室の流しが異様な匂いを放ったり……と、そういう種類の誰得リアリティばかり追求したがるため、それをどうにか軌道修正してちゃんとラノベにしてくださる担当編集さまには本当に感謝しております。ほんと、毎回すごく大変だと思います。（他ひ人と事ごとのような顔をして！）





　さて、そんな担当さんですが、今回で交代がありまして、プロットから初稿までは前担当さん、改稿からは新しい担当さんにお世話になりました。


　前担当さまには前述のようにさんざんご迷惑をお掛けしたわけですが、受賞作の改稿から今回まで、本当に様々なご指導を戴きました。特に、投稿時に左京がなんかかわいいと思って自信たっぷりに使ってた章区切りの『●▲■』という記号を「……おでんですか？」のひとことで切り捨てられたことは忘れませ……い、いやっ、そうじゃなくてっ！　短い期間でしたが、戴いた厳しくもあたたかいお言葉の数々は、これからもきっと、自分が作品を書く上での揺るがぬ指針になっていくはずです。……ま、まあ、先日そんな感じでご挨あい拶さつしたところ、「……ていうか左京さん、原稿見る限りでは僕の言ったこと全然守ってないですよね？　むしろほぼ忘れてますよね？」的なことを言われてしまったわけですが……し、精進いたします。ほんとに！　ほんとにっ！


　そして、新担当さま。見た瞬間に「うわっ……この原稿っ、空白行多すぎっ……？」と洩らしてしまうほどアレな初稿をどうにかここまで導いて下さって本当にありがとうございました。「……なんかこれ、メインヒロインが空気ですよね。空気って言うかむしろほぼ電池ですよね。かわいそうですよ！　どうにかしてあげて下さい!!」と、作者よりもずっとメインヒロインのことを心配させてしまって申し訳無いやら。


　そしてそして、いつも魅力的なキャラクターを描いて下さる戌いぬ角ずみ先生……今回の話の入れ替わり設定は、普段は見れないセアラ店長のいろんな表情が見たいなあという個人的欲望の元に生まれたものなので、目もく論ろ見み通りのかわいい店長に大興奮です。


　その他、執筆を支えて下さったたくさんのお友達や、ファミレスのアイデアを下さったＫさんありがとうございます！　アドバイスを下さった先輩作家の先生方、出版に関わって下さったすべての皆さまに感謝いたします。





　さて、次回はいよいよ、一巻から放置されてた妹の登場です。とつぜんの妹の襲撃に、ラウルはどう対抗するのか!?　そして、ヒロインたちは……ご期待下さいっ！




勇ゆう者しやになれなかった俺おれは


しぶしぶ就しゆう職しよくを決けつ意いしました。３





左さ京きよう　潤じゆん
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